
        
            
                
            
        

    
[image: ]


[image: ]


[image: ]


[image: ]


[image: ]


[image: ]


学戦都市アスタリスク

02.銀綺覚醒

三屋咲ゆう


ＭＦ文庫Ｊ



本電子書籍を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。

本電子書籍は縦書きでレイアウトされています。

また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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第一章　六りつ花か園えん会かい議ぎ

　アスタリスクの中央区、商業エリアと行政エリアが接するあたりにホテル・エルナトと呼ばれる超高層ビルがある。

　各国のＶＩＰや著名人が利用するような高級ホテルだが、なによりも名高いのはその最上階に広がるドーム型の空中庭園だ。しかし、縦横に水路が張り巡らされ、四季折々の花々が咲き乱れるこの庭園へ、実際に足を踏み入れたことがある者はそう多くない。このホテルに宿泊するような階層の人間でも、たとえそれが統とう合ごう企き業ぎよう財ざい体たいの幹部であろうとも、許可無く立ち入ることは許されていないからだ。

　ここは一ヶか月げつに一度、極めて限られた人間が集うために造られた聖域であり、その扉を開く資格を持つものは世界でたった六人のみ。

　──すなわち、アスタリスクにおける六つの学園の生徒会長である。

「ごきげんよう、皆様。お元気そうでなによりです」

　庭園の中央部、周囲を軽く見渡せる程度に小高く盛られた丘の上に、ぽつんと設しつらえられた洋風の四阿あずまや。

　そこにはアスタリスクをそのまま縮小したかのような六角形のテーブルが備えてあり、六つの椅い子すのうち四つが埋まっていた。

　優雅な仕草で一礼した少女──クローディアは、いつものように優しく微笑ほほえんでその五つ目を埋める。

「ようこそ、ミス・エンフィールド。相変わらず時間通りだね」

　柔らかな笑顔でクローディアを迎えたのは、左隣の席の貴公子然とした青年だ。整った顔立ちといい、癖のない淡い金色の髪といい、かなりの美男子と言っていい。落ち着いた物腰で、仕草の一つ一つが洗練されている。

　青年の顔に浮かぶ薄い微笑は一見すると穏やかそうに見えたが、しかしそれはクローディアの顔に浮かぶ笑みと同種類のものだ。その先にあるものがまるで見通せない。

　白を基調とした清廉な聖せいガラードワース学がく園えんの制服が、まるでこの青年のためにあつらえられたかのように似合っている。

「さて、それじゃ全員揃そろったようだし始めようか。皆、時間に余裕がある身ではないわけだしね」

　金髪の青年はそう言うと空間ウィンドウを展開させた。

　六つの学園の生徒会長によるこの定例会議は、舞台となる庭園の名をとって俗に『六りつ花か園えん会かい議ぎ』と呼ばれている。

　表向きは六学園の友好関係を維持し、互いの発展と《星武祭フエスタ》の円えん滑かつな開催を目的に意見を集約する場であるとされるが、その実態は互いの腹を探り合う政治的なパワーゲームの舞台だった。

　なお、その進行役は前シーズン一位の学園の代表者が担うことになっている。

「あら、ですが……」

　クローディアはまだ空席である右隣の席に視線をやった。

　クイーンヴェール女学園の生徒会長が座っているべきはずのそこは、空席のままだ。

「ああ、彼女は確か欧州ツアーの真っ最中じゃなかったかな。例によって委任状を預かっているよ」

「そうでしたか。さすがは世界の歌姫様、お忙しいようですね」

「はっ、どうせいてもいなくても変わりゃしねーだろ、あんな小娘」

　不愉快そうに鼻を鳴らしたのは、金髪の青年の真向かいに座る青年だ。

　色のくすんだ赤髪で、背は低く小太り。目ばかりが大きくギラギラしている。ふんぞり返って腕を組み、いかにも不機嫌そうに顔を歪ゆがめているが、これはいつものことで、少なくともクローディアは彼が笑ったところを見たことがない。

　レヴォルフの制服はただでさえ威圧感があるのだが、青年のまとう禍まが々まがしい雰囲気がさらにそれを増しているようだ。

「この場で他学園の代表を侮辱するような発言は慎んでもらいたいね、双剣の総代」

　金髪の青年は困ったように苦笑しながら、赤毛の青年を諌いさめる。

「侮辱だぁ？　笑わせんな、んなこたぁ周知の事実だろうが。そもそもクイーンヴェールの売女どもに、まともな学園の管理なんぞできるものかよ。あの小娘が生徒会長になってから、これで何度目の欠席だ？　クソの役にも立ってねえぞ」

「はぁ……キミは本当に口が悪いな。わかったからもうやめたまえよ」

　金髪の青年は大きくため息をついた。

　それでも赤毛の青年はふんぞり返ったまま、言葉を続ける。

「ま、見た目だけで選ばれたような愚図どもの代表に、それ以上のことを求めるのもお門違いってもんだろうが──」

　と、次の瞬間──赤毛の青年の喉のど元もとに純白の剣が付き付けられていた。

「やめたまえと言ったはずだよ？」

　金髪の青年は穏やかな苦笑を浮かべたまま、片手でその剣を構えている。

　クローディアは思わず感嘆していた。

　煌式武装ルークスをホルダーから抜き放ち、起動し、振り抜くまでの所作は流れるようで、美しささえ感じるほどの滑らかさだった。

　それでいて、恐おそろしく速い。

「……ほほぉ、おもしれー。やってみるか、《聖せい騎き士し》殿？　いいぜ、その瞬間ガラードワースはおしまいだがな」

　一方で赤毛の青年も顔色一つ変えず、さらに挑発してみせる。

　確かに六りつ花か園えん会かい議ぎの場で刃にん傷じよう沙ざ汰たを起こしたとなれば、金髪の青年はおろかその所属学園もただではすまない。

「だろうね」

　しかし金髪の青年はにっこり笑うと、躊ちゆう躇ちよなくその切っ先を押し込んだ。

　薄っすらと光を放つ純白の刀身が、あっさりと赤毛の青年の首を貫く。

　──だが。

「ふん、子ども騙だましの玩具おもちやだな」

　赤毛の青年はその短い首に刃を挟んだまま、つまらなそうに言った。

　見ればそこからは一滴の血も流れてはいない。

「ほほ、相も変わらずぬしらは仲が良いのう。ようも毎回、飽きもせずにそうじゃれ合えるものじゃ」

　そこへ声を掛けたのは、金髪の青年の左隣にちょこんと座った少女だ。

　いや、少女というよりは童女といったほうが近いだろう。愛くるしい顔立ちに黒髪を蝶ちようの羽のように丸く結わえ、あどけない笑みを浮かべている。しかしその立ち居振る舞いにはどこか老成された落ち着きさえ感じられた。

　その胸に煌きらめくのは、界龍ジエロン第七学院の校章『黄こう龍りゆう』。

「じゃが戯たわむれもそのあたりにしておくが良いぞ、小僧ども。でないと儂も混ざりたくなってしまうからのう」

　さも楽しそうに童女が言うと、金髪の青年は二度目のため息をついてその剣──聖せいガラードワース学がく園えんが誇る純星煌式武装オーガルクス《白濾の魔剣レイ＝グレムス》を引き、赤毛の青年は舌打ちをして口を噤つぐんだ。

「ふふ、公主の調停とあれば仕方がありませんね」

　クローディアが口元を押さえながら笑うと、金髪の青年は大げさに肩をすくめる。

　赤毛の青年は忌々しそうに眉まゆをひそめたが、両足を机に放り出すとその顔をクローディアへと向けた。

「そういやぁおもしれー噂うわさを小耳に挟んだんだがな、クローディア」

　まっすぐにクローディアを睨にらみつけるその瞳ひとみは、狂犬のような無差別の攻撃性を感じさせる。

「星せい導どう館かんとアルルカントが新型煌式武装ルークスの共同開発に合意したって話なんだが、これはどういうこった？」

「へぇ？」

「ほほう」

　金髪の青年と童女も興味深そうな顔でクローディアを見る。

「あら、さすがと言いましょうか……ずいぶん耳が早いですね」

「ってこたぁ、本当なんだな？」

「確信があったからこそ、ここで話題に出したのでしょう？」

　クローディアは目を細めて口元を押さえた。

　この赤毛の青年はこうして卓を囲む者たちの中で、最も抜け目がない。

　闘いの場でまみえるならば金髪の青年や童女のほうがはるかに手て強ごわいだろうが、こうした場において一番厄介な相手は間違いなく彼だった。

　なにしろレヴォルフ黒くろ学がく院いん史上初めて、《星脈世代ジエネステラ》ではない学生として生徒会長の座についたのだ。

　彼の武器は知略と策謀。力もカリスマも人望も品性も、およそ人の上に立つべき資質はなに一つ持たないが、人を使い操ることにかけては悪魔的な才を持つ青年。

　この世に存在するありとあらゆるものを──恐おそらくは自分自身をも嫌悪しきっている憎悪の権ごん化げ。

「ですが、その件はあくまで我が星導館学園とアルルカント・アカデミー間の話です。皆様には関係ないと思いますが」

「そうはいかねーよ、女め狐ぎつねめ。学園同士の密約は星武憲章違反だ。他の学園がそんな抜け駆けを黙って見てると思うのか？」

　赤毛の青年はぐるりと卓を見回した。

「まあ、確かに奇妙ではあるね。細かい条件がわからないからなんとも言えないけど、普通に考えればアルルカントにメリットがなさすぎる」

　金髪の青年は薄い笑みを浮かべたまま、小さくうなずく。

　煌式武装ルークスの技術に関してはアルルカントが頭一つどころか二つも三つも抜けている。

　他の学園の手を借りる意味がない。

「そもそもにおいて、学園として正規の煌式武装開発施設を備えているのはアルルカントだけじゃろ？　うちも含めて他の学園はすべて統とう合ごう企き業ぎよう財ざい体たいから提供された物を使っておるのじゃからな」

「ええ、ですから今回はうちの技術者がアルルカントに出向して、共同開発にあたることになります」

　これにはさすがに驚いたのか、一同が目を丸くした。

「おいおい、それじゃ共同開発どころかもはや一方的な技術提供じゃねーか」

「こういってはなんだけど、好きなだけ技術を盗んでくださいって言ってるようなものだね、それは」

「アルルカントも太っ腹じゃのう」

　それでもクローディアはあくまで笑顔を崩さない。

「これはぜひとも、もう片方のご当人に話をうかがいたいもんだな。それでいいのかい、アルルカントさんはよぉ？」

　全員の視線が、クローディアの正面に座っている学生に集まる。

　今まで一言も発言せずにただただ恐縮したように座っていた青年は、うろたえたように首を振った。

「いや、僕はなにも聞かされていないというか、承認サインをしただけでして、その、はい。細かいことはさっぱり……」

　中肉中背、目は細く黒髪で、見るからにぱっとしない風貌だ。気弱そうな眉まゆは八の字形に下がりっぱなしで、全体的に影が薄いというか存在感があまりない。

　とはいえその胸には叡えい智ちの象徴たるアルルカントの校章『昏こん梟きよう』が、しっかりと煌きらめいている。

「聞いていないって……本当かい？」

「はぁ……」

　細目の青年は困ったようにぽりぽりと頭をかく。

「いくらアルルカントといえども、それでは生徒会長としての立場があるまいに。大丈夫なのかえ？」

　六つの学園はそれぞれ個性的な特徴を持つが、中でもアルルカントは構造的に異質な部分が多い。学生は研究開発を専門に行う研究クラスと、その研究成果物を使って闘う実践クラスに分かれており、前者のほうがヒエラルキーの上位に立っているのだ。

　さらに研究クラスはそれぞれの分野ごとに派閥が分かれ、常に熾し烈れつな勢力争いを繰り広げていた。この勢力争いは、自分の派閥の成果物を使った実践クラスの学生が《星武祭フエスタ》においてどれだけの成績を残せたかによって大きく変動する。

　つまりアルルカントにおける最高権力は必然的に最大派閥のトップが握ることになるわけで、生徒会は派閥間の調整役程度としてしか機能していないのだという。

　ようは体のいいお飾りである。

「まあ、それはその……」

「皆さんなにか勘違いしてらっしゃるようですが、これは密約でもなんでもありません。我が星せい導どう館かん学がく園えんとアルルカント・アカデミーが取り交わした正式な提携です。いずれ内容の詳細も発表になるでしょう」

　見かねたクローディアがやんわりと助け舟を出すと、細目の青年はほっとしたように息を吐いた。

「あくまで対等の取引だってーのか？」

「もちろんです。我々はアルルカントの施設を借り受ける代わりに、研究開発費の七割を負担するのですから」

　と、そこへ童女が何気ない口調で入ってくる。

「そうそう、星導館といえば先頃なにやら学内で小さからぬ揉もめ事ごとがあったようじゃのう。わざわざ《影かげ星ぼし》まで動かしたようじゃが、もしかして今回の件となにか関係でもあるのかの？」

「さて、なんのことでしょう」

　顔色一つ変えずにけろりと答えるクローディア。

　だが、もちろん無関係なはずもない。

　今回の共同開発合意は、言ってしまえば先日の──サイラスが巻き起こした一件の落とし前だ。他学園の生徒を利用してその学園の生徒を襲わせるなど、それこそ明確な星武憲章違反である。公表すればアルルカントは処罰を免れないだろうし、学園の評判にも傷がつく。

　しかしそれでは星導館に旨うま味みがない。そこでクローディアはその一件を表沙汰にしない代わりに、アルルカントから実質的な技術提供という実益を引き出したのだ。

「ふん、腹黒女がいけしゃあしゃあと抜かしやがる」

　赤毛の青年はそれでもう興味は失せたとでもいうように、顔を背けた。

　レヴォルフにはアスタリスクの暗部に精通した悪名高い諜ちよう報ほう機関が存在し、彼らの情報収集能力は六学園随一だ。

　おそらくサイラスの一件についても、かなりのところまで把握しているに違いない。なにしろ最後の現場は彼らの庭である再開発エリアで起こったのだから。

　それなのに今のような牽けん制せいだけで矛を収めたのは、後々の取引材料として使うつもりなのか、それともなにか別のたくらみがあるのか……。

　油断のならない相手ではあったが、ここで藪を突くようなマネをするほどクローディアも浅はかではない。

「では、このお話はここまでということで」

　にっこりと微笑ほほえみ、その話題を打ち切る。

「ふむ……確かに発表内容を吟味してからでも遅くはないだろうね。うん、それじゃ改めて今日の案件だけど──」

　ところが金髪の青年が仕切りなおそうとしたところで、再び声が割って入った。

「あのぉ、すいません。ちょっといいでしょうか？」

「おや、今度はそちらか。なんだい？」

　おずおずと手を上げたのは、細目の青年だ。

「ええっとですね、実はその、急な話になりますが、今日の議題にあげさせていただきたい案件がありまして」

「ほうほう、なにごとじゃ？」

　一同の視線を受けて心なしか小さくなったように見える細目の青年は、しばらく周囲を見回してからおずおずと口を開いた。

「えー、皆さんにご提案させていただきたいのは、アスタリスクにおける人工知能の取り扱い及びその権利についてです」

「人工知能だと？」

　赤毛の青年が訝いぶかしそうに眉まゆをひそめる。

「ええ、はい。昨今落らく星せい工こう学がくの発展により人工知能の研究は大幅に進んでいます。遠からず、人間の自我に近いものを持った人工知能が誕生するであろうことは疑いの余地がありません。ですが、おそらくそういった存在に対する法整備はどこの国でもすぐには進まないでしょう。なにしろ僕たち《星脈世代ジエネステラ》ですらそうだったのですから。そこでですね、余計なしがらみのない我々が、まずモデルケースのような形で彼らを受け入れる態勢を作れればと……」

「それはつまり、自我といえるものを持ちえた機械を、アスタリスクの学生として受け入れるということかい？　人間と同様の権利を与えて？」

　どこか呆あきれたような顔で金髪の青年が言った。

「はい、できれば《星武祭フエスタ》にも参加を……」

「アホか。論外だ」

　赤毛の青年も白けた表情で切って捨てる。

「てめーのとこが機械を学生扱いするってのなら知ったこっちゃねーが、そいつらを《星武祭》に出そうってんなら話は別だぞ」

「そうですね。いくらなんでも無理がある提案だと思います。少し考えただけでも問題が多すぎですから。たとえば星武憲章ステラ・カルタの年齢規定はどうクリアするのでしょう？　十三歳から二十二歳までという制限にそのまま当てはめるならば、彼らが参戦する頃には旧式にもほどがあるようになってしまうのでは？」

「第一自我の有無はどうやって判定するんだい？　まずはその基準から整備しなければならないのじゃないかな。まあ、確かに将来的にはなんらかの規定が必要になるとは思うけどね」

「なんじゃ、ぬしらは皆反対か。つまらんのう」

　ぷくーっと頬ほおを膨らませた童女は、腕組みをして一同を見回した。

「あん？　界龍は賛成に回るってーのかよ？」

「無論じゃ。そのほうが面白そうじゃからの」

　この黄龍の総代は、とにかく自分の思うがままに行動する。

　学園の代表でありながら個人の意思を優先させ、自分の学園の利益は二の次なのだ。場が混乱し、状況が混沌とするのを楽しんでいるかのようなきらいさえあった。

　そんな彼女が生徒会長の座に立ち続けていられるのは、その圧倒的な戦闘能力があってこそと言われている。

　生徒会メンバーを選出する方法は学園ごとに異なるが──たとえば星せい導どう館かんでは選挙が行われるし、レヴォルフでは序列一位が生徒会長の指名権を持つ──界龍はシンプルな学内トーナメント方式を採用していた。

　立候補者の中で最も強い者が生徒会長となるのだ。

　それはつまり六学園中最大の規模を誇る界龍で、誰だれ一人彼女を止められるものがいないということを示していた。

　なんにせよ、星導館、ガラードワース、レヴォルフは反対。

　一方で界龍が賛成の意向を示したものの、提案したアルルカントを含めても、こちらは二票。

「クイーンヴェールの委任状は、多数派に一票。よって反対は計四票。否決ということになるね」

「そうですか……残念です」

　細目の青年はがくりと肩を落とした。

　しかし当然といえば当然の結果ではある。

　もし仮にこの提案が認められれば、最も有利になるのは考えるまでもなくアルルカントだ。そんな提案がなんの根回しもなしに通るわけがない。

　そもそも六りつ花か園えん会かい議ぎは最終的な決定権を持っているわけでもないのだ。

　六花園会議の上にはそれぞれの各統とう合ごう企き業ぎよう財ざい体たいから選出されたメンバーによって構成される運営委員会があり、仮にここを通ったとしても再度その場で審議される。運営委員会でも六花園会議の意向は尊重されるが、絶対ではない。この提案は間違いなくそこで否決されるだろう。

　──しかし。

「でしたら……自我のあるなしに拘わらず、それらはあくまで武器として扱う、ということでよろしいですね？」

　うつむきながら細目の青年がつぶやいたその言葉に、わずかに場の空気が張り詰めた。

「それは、どういうことかな？」

「だってそうでしょう？　学生としての権利は与えない、自我の有無に拘わらず機械とみなす──先ほど皆さんがそうおっしゃったじゃありませんか。それがたとえ人の形をしていたとしても機械は機械、つまり道具です。そして星武憲章ステラ・カルタには道具の……武器武装の使用に関して、形状でそれを制限するような項目はありません」

「……つまり自律型擬ぎ形けい体たいを武器として使おうってーのか？」

「ふむ。確かにそれを制限するような項目は星武憲章にもないのう」

　それは当然だ。人間が操作する戦闘用擬形体ならともかく、単純作業しかできないような自動制御の擬形体を舞台に上げたところで《星脈世代ジエネステラ》の相手にはなるはずもない。あっという間にスクラップだ。

　だが──もしも、その擬形体に人間と同じような判断力を持たせることができたとしたらどうだろうか？

「なるほど、つまりここからが本番というわけですね」

　クローディアはそう言って目を細めた。

　最初の提案は蹴られて当然。その上でここに誘導することが目的だったのだろう。

　どうやらこの青年も、ただのお飾りではないらしい。

「ふぅ……わかったよ、これは本腰を入れて話し合う必要がありそうだね」

　金髪の青年が三度目のため息混じりにそう言うと、細目の青年は恭しく頭を下げてそれに答えた。

「ありがとうございます。これで僕も怒られずに済みそうですよ」

　　　　　　　　＊

　肌を刺すような七月の日差しは、放課後になってもまるで衰える気配がない。

　綾あや斗とは薄く汗を滲にじませながら、木々の陰を縫うように中庭を駆け抜けていた。

「まずいなあ、これじゃちょっと間に合いそうにないぞ……」

　時間には特に厳しいユリスの、むっつりと怒った顔が目に浮かぶ。

　遅刻の原因は担任である匡きよう子こから雑用を押し付けられたことが原因なので、その事情を話せばわかってくれるとは思うのだが。

　ユリスとタッグパートナーを組み、《鳳凰星武祭フエニクス》へ出場登録を済ませてから二週間。

　綾斗とユリスは毎日のように訓練に励んでいた。

　なにしろ綾斗はタッグ戦など経験したことがないし、《星武祭フエスタ》のルールもまだほとんどわかっていない。覚えておかなければならないことは山ほどある。

　もっともタッグ戦の経験がないのはユリスも同じようで、そのあたりは二人とも手探りの状態だ。

《鳳凰星武祭》開催まで残り一ヶか月げつ。時間に余裕があるとは言い難がたい。

「せめて近距離での連係くらいはなんとか形にしないと、俺ごと焼かれかねな──」

　中庭を抜け、中等部校舎と大学部校舎を結んでいる渡り廊下を横切ろうとしたその時、綾斗はふいに人の気配を感じた。

　ちょうど死角になっていた柱の陰から、一人の女の子が唐突に現れたのだ。

　慌てて速度を緩めるが、とても間に合わない。

「──っ!?」

　一瞬遅れてその女の子も気が付いたようで、驚いた表情でこちらに視線を向ける。

　このままでは正面衝突は免れないだろう。

　切羽詰まった綾斗はかなり無む理り矢や理りに方向転換を試みた。

　キャパシティを超えたその行動に光の火花が飛び散り、電撃に似た痛みが身体からだ中じゆうに走ったが仕方ない。

　だが、これで回避できたと安あん堵どしたのもつかの間──なぜか身をかわしたその先に、女の子の顔があった。

「えっ？」

「きゃっ……！」

　さすがに今度は避けきれず、結局綾斗と女の子は真正面からどーんと派手にぶつかってしまった。

　幸いかなり減速していたので衝撃はそれほどでもなかったが、それでも相手は女の子だ。とっさに受身をとった綾斗はすぐに起き上がると、ぺたんと地面に座り込んでいるその子へ駆け寄った。

「キミ！　大丈夫？　怪け我がはない？」

「あ、はい……大丈夫、です」

　小さな声で答えた女の子は、恥ずかしそうに微笑ほほえみながら綾あや斗とを見上げる。

「本当にごめん！」

　綾斗は深々と頭を下げると、改めて少女を観察した。とりあえず傷らしきものはないのを確認し、ほっと胸を撫なで下おろす。

　──が、同時にもう一つ重大なことに気が付き、即座に目を逸そらした。

　女の子が膝を立てているせいか、思い切りスカートがめくれてしまっていたのだ。

　可愛かわいらしいデザインの下着がしっかりと目に焼き付き、自然と顔が赤くなる。

「はぅ……っ！」

　するとそれに気が付いたのか、女の子はわたわたと焦った様子でスカートを直し、縮こまるように両手でぎゅっと自分の体を抱きしめた。

　涙目で怯おびえるその様は小動物を思わせたが、今度はそれがかえって豊満な胸を強調してしまっていることに気がついていないらしい。

　これではますます目のやり場に困ってしまう。

　中等部の制服を着ているので、少なくとも綾斗よりは年下だろう。くりくりとした大きな瞳ひとみと、ツンとした鼻が可愛らしい。いかにも気弱そうな雰囲気を全身から発しているが、かなりの美少女だ。
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　銀色の髪を二つに結び、背中に流している。紗さ夜やもそうだが、《星脈世代ジエネステラ》には変わった髪の色の持ち主が少なくない。彼女もそうなのだろう。

　服の上からもわかるくらいにスタイルが良く、その細い腰に実剣を収めているらしき鞘さやが差してあった。

「その……と、とにかくごめんね。急いでるからって、不注意だったよ」

　綾あや斗とが視線を逸そらしたまま手を差し伸べると、女の子はしばらく戸惑うようにその手を見つめていたが、やがておずおずとそれを取った。

　立ち上がった女の子は取り繕うようにスカートの埃ほこりを払うと、ぺこりとお辞儀をする。

「い、いえ、わたしのほうこそごめんなさいです。音を立てずに歩く癖が抜けなくて。いつも伯父様に注意されるんですけど……」

　言われて、はっとした。

　確かに急いでいたし、注意が足りなかったかもしれないが、あの距離までまったく気配を感じ取れなかったことは今までに一度もない。

　いや、それだけではなかった。おそらくぶつかってしまったのは、お互いに身をかわそうとして、同じ方向へ動いてしまったためだろう。けれどもあのタイミングで、あの動きが可能ということは──。

「あ、あのぉ、なにか……？」

　いきなり黙り込んだ綾斗に、女の子は不思議そうに小首を傾かしげた。

「ああ、いや、なんでもないんだ……って、ちょっと待って。そこ、なにかついてるみたいだ」

　よく見ると女の子の綺き麗れいな銀髪に、小指ほどの枯れ枝が一本絡まっている。

「ふぇ……っ？　ど、どこですか？」

　綾斗が指摘すると女の子は慌てた様子で髪に手をやったが、自分からは見えないらしい。見当違いの場所ばかり探っている。

　おろおろとする女の子はなんだか妙に可愛かわいらしく、もうしばらく眺めていたいような気もしたが、そうもいかない。

「ほら、動かないで」

「え……」

　綾斗は苦笑しながら手を伸ばし、髪を傷めないようにそっと小枝を取り除く。

「あ……ありがとうです」

　女の子は今にも湯気を噴き出しそうなくらいに真っ赤になりながらお礼を言った。そしてもじもじと俯うつむいたまま、それきり黙ってしまう。

　時折チラッと視線を上げるが、綾斗と目があうとすぐにまた伏せてしまう。

「えーと……」

　どうしたものかと思っていると、ふいに中等部校舎のほうから大きな声が響いた。

「綺き凛りん！　そんなところでなにをやっている！」

「……は、はいっ！　ごめんなさいです、伯父様！　すぐに参ります！」

　女の子はビクリと身をすくませ、焦った様子で綾あや斗とにもう一度お辞儀をする。

「そ、それじゃ……！」

「ああ、うん」

　見れば中等部校舎の入り口に壮年の男性が立っていて、女の子は小走りでそちらに去っていった。

　かなり体格の良い男性だが、おそらく《星脈世代ジエネステラ》ではないのだろう。星辰力プラーナがまるで感じられない。伯父様と女の子は言っていたが、親族といえども学園の敷地には容易に立ち入ることはできないはずだから、学園の関係者なのかもしれない。

　漠然とそんなことを考えながら、はっと思い出してふと時間を確認する。

「あ……」

　案の定、約束の時間はとうに過ぎ去っていた。

　背中に冷たい汗が流れるのを感じつつ、急いで駆け出そうとしたその時、ポケットの携帯端末が着信を知らせる。

　嫌な予感……というよりも半ば確信を持って空間ウィンドウを開くと、もちろんそこにはユリス＝アレクシア・フォン・リースフェルトの不機嫌そうな顔がこちらを睨にらんでいた。


第二章　昏こん梟きようの暗躍

「咲き誇れ──赤円の灼斬花リビングストンデイジー！」

　凜りんとした声がトレーニングルームに響くと同時に、ユリスの周囲から紅ぐ蓮れんの炎ほのおが吹き上がる。

　それは竜巻のように渦を巻きながら、見る間に空中で円盤状へと形を変えた。その数、十数個。炎の刃を激しく回転させるそれは、まさしく灼しやく熱ねつの戦輪チヤクラムだ。

「行け！」

　火の粉を撒まき散ちらしながら襲い来る無数の戦輪を、綾あや斗とは半身に剣を構えて待ち受ける。

　漆黒の紋様を刀身にまとった巨大な片刃の剣が、先陣を切って飛び込んできた戦輪を目にも留まらぬ速さで両断した。中央から真っ二つに分かたれた戦輪は、蝋ろう燭そくの火が風に消えるかのように虚空へ沈む。

　が、その間に綾斗の両側面に回り込んだ戦輪が左右から同時に飛びかかってきた。

　完璧に統制されたその動きに綾斗は内心で舌を巻きつつ、大きく後ろに飛んでそれをかわす。

　しかしそれを読んでいたかのように、綾斗の頭上からものすごい勢いで戦輪が降ってきた。しかもわずかにタイミングをずらして正面から三つ、さらにその後ろにも三つの戦輪が迫ってくる。時間差を付けての多重攻撃だ。

　三次元機動する物体を十数個同時にコントロールするだけでも至難の技だというのに、ここまで見事に操りきるユリスの腕前はやはり生中ではない。よほど空間把握能力に優れていなければこうはいかないはずだ。

　綾斗は頭上からの攻撃を身をひねってよけると、そのまま身体からだを回転させて正面から襲いかかってくる戦輪に大剣を振るった。

　ただし断ち切るのではなく、剣の腹で払はらい除のけるように横へ薙なぐ。

　と、弾はじかれた戦輪同士が空中でぶつかり合い、文字通りの火花を上げて軌道を変えた。

　掠かすめるように通り過ぎていった戦輪がトレーニングウェアを切り裂き、わずかに焦げたような臭いを残したが──それだけだ。

「ふぅ……」

　綾斗は大きく息を吐くと、改めて大剣──《黒炉の魔剣セル＝ベレスタ》を構えなおした。

「まったく、いつもながらしれっとした顔でふざけた芸当をしてくれる」

　一方のユリスはどこか呆あきれた顔でそんな綾斗を睨にらんでいる。

「こうなると次はどんな手でかわしてくれるものか、興味が湧わいてくるな」

　確かにユリスの周囲にはまだ十個以上、焔ほのおの戦輪が渦を巻いていた。

「いやあ、ユリスの御眼鏡にかなうようなものはもうないと思うよ」

「ほう、ではどうする？」

　言いながら、ユリスは抜け目なく戦輪チヤクラムを立体的に展開させていく。

　その光景は緻密な布陣を敷くようでありながら、花畑を思わせる美しさがあった。

「そうだね──こういうのはどうかな？」

　綾あや斗とは言うが早いか、ユリス目掛けて一気に駆け出した。

　上半身を低く屈かがめながら、そのまま猛然と焔ほのおの花畑へと突っ込んでいく。

「なにっ!?」

　意表を突かれたのか、ユリスの対応が一瞬遅れる。

　慌てた様子で配置した戦輪を動かすが、明らかに綾斗の速度に付いていけていない。

　綾斗は舞うように戦輪を潜くぐり抜ぬけながら、間合いを詰め──はっと気がついた。

　ユリスがほくそ笑んでいることに。

「掛かったな──綻ほころべ、栄裂の炎爪華グロリオーサ！」

　途端に綾斗の足元へ魔法陣が浮かび上がり、その行く手を遮るように炎ほのおの柱が立ち上った。前後左右に全部で五本。まるで鋭い爪を持つ巨大な怪物の手の中に囚とらわれてしまったかのようだ。

（設置型の能力か！）

《魔女ストレガ》や《魔術師ダンテ》の能力には、ある一定条件を満たすまで発動しないものがある。そうした能力は主に罠わなとして使われるケースが多いのだという──たとえば、このように。

「ふふん、今回こそは勝たせてもらうぞ」

　勝ち誇ったユリスの声が炎の向こうから聞こえてくるが、その表情は見えない。

　炎の柱はその爪先を綾斗へ向けると、握りつぶすように襲い掛かってきた。

　それでも綾斗は焦ることなく、瞬時に呼吸を整えた。

「天あま霧ぎり辰しん明めい流りゆう剣術中伝──十毘薊とびあざみ！」

　大剣を右手一本に持ち替え、大きく体をひねり回転するように薙なぎ払はらう。

　さらに振り切った右手から左逆手に剣を持ち替え、もう一回転。

　綾斗を取り囲む炎の柱に二条の剣閃が走り、次の瞬間には五本全てが掻かき消きえていた。

「な……」

　肌を炙あぶる炎の残ざん滓しも厭いとわず、綾斗が一瞬で間合いを詰める。

　呆ぼう然ぜんと立ち尽くすユリスの胸元に綾斗が剣を突きつけるのと、トレーニングルームに甲高いアラームが響き渡るのはほぼ同時だった。

　　　　　　　　＊

「むうぅ、今日こそはと思ったのだが……」

　腕組みをしたユリスが、ぷくーっと頬ほおを膨らませたまま不機嫌そうに言った。

　ひんやりと冷たい床に座り込んだ綾あや斗とは、小さく苦笑を浮かべてそんなユリスを見上げている。

　ここはユリス専用のトレーニングルームなので、二人の他には誰だれもいない。天井は高く、ちょっとした体育館くらいの広さがあるが、もちろん誰にでもこんな空間が与えられるというわけではない。これも《冒頭の十二人ページ・ワン》の持つ特権の一つだ。

「こうまで勝てないと、さすがに自信をなくしてしまうな」

「いや、ユリスは十分強いと思うけど？」

「お世辞なら結構だ。結局今日だって一本も取れていないではないか」

　ユリスはふくれっ面のままギロリと鋭い視線だけを綾斗へ向けた。

「お世辞じゃないって。正直、最後のは危なかったよ」

　設置型能力の発動場所まで完璧に誘導されてしまったわけで、言い逃れできない失態だ。それこそ使っていた武器が《黒炉の魔剣セル＝ベレスタ》でなかったならば、かなり際どいことになっていただろう。

　そもそもユリスは非常に学習能力が高い。

　こうして二人でトレーニングを始めた当初はほとんど綾斗の動きについてこれなかったのに、今ではこちらの動きを制限するよう巧みに能力を使って対応してくる。無論、間合いに入ってしまえば綾斗の敵ではないのだが、この分ではそれもどんどんと難しくなっていきそうだ。

「それにしてもユリスは本当に技が多いよね。さっきのやつも、また見たことがないやつだったし」

「う、うむ。まあそのあたりは私も自負するところではあるが……」

　するとユリスは少しだけ表情を緩めてうなずいた。

　実際、ユリスの技の多彩さは並大抵ではない。綾斗が目にしたものだけでも十数種類、その内容も攻撃から防御、補助に至るまで多岐にわたっている。それはユリスが自分の能力を完全にコントロールしている証拠でもあった。

「とはいえ、このくらいできねば《星武祭フエスタ》を勝ち抜くことは不可能だ。そうだな──たとえば綾斗、《星武祭》において《魔女ストレガ》や《魔術師ダンテ》といった能力者とそれ以外では、どちらの勝率が高いと思う？」

「え？　そりゃあ能力者でしょ？」

《魔女》や《魔術師》にデメリットはほとんどない。唯一、能力の発動に星辰力プラーナを割かなければならないのがネックだが、それでも無能力者に比べれば圧倒的に優位なのは間違いないはずだ。

　しかしユリスはゆっくりと首を横に振った。

「確かに《魔女ストレガ》や《魔術師ダンテ》の勝率は高い──その戦績の初期に限っては、な」

　そう言うユリスの顏には複雑な表情が浮かんでいる。

「だがある程度闘いを重ねてくると、大抵の能力者は負けが込んでくる。能力が明かされ、その情報が普及し、対処されてしまうからだ。その枠に当てはまらないような規格外の連中もいるにはいるが、トータルで見ればほぼ五分と五分といったところだろう」

「対処？」

「ここの連中とて馬ば鹿かではない。もし私と闘うことがわかっていれば、少なくとも炎ほのおに対してなにかしらの対策を考えるだろう。サイラスのようにな」

　綾あや斗とは先日剣を交えた少年のことを思い出した。

　彼はユリスの相手をする際、耐熱処理を施した人形を用意していたのだという。

「なるほど。つまり《魔女》や《魔術師》は手の内が読まれやすいってことか」

「うむ。能力は偏れば偏るほど強力になるが、その反面汎用性を失う。初見の相手ならば楽に下せようが、ここでの闘いは一度勝てば良いというものではない。勝ち続けることが求められるのだからな。序列上位を維持する能力者は、そのあたりをよく理解している」

　ユリスはさらりと言ってのけたが、このアスタリスクで勝ち続けるというのはとんでもなく難しいことだと綾斗にだってわかる。

「幸いにも私の能力は工夫次第で幅を広げることが可能だった。ならばそれを最大限利用しない手はない。それだけのことだ」

「でも手の内がばれると不利っていうのは、なにも《魔女》や《魔術師》に限ったことじゃないよね？」

「まあ、それはそうだな。能力者はそれが顕けん著ちよに現れるというだけで──ああ、それでどうだ？　体のほうは、なにか問題はないか？」

　と、ふいにユリスが綾斗の顔を覗のぞき込こんできた。

　何気ない仕草ではあったが、端整な顔が思いのほか間近に迫り、思わず頬ほおが赤くなる。

「っ！」

　するとユリスもそれに気が付いたのか、慌てて姿勢を戻した。綾斗と同じように赤面し、微妙に視線を逸そらしてしまう。

「あー……うん、まあ、特に問題ないかな。普通に動く分には十分いけると思う」

　綾斗は少し後ずさってから立ち上がり、妙な空気と埃ほこりを同時に払うようにぱんぱんとズボンを叩たたいた。

「そ、そうか。ならいい。うん」

　ユリスはどこかわざとらしくうなずくと、こほんと咳せき払ばらいをしてみせる。

「で……やはり三分が一つの壁か」

「みたいだね。これじゃ足りないかな？」

「正直、厳しいところではあるな」

　ユリスは難しい表情で言った。

　先ほどまで綾あや斗ととユリスが闘っていたのは、ただの訓練ではない。

　綾斗が全力を出せる時間と、その反動を計っていたのだ。

　綾斗は姉によってその力を封じられているが、一時的にであれば自らの意思でそれを解放することができる。もっとも、それはできて数分。しかもその後は反動として体を動かすこともできないような苦痛が襲ってくるなど、制限が多い。

　三分という時間は、その反動が極力少なくてすむギリギリのラインだった。

「一応、これなら普通に闘うくらいはできると思うけど」

「闘えると言われても、その状態のおまえではな……いや、倒れられるよりはましだが」

　封印された状態の綾斗の力は、アスタリスク全体で見ればせいぜい中の下くらいなものだろう。

　全力状態を五分以上持たせることも可能だが、その場合反動で丸一日はほとんど行動不能に近い状態になってしまう。いくらなんでもそれはあまりにもリスクが高い。

　ユリスはしばらく俯うつむいて考え込んでいたが、やがてゆっくりと視線を上げた。

「確認だが、その状態でもう一度封印を破ることはできないのだな？」

「無理だってば。最低でも数時間は休ませてもらわないと」

　余力はあるとはいえ、封印を破ることそれ自体がとてつもない体力を必要とするのだ。

「一瞬だけっていうのなら、そりゃなんとかできなくもないけど……」

　以前ユリスとの決闘の最中に見せたように、ほんの一瞬だけ全力を出すのならばそれほど大きな負荷はかからない。あれは封印を破るというより、鉄格子の隙間からこっそりと手だけを外に出すようなものだ。

　それとて、あまり続けてできることではないのだが。

「あれは緊急回避か、せいぜいが不意打ちに使えるくらいだろう。ないよりはマシといった程度だな」

「まあ、そうだね」

　そういえばさっきもまさに緊急回避的に使ったところだった。

　渡り廊下でぶつかりそうになった銀色の髪をした少女と、その小動物めいた仕草を思い出して小さく苦笑する。

「とはいえ、ないものねだりをしても仕方ない。おまえが全力を出せる時間は三分と考えて作戦を練ろう」

「うん。俺もそれが現実的だと思う」

「三分あればそれなりの相手まではどうにかできよう。少なくとも私と同レベルの連中までならさほど問題になるまい……悔しいが、これは実証済みだからな。しかしそれより上の相手となると難しいぞ」

「ユリスよりも強い学生がそんなにいるのかい？」

　綾あや斗とが素直にそう言うと、ユリスは目を見開いた。

「……おまえ、それを本気で言って──いや、いい。私もようやくおまえのことがわかってきたところだ」

「はぁ」

「綾斗、おまえが私を評価してくれるのは嬉うれしいが、私より強い学生などこのアスタリスクにはいくらでも……とは言わないまでも、ある程度の人数はいる。少なく見積もっても両手両足の指では数え切れないくらいはいるだろうな」

「そんなに？」

　ユリスは強い。先日はサイラスを相手に遅れをとったようだが、あれはほとんど罠わなにはめられたようなものだ。真っ当な実力だけを比べれば、サイラスなど相手にならないはずだと綾斗は思っている。

　無論、そうした状況を作り上げることも含めての実力だと言われればそれも一理あるのだが。

「有名なところを挙げればガラードワースの生徒会長は剣士として最高峰と言われている。私も試合を見たことがあるが、少なくとも全力状態のおまえと同格以上なのは間違いない。界龍の生徒会長もとんでもない化け物と聞くが、まあ彼女はまだ《星武祭フエスタ》に出場できる年齢に達していないので、そうそうまみえることはなかろうな」

「へぇ、ガラードワースと界龍の生徒会長か……」

　クローディアもそうだけど、やっぱり各学園の生徒会長は強者揃ぞろいのようだ。

「あー、そういえば俺も一人だけすごい人を知ってるかな。去年、ニュースとかでも連日取り上げられていたからね。《王竜星武祭リンドブルス》を連覇したっていうレヴォルフの、ええっと確か……」

　綾斗は《星武祭》にほとんど興味がなかったが、それでも目に入ってきてしまうくらいの過熱報道っぷりだったのだ。史上二人目の《王竜星武祭》連覇者にして、前人未到の三連覇すらほぼ確実と評されている少女。

「──《孤毒の魔女エレンシユキーガル》、オーフェリア」

　ぼそりと、感情を押し殺したような低い声でユリスがつぶやく。

「ああ、そうそう！」

　綾斗はぽんと手を打ったが、そこでユリスの様子がおかしいことに気がついた。

　怒っているような、悲しんでいるような、様々な感情が入り混じった表情で俯うつむいている。

「ユリス……？」

　おずおずと綾あや斗とが声をかけると、ユリスははっと顏を上げた。

「あ、ああ、すまない。少し考え込んでしまった」

　ごまかすようにそう言うと、ユリスは人差し指を立てて胸を張る。

「そ、それでだな、アスタリスクには学生以外の実力者も多いのだぞ？　例えば警備隊の隊長はアスタリスク史上最強との呼び声が高い《魔女ストレガ》だし、我々のクラス担任である谷や津つ崎ざき女史も私などより遥はるかに強いだろう」

「谷津崎先生が？」

「あの人はああ見えてレヴォルフで唯一《獅鷲星武祭グリプス》を制したことがあるチームのリーダーだ。なぜ星せい導どう館かんで教師をしているのかはわからんがな」

　綾斗は目付きと態度と口の悪い担任を思い返した。

　言われてみれば普段の身のこなしにも隙がなかったように思えるし、騒いだりふざけたりしている生徒には容赦なく鉄拳制裁を下している。

　アスタリスクの学生相手にそんなマネができるのは、同じ《星脈世代ジエネステラ》で且つかなりの実力者でなければ不可能だろう。

「さて。だが今挙げたような連中よりも、おまえが有利な点が一つある。なんだかわかるか？」

「え……？　いや、全然」

「それはおまえの実力がまだ広まっていないことだ。サイラスとの一件は公おおやけになっていないし、あれを目撃した者もいない」

　なるほど。得心した。

「そこでさっきの話に繋つながるわけだね？」

「うむ」

　ユリスの言葉を借りるなら、まだ綾斗は「手の内がバレていない」というわけだ。

「学有純星煌式武装オーガルクスの貸与情報だけはオープンになっているので、その点については警戒されるだろうが……あれはまあわかっていてもどうしようもないからな」

　ユリスは準備状態に戻っている《黒炉の魔剣セル＝ベレスタ》に視線をやると、小さくため息をついた。

「本当なら今の状態でもそいつが使えれば良いのだが……」

「あはは……こればっかりはどうにも、ね」

　どうやら《黒炉の魔剣》は全力を発揮した状態の綾斗でないと、使い手として認めてくれないらしい。今の綾斗が使っても、準備状態のままうんともすんとも言わないのだ。

「ところでおまえの姉がそれの使い手だったというのは本当なのか？」

「たぶんそうじゃないかってだけだけどね」

「ふむ……だとしたら、なかなかのレアケースだな」

「ああ、それは俺もそう思うよ。まさか姉弟で同じ純星煌式武装を使うだなんて……」

「いや、そうではない」

　ユリスはゆっくりと首を振った。

「おまえの姉は《魔女ストレガ》だったのだろう？　本来、純星煌式武装オーガルクスというやつは《魔術師ダンテ》や《魔女》などの能力者とは極めて相性が悪いのだ」

「へぇ、そうなんだ？」

「うむ。万応素マナへの干渉過程でウルム＝マナダイトと反発しあってしまうらしい。アスタリスクの歴史でも、能力者で且つ純星煌式武装の使い手となった者は、おそらく十人といないはずだ」

「純星煌式武装に嫌われやすいってことかな？」

　純星煌式武装には意思があり、自ら使い手を選ぶ。

　それは綾あや斗ともすでに実体験を通して痛感している。

「理屈はまだ明らかになっていないようだが、意外とそんなところかもしれんな」

　ユリスは苦笑して肩を竦すくめた。

「ああ、話が逸それたな。とにかく、そんなわけだから《鳳凰星武祭フエニクス》まであと一ヶか月げつ、無駄な決闘などして手の内を晒さらすのではないぞ。わかったな？」

「了解」

　その返事にユリスは満足そうにうなずくと、腰のホルダーから細剣型の煌式武装ルークスを取り出してくるりと回した。

「よし、それでは訓練再開だ。せめて上位陣以外は封印状態のまま切り抜けられるようにしておきたいからな。そのためにはもう少し連係を詰めておかないと、相手と一緒におまえを焼き上げかねん」

「……うん、それは困る」

　すごく困る。

「本来なら模擬戦形式で練習相手を置いたほうが良いのだが、さすがにこればかりはどうにもならんか……」

「ん？　なんだ、それならクラスの誰だれか誘ってみればいいのに」

　そう言うと、ユリスはむすっとした顔で綾斗を睨にらんだ。

「──意地悪だな、おまえは。私はここに友人がいないと知っているだろうに」

「あ、いや、俺はそんなつもりじゃ──」

「第一、さっき言ったことをもう忘れたのか。いくらクラスメイトとはいえ、訓練に参加させるということは手の内を明かさねばならなくなるということだぞ。大体おまえは──」

　と、ユリスのお説教が始まりそうになったところで、鈴を転がしたような音が響いた。

　それから少し遅れて、空間ウィンドウが展開する。

『来訪者です。取り次ぎますか？』

　滑らかな機械音声がそう告げ、ユリスと綾あや斗とは思わず顔を見合わせた。

　　　　　　　　＊

「ほほう、これはまた意外な組み合わせの来客だな」

　ユリスはそう言いつつもどこか面白がっているような顔で、トレーニングルームの入口に立つ二人を見た。

　一人は二メートル近い長身の青年。もう一人は対照的に小学生と間違われかねない低身長の少女だ。

　二人はどちらもムスッとした表情で、そんなユリスを睨にらんでいる。

「紗さ夜やに……レスター？　どうして二人がここに？」

　綾斗の言葉にその少女──沙さ々さ宮みや紗夜はずいっと一歩前に出ると、ユリスに向かって人差し指を突きつけた。

「ずるい」

「は？」

　唐突にそんなことを言われたユリスは、ぽかんとしたまま目をぱちくりとさせる。

「ずるいって……いったいなにがだ？」
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「ここのところリースフェルトは綾あや斗とを独り占めしすぎ。これは明らかに私的独占の禁止及び公正取引の確保に関する法律違反。改善を要求する」

「……こいつの扱いが独占禁止法に抵触するとは知らなかったな」

　ユリスが呆あきれたように言ったが、紗さ夜やはほとんど表情を変えずにさらに一歩前に出た。

「とぼけてもダメ。ネタは上がってる。ここしばらく綾斗とリースフェルトが放課後二人っきりで密室にこもって人に言えないような行為に耽ふけっていたことはすっかり調べがついている」

「ひ、人聞きの悪いことを言うな！　私たちは《鳳凰星武祭フエニクス》に向けて訓練を積んでいただけだ！　というより誰だれから聞いたそんな与よ太た話！」

「情報源は秘密……情報通のＥ・Ｙ氏からとだけ言っておこう」

「おのれ夜や吹ぶき！」

　バレバレすぎる。

「大体リースフェルトは普段から綾斗に引っ付きすぎ。この前だって昼食で偶然席が一緒になったふうを装ってたけど、不自然極まりない」

「なっ！　あ、あれは本当に偶然に……！」

「偶然は五日も連続で続かない。さすがに無理がある」

「ぐぬっ……な、ならば私からも言わせてもらうがな、沙さ々さ宮みやだって幼おさな馴な染じみだからと言って──」

　紗夜とユリスは額をぶつけるようにして口争いを始める。

「はぁ……向こうはとりあえず放っておくとして」

　綾斗は大きなため息をつくと、そのまま苦笑を作って青年──レスター・マクフェイルに向き直った。

「おめでとう、レスター。退院したんだね」

「……まあな、あれくらいの傷、どうってことねぇよ」

　レスターはどこか居心地悪そうに眉まゆ根ねを寄せていたが、それでもぶっきらぼうにそう答えた。

　先日の一件で治療院へ入院したとは聞いていたが、それほど重傷というわけでもなかったらしい。もしくはレスターの回復力が物もの凄すごいのか。

「で、今日はどうしたのさ？　それも紗夜と一緒だなんて」

「このちんちくりんは途中で拾っただけだ。なんか知らねぇが道に迷ってたみたいだし、どうせ行く場所が同じだったからな。まあ、ついでだ」

　と、耳ざとくそれを聞きつけたのか、ユリスと言い合っていた紗夜がふいにこちらへ顔を向ける。

「誰がちんちくりんか。でも連れてきてもらって助かった。ありがとう」

　そのままペコリと頭を下げた紗さ夜やは、しかしすぐに再びユリスに向き直って不毛な言い争いへと戻っていった。

　相変わらずのマイペースっぷりだ。

　そもそもこのトレーニングルームは公式序列戦などが行われる総合アリーナにあり、校舎からはほぼ一本道。迷う要素はないはずなのだが、そこはそれ、さすがは紗夜と言うべきなのだろう。

「えーと……それはいいんだけど、行く場所が同じだったってことはレスターも俺たちになにか用が？」

　するとレスターは眉み間けんの皺しわを一層深めて視線を逸そらす。

「あー……なんだ、その、サイラスの件なんだが……一応、アレだ。まあ、結果的にとはいえ──助けてもらったことには違いねぇようだから、な。その、礼っつーか、ケジメっつーか、まあ、それをだな……」

　レスターはそこまで言って、顔を逸らしたまま小さく頭を下げた。

「と、とにかく世話になった！　それだけだ！　邪魔したな！」

「わっ！　ちょ、ちょっと待ってよレスター！」

　言うだけ言ってさっさと帰ろうとするレスターを慌てて引き止める。

　どうやらかなり不器用ながらも、先日のお礼を言いにきてくれたらしい。こういうところは少しユリスに似ている。

　なんにせよ、あれだけ険悪だったレスターとせっかく和解できそうなのにここで逃す手はない。

　と、そこで名案が思い浮かんだ。

「そうだ！　ちょうどタッグ戦の訓練相手を探していたところだったんだ。レスター、良かったら、手伝ってくれないかな？　紗夜も一緒に」

「訓練相手だと？」

「う？」

　レスターと紗夜、ユリスの三人が揃そろって綾あや斗とを見る。

「こ、こら綾斗！　なにを勝手に……！」

「だって訓練相手が必要なのは本当じゃないか。それにこの二人なら事情を説明したって問題ないでしょ？」

　レスターは事件の関係者としてある程度まで綾斗の事情を聞いているし、紗夜はそもそもの綾斗の実力を知っている。

「そ、それはそうだが……」

「どうかな、二人とも？　引き受けてくれると助かるんだけど」

　やや強引にユリスの了承を取ったことにして再度二人に尋ねてみると、紗夜はあっさりとうなずいてくれた。

「私は別に構わない」

　必然、残ったレスターに視線が集まる。

　レスターは面食らったような表情を浮かべたが、やがてぽりぽりと頬ほおを掻かきながらぼそっと答えた。

「……し、仕方ねぇな」

　　　　　　　　＊

「そうか、ハル姉が綾あや斗との力を……」

　ウォーミングアップをしている間に綾斗が経緯を説明すると、紗さ夜やは心なしかいつもより神妙な顔で息を吐いた。

「ぶいぶい言わせていた子どもの頃と違って、今の綾斗はずいぶんと大人しくなったと思っていたら、そんな理由があったか。なるほど納得」

「……いや、別に昔だってそんなやんちゃしてたわけじゃないよね、俺」

「だがハル姉はなんの理由もなしにこんなことをする人じゃない。なにかわけがあったのだと思う」

　そう言う紗夜の瞳ひとみは真剣だった。それがとても嬉うれしい。

「うん、ありがとう紗夜」

「それに綾斗の格好よさはちっとも損なわれてない。大丈夫。安心していい」

「あはは……そりゃどうも」

　腕に抱きついてくる紗夜の感触がとても懐かしく、けれど当時はほとんど変わらなかったはずの身長の差が意識されて、ちょっとドキドキしてしまう。

「こほん！」

　と、そこで割って入ってきたのはユリスだ。

「そろそろ始めたいのだが……」

「ああ、うん。ごめん」

　ユリスはなんだか微妙に機嫌が悪そうだった。

「とりあえずそちらも急造のタッグなわけだから無理は言わん。幸いどちらも前衛と後衛にはっきり分かれていることだし、まずはサポートの練習だな。前衛同士が近接戦闘に入ったところで、後衛同士はお互いを牽けん制せいしつつ、前衛のサポートをする。いいな？」

「……了解」

　ユリスと紗夜がバチバチと火花を散らす。

「二人とも気合が入ってるなあ」

　その迫力に感じ入っていると、すでにヴァルディッシュ＝レオを起動させたレスターが綾あや斗とに声を掛けてきた。

「小娘どもの心配もいいけどよ、てめぇのほうは大丈夫なのか？」

「え？」

「さっきの話を聞く限りじゃ、今日のところはもう全力は出せないってことだろ？」

「まあ、そうなるね」

「悪いがオレは手加減しねぇぞ」

　ニヤリと笑うレスターの口調には、まだ若干含むようなところがあって思わず冷や汗が流れる。

「……お手柔らかに頼むよ」

　それ以外に返す言葉が思い浮かばず、綾斗もブレード型の煌式武装ルークスを起動させた。

　試合開始のブザーが鳴り響くと同時に、レスターが綾斗に向かって猛然と突っ込んでくる。以前に見た試合内容から予想はしていたものの、実際に向かい合ってみるとその圧力は並大抵ではない。

「行くぜぇ！」

　気合と共に薙ないできた戦せん斧ぷの一撃を、綾斗はその剣で受け──大きく後ろに吹き飛ばされた。

　とんでもない膂りよ力りよくだ。

　流星闘技メテオアーツでも使えばまだ対抗できるかもしれないが、生憎と綾斗は流星闘技が使えない。

「まだまだぁ！」

　なんとか踏ん張って体勢を整えようとしたところへ、そんな時間は与えないとでもいうように第二撃が迫る。

　頭上から大きく振り下ろされた光の刃を紙一重でかわすと、綾斗はその隙をついて懐へと潜り込んだ。ヴァルディッシュ＝レオのような長柄の武器に対する定石ではあるが、さすがにレスターも予想していたのか、攻撃の勢いもそのままに肩からぶつかるようにしてそれを阻む。

「くっ！」

　綾斗とレスターの体格差では無理もきかず、仕方なく距離を取れば、そこへさらに三撃目が襲い掛かってきた。

「どうしたどうした！　その程度かよ！」

　このままでは一方的に押し切られる──。

　綾斗がそう思った瞬間、レスターとの間に複数の火球が割って入った。

「ちっ！　いいところで！」

　ユリスの技……確か九輪の舞焔花プリムローズだったか。

　巨大な蛍火のように宙を舞う火球が、まとわり付くようにしてレスターを牽けん制せいしている。

「ふぅ……助かったよ、ユリス」

　こうしてみると、なるほどレスターがユリスを苦手にしていたのがよくわかる。

　ユリスの能力は相手の間合いなどお構いなしに攻撃を仕掛けることができる上、ヴァルディッシュ＝レオのような小回りが利かない武器だと対応が難しいのだろう。

「くそっ！　相変わらずちょこまかと……！　おい、ちんちくりん！　てめぇもちゃんと仕事しやが……」

　苛いら立だたしげにそう言いかけたレスターが、背後の紗さ夜やへと視線をやってそのまま固まった。

　いや、レスターだけではない。

　ユリスも、綾あや斗とも思わずあんぐりと口を開けてしまう。

「……仕事なら今からやる」

　紗夜が構えていた銃──というよりも砲といったほうが近い──が、あまりにも巨大だったからだ。

　その砲身は優に二メートルを超えているだろう。

　複数の空間ウィンドウが周囲に展開し、流星闘技メテオアーツを思わせる煌こう々こうとした光がコアから放たれていた。

「三十九式煌型光線砲レーザーカノンウォルフドーラ──掃射」

　緊張感のない声で紗夜がそうつぶやいた途端、低い唸うなりを上げて光の奔ほん流りゆうが迸ほとばしる。

「ちょっ、待て！」

　うろたえたようなレスターの声を聞きつつ、綾斗は身を伏せた。

　その頭上を極太の光の柱が横切っていく。

　床に伏せつつ目をやれば、ユリスとレスターも同じ体勢で床に伏せていた。なんとか間に合ったらしい。

　やがてその光の柱は綾斗たちの方向を扇形に掃射した後、ゆっくりと溶けるように消えていった。

　恐おそる恐おそる振り返ってみれば、直撃を受けた壁には青虫が食べたような巨大な穴が開いている。アスタリスクの建造物──ことにこういった総合アリーナの壁はかなり頑丈な強化処理が施されているはずなのだが、それをものともしない破壊力だった。

「や……やりすぎだ、馬ば鹿か！　オレごと吹き飛ばすつもりか！」

　いち早く我に返ったのはレスターだ。がばっと立ち上がると、青筋を立てて紗夜へ詰め寄っていく。

「かわせないほうが悪い。昔の綾斗ならあれくらい余裕だった」

　しかし紗さ夜やには悪びれるそぶりもない。

　あっけらかんとした態度で、むしろなんで怒られているのかわからないといった感じだ。

「沙さ々さ宮みや、おまえな……」

　ユリスにいたっては怒る気力もないらしい。

　がっくりと俯うつむいて額を押さえている。

「──あらあら、これはまた派手に壊してくれたものですね」

　そこへ穴の向こうから、聞き覚えのあるゆったりした声が響いてきた。

　　　　　　　　＊

　壁の穴からひょこりと顏を覗のぞかせたのは、案の定この星せい導どう館かん学がく園えんの生徒会長であるクローディアだった。

「このトレーニングルームはあなた方《冒頭の十二人ページ・ワン》に貸し出しているだけで、学園の設備であることはお忘れなく」

「……わかっている。これはあくまで訓練中に起きた不慮の事故だ。なにも好き好んで壊したわけではない」

「なら、結構」

　クローディアは優しく微笑ほほえむと、鷹おう揚ようにうなずいた。

　すると。

「いやー、でもでもびっくりしたよねえ、カミラ。まさかいきなり壁が吹っ飛ぶなんてさー。変わってるって意味じゃうちも相当なもんだと思ってたけど、やっぱり他所は他所で面白いわねー」

「ああ、もう、あまりはしゃぐんじゃない、エルネスタ。頼むからこれ以上面倒をかけないでくれないか」

　壁の穴越しに、クローディアの背後から見慣れない顏の女性が二人現れた。

　いや、見慣れないのは顏だけではない。それだけなら綾あや斗とはまだ転入してから一ヶか月げつも経たっていないのだから、いくらでもいるだろう。

　見慣れないのは、その二人が身に着けている制服だ。

「──これはどういうことだ、クローディア？」

　そう言うユリスの声は冷たく低い。見ればユリスだけではなく、レスターも鋭い目つきで身構えている。だがクローディアはそんな剣けん呑のんさなどまるで感じていないかのように、ぽんと手を打った。

「ああ、ご紹介しておかなければなりませんね。こちらはアルルカント・アカデミーのカミラ・パレートさんとエルネスタ・キューネさんです」

「アルルカントの……？」

　なるほど、それならユリスやレスターの態度にも合点がいく。

　アルルカントは先日の事件の背後で糸を引いていたと目される学園だ。直接的な被害を受けている二人には、まさしく仇きゆう敵てきといっても過言ではないだろう。

　クローディアたちはほとんど用をなしていない入口へ回り、改めて中へと入ってきた。

「今度我が学園とアルルカントが共同で新型の煌式武装ルークスを開発することになりまして。こちらのパレートさんはその計画プロジエクトの代表責任者なのですよ。今日はその正式な契約を取り結ぶために、わざわざ当学園までいらしてくださったのです」

「──どうも」

　褐色の肌をした女性が、申し訳程度に頭を下げる。

　綾あや斗とよりは少し年上だろう。クローディアに負けず劣らず妖艶なプロポーションの持ち主で、それでいて良く引き締まった体たい躯くをしている。切れ長の目と、生真面目そうに結ばれた口元が、どこか冷たい印象を与えていた。

「共同開発だと……ふん、そうか。そういうことか」

　ユリスは一人納得した様子で不愉快そうに吐き捨てたが、こちらはなんのことだかさっぱりわからない。

　綾斗が説明を求めかけたところで、それより先にレスターが口を開いた。
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「おいこら、ユリス。そういうことってのは、どういうことだ？」

「……相変わらず察しの悪い奴やつだな。つまりこいつは、サイラスの一件の見返りみたいなものだ。大方、黒幕だったアルルカントを表だって告発しないという条件で技術提供を取り付けたのだろう」

「なっ……！」

　絶句するレスター。

「さて、なんのことでしょう」

　一方のクローディアは嫣えん然ぜんと微笑ほほえむだけだ。

　否定も肯定もしなかったが、それだけで十分答えているようなものだろう。

「まあいい。あの一件の処分はおまえが一任されているのだし、その手の腹芸はお得意だろうしな。だが──なぜ、そのアルルカントの関係者がここにいる？」

「ええ、それは──」

「はいはーい、それはあたしが見たいって言ったからでーっす」

　そこで突然ひょこひょこと飛び跳ねながら手を挙げたのは、アルルカントの制服を着たもう一人の女の子だった。確かエルネスタと呼ばれていた少女で、カミラと比べるとずいぶん表情豊かに見える。カミラと違い、こちらは制服の上から白衣のようなものをまとっていたが、こちらもやはり胸の辺りがかなり奔放な感じで自己主張をしていた。

　年齢は綾あや斗とたちと同じくらいだろうか。少なくとも年上ということはなさそうだ。

「いやー、ぜひともこの目で拝んでみたくってさー。あたしの人形ちゃんたちをぜーんぶぶった斬ってくれちゃったっていう剣士くん」

　そう言ってにぱっと笑う。

「は？」

「え？」

　その瞬間、なんとも言えない不思議な沈黙が周囲を包んだ。

　ユリスとレスターはかくんと顎あごを落とし、声こそ出していなかったがカミラは「あちゃあ」とでも言いたそうに片手で顔を覆っている。クローディアさえ驚いたように口元を手で押さえていた。

　もちろん、綾斗も例外ではない。

　なにしろこの少女は、まさに今「私が黒幕です」と白状したようなものなのだ。驚くなというほうが無理だろう。

「んで、キミが噂うわさの剣士くんだねー。ふむふむ、なるほどなるほどー」

　エルネスタはそんな空気を一切無視して綾斗へ近づくと、じろじろと眺めながら感心したような表情で何度もうなずいた。

「ん、なかなかいいわねー。気に入っちゃった！」

　そしてぽかんとしている綾あや斗とにむかって、ちょいちょいと手招きする。

　片手を口元に寄せて、小さな声で「ちょっとちょっと」と言っているようだ。

　警戒半分戸惑い半分で身をかがめると、エルネスタは猫のように目を細めてそっと耳打ちした。

「でも──次はそう上う手まくいかないぞ？」

（次……!?）

　はっと顔を上げようとするのに先んじて、エルネスタの唇が綾斗の頬ほおにそっと触れる。

「うわっ!?」

「なっ……!?」

「……っ！」

「あら……」

　綾斗が慌てて飛びのき、星せい導どう館かんの女性三人が目の色を変えた。

「きっ、きっ、貴様！　一体なにを……！」

「……泥棒猫、滅ぶべし」

　ユリスが細剣を抜き、紗さ夜やはまだ展開したままだった煌式武装ルークスの砲口をエルネスタへ向ける。

「にゃはは、怖いな怖いなー。そんな目くじら立てないでも、ちょっとした挨あい拶さつじゃないかー」

　エルネスタは逃げるようにカミラの後ろに隠れると、顔だけ出して悪戯いたずらっぽく笑った。

「せっかくなんだし過去のことは水に流して仲良くしようよー。あたし的には剣士くんだけじゃなく、《華焔の魔女グリユーエンローゼ》ともお近づきになれたら嬉うれしいんだけどなー」

「生憎と私はサイラスの件を抜きにしても、貴様らアルルカントが大嫌いでな。ご免こうむる」

　ユリスの声に含まれた怒りは、確かにどこか深く強いものに感じられる。

　仲良く云々はともかくとして、ユリスがここまで嫌悪を露にするということは、ひょっとしたらなにか因縁でもあるのかもしれない。

「ちぇー、残念っ」

「申し訳ない、このエルネスタは……まあ、なんというかご覧のとおりの性格でね。代わりにわたしがお詫わびする」

　カミラは苦笑を浮かべて軽く頭を下げる。

　どうやらこちらは──少なくともエルネスタ・キューネよりは──真っ当な性格の持ち主らしい。

　が、ふとそのカミラの視線が紗夜の持つ煌式武装へ留まった。

「ふむ、これは面白いね。ずいぶんと個性的な煌式武装だ。コアにマナダイトを二つ……いや、三つかな？　強引に連結させて出力を上げているようだが──なんとも懐かしい設計思想だ」

　紗さ夜やが珍しく驚いたような表情をして、カミラを見返す。

「……正解。なぜわかった？」

「わかるとも。わたしの専門分野だからね。しかし言わせてもらえば、あまり実用的な武装とは言い難がたいな」

　紗夜の眉まゆがピクリと動いた。

「複数のコアを多重連結させるロボス遷せん移い方ほう式しきは十年以上も前に否定された不完全な技術だ。出力が安定せず、使用者の負担が大きい上に、どうしても大型化を免れない。高出力を維持するためには過か励れい万ばん応のう現げん象しようを引き起こさねばならず、一回の攻撃ごとにインターバルが必要になる。そういった欠点が改善されているようにも見えない」

　つらつらとカミラが述べるその内容は、理屈の半分も理解できなかったが、紗夜の扱う煌式武装ルークスが極めてピーキーな代物であるということを指摘しているらしい。実際、一回の攻撃ごとに過励万応現象──つまり流星闘技メテオアーツだ──が必要ということは、必殺技だけで闘うようなものだ。

「……それは事実」

　紗夜は悔しそうに唇を噛かみながらも、真まっ直すぐにカミラを睨にらみ返かえす。

「──だが、それでもお父さんの銃を侮辱することを私は許さない。撤回を要求する」

「お父さん……？」

　カミラはまじまじと紗夜の顔を見た。

「ああ──もしや、キミは沙さ々さ宮みや教授のご息女なのか？」

　その声にはどこか懐かしむような響きと、嘲あざけるような響きが同居している。

「だとしたら？」

「ますます撤回するわけにはいかなくなったな」

　肩を竦すくめるカミラに、紗夜の視線がさらに鋭さを増した。

「沙々宮教授はその異端さ故にアルルカントを、そして我らが《獅子派フエロヴイアス》を放ほう逐ちくされた方だ。武器武装は力であり、力は個人ではなく大衆にこそ与えられねばならない。それこそが《獅子派》の基本思想であり、わたしはその代表として彼の歪いびつさを認めるわけにはいかない」

「……」

　紗夜とカミラはお互いに一歩も引く気はないといった顔で睨み合う。

　一触即発の空気があたりを包み込もうとしたその前に、

「こほん」

　絶妙のタイミングでクローディアがいかにもわざとらしく咳せき払ばらいをした。

「さて、お客人。そろそろ本題のほうへ取り掛かるとしませんか？」

「……そうだね。失礼した」

　重たそうな息を吐き出し、カミラが自分から視線を外す。

　そのままクローディアに促されるようにして、くるりと紗さ夜やに背を向けた。

「待て。断固として撤回してもらう」

　紗夜はなおもその背中を睨にらみながらそう言ったが、カミラは答えることなく去っていく。

「カミラはああなったら頑固だからねー。ちょっとやそっとじゃ自分の意見を覆くつがえすことはないかなー」

　するとそれまで興味津々といった様子で成り行きを見守っていたエルネスタが、さも楽しそうに含み笑い。

「まー、どーしてもっていうなら、力ずくで認めさせるしかないだろうねー。ここのルールで、さ」

「……つまり決闘をしろと？」

「にゃはっ！　まっさか、そんなのカミラが受けるわけないじゃん」

　エルネスタがケタケタと笑いながら手を振った。

「でもさ、あたしたち今度の《鳳凰星武祭フエニクス》にエントリーしてるのよねー」

「《鳳凰星武祭》に？」

「そっちが決勝まで来れば、どっかで当たるっしょ」

　エルネスタの目は笑っていたが、冗談を言っているようには見えない。

「──エルネスタ、行くぞ」

「はいはーい！　じゃ、皆さんまったねー！」

　入り口のほうから飛んできた声に応えて、エルネスタは踊るような足取りでトレーニングルームを出て行った。

「……なんともまあ、ふざけた連中だ」

　しばらくしてユリスが小さくつぶやく。

　怒りを通り越して呆あきれたといった様子で、壁際に置いてあったドリンクを手に取った。

「しかし《鳳凰星武祭》に出るとか言ってたが……あいつらどう見ても研究クラスだろ？　正気とは思えねぇな」

「研究クラスって？」

　綾あや斗とがレスターに尋ねると、レスターもどこか呆れた様子で答えてくれる。

「アルルカントじゃ煌式武装ルークスなんかの研究開発を行う学生と、実際に《星武祭フエスタ》で闘う学生は分かれてんだよ。普通、前者が実戦に出てくることはねぇ」

「へぇ……」

　確かにさっきの二人は《星脈世代ジエネステラ》ではあったようだが、闘うための修練を積んでいるようには見えなかった。でも、だとしたらなぜ……。

「……綾あや斗と」

　と、考えを巡らせる綾斗の服の裾を、紗さ夜やがくいくいと引っ張る。

「ん？　どうしたの、紗夜？」

「私も《鳳凰星武祭フエニクス》に出る。決めた」

「《鳳凰星武祭》に……？　うん、まあ、それはいいけど、あれってタッグ戦だよ？　誰だれと組むつもりなのさ？」

「もちろん綾斗と」

「っ!?」

　あっさりと言った紗夜の言葉に、ドリンクを飲んでいたユリスが思いっきりむせた。

「ふ、ふざけるな！　こいつは私のパートナーだぞ！」

　そう言ってぐいっと綾斗の右腕をつかめば、紗夜も負けじと左腕を抱き抱えるようにして引っ張り返す。

「……独り占めは禁止」

「ちょ、ちょっと二人とも……いたたた！　いや、本当に痛いってば！」

　大おお岡おか裁さばきのごとく左右から引っ張られるが、なにぶん二人とも《星脈世代ジエネステラ》なので洒落しやれになっていない。

「おまえはさっきみたいにレスターとでも組んでいればよかろう！」

「いや」

　即答だった。

「オレだってご免だ！　相手と一緒に味方まで吹き飛ばそうとするやつと組めるか！　てゆーか、そもそもオレだってもうタッグパートナーは決まってんだ！」

「……うん、そこ大事。私の攻撃を上う手まく避けてくれるのは綾斗しかいない」

「そこはおまえのほうが努力して改善しろ！　大体すでに《鳳凰星武祭》のエントリーは締め切られているのだぞ？　今からどうするつもりだ？」

「む……それは問題」

　さすがに紗夜も手を離して考え込む。

　その隙にユリスは綾斗の腕を引っ張って自分の背後に回すと、威嚇するように身構えた。

「まぁ、一応今からでも予備登録は可能だけどな。毎年、何組かはケガやらなんやらで出場できなくなったりするもんだし」

「よし、じゃあそれ」

　レスターの言葉にパチンと指を鳴らす紗夜。

　そんな紗夜に、ユリスが警戒するような顔で尋ねる。

「……で、パートナーは？」

「綾あや斗と」

「却下だ！」

　再びユリスと紗さ夜やの間で口論が始まった。

　綾斗はため息を吐きながらも、先ほどのエルネスタの言葉を思い返していた。

『でも──次はそう上う手まくいかないぞ？』

　からかうような口調ではあったが、どうにも気に掛かる。

（次っていうのは一体……？）

　　　　　　　　＊

「まったく……あまり冷や冷やさせないでくれ、エルネスタ」

　無事契約を済ませて星せい導どう館かんの校舎を出たカミラは、前を行くエルネスタへ非難するような声を向けた。

「ほぇ？　なんのことー？」

　エルネスタはきょとんとした顔で振り返ったが、その無邪気さにまんまと騙だまされるほど短い付き合いではない。

「先日の一件について、キミが関与していたことをわざわざ彼らにバラす必要はなかっただろう」

　カミラが言っているのは、トレーニングルームでのエルネスタの発言だ。

　あれでは自分が黒幕でしたと言っているようなものだし、無用な警戒を抱かせることになる。メリットはなにもない。

「いいじゃん、別に。あれについては今回の契約で手打ちになったんだし、今更星導館だって蒸し返したりはできないっしょ？」

「それはそうだが……」

　確かに今回の契約は圧倒的に星導館にとって有利なものであり、それを反ほ故ごにするとは思えない。

「ま、なんにせよ《獅子派フエロヴイアス》の協力には感謝してるわよん。これはホント。新型煌式武装ルークスの技術提供なんて美お味いしい餌でもなきゃ、こうもすんなりいかなかっただろうしねー」

「どうせ実用化には難がある技術だったことだし、それは構わないさ。《彫刻派ピグマリオン》に貸しができたと思えば安いものだ」

　それは正直なところだった。

　あの技術は革新的ではあるものの、《獅子派》の──カミラの思想に沿ったものとは言い難がたい。

　……それこそ、あの沙さ々さ宮みや教授の武器と同じカテゴリーに属するものだ。

「にゃははっ。でもさ、それをいうならカミラだってあの青髪のお嬢ちゃんを挑発してたじゃんかー。珍しいよね、ああいうカミラは」

「……別に。あれは挑発などではなく率直な心情だ。それよりも準備のほうはちゃんと進んでいるのだろうね？」

「うんうん、順調だよー。日和ひより見みを決め込んでいた《黒婦人派ソネツト》と《思想派メトセラ》も一ひと先まずは取り込めたし、これでしばらく《超人派テノーリオ》は動けない」

　エルネスタはこともなげに言ってのけた。

　議会は完全に押さえたということだ。

「……本当に抜け目がないね」

　カミラは自分の才能を疑ったことはない。世界中から天才と呼ばれる人材が集まるアルルカントにおいても、巨大な派閥を率いるに足るだけの才覚を持っていると自負している。

　それでも目の前の少女と並ぶと、時折天てん賦ぷの才にも歴然とした差があることを思い知らされる。研究者としても、派閥の領袖としても、だ。

「六りつ花か園えん会かい議ぎのほうも会長殿が上う手まいことやってくれたみたいだし、これで環境整備は整ったかなー。あとはうちの子たちの最終調整だけなんだけど……」

　そこで初めてエルネスタの表情が曇った。

「なにか問題が？」

「まあねー。駆動系についてはサイラスくんが頑張ってくれたおかげで万全なデータが取れたんだけどねー。出力系がまだちょっと安定しないんだよねー。目処はついてるけど、そこらへんでもうちょい時間が掛かると思う」

「彼も大人しくアルルカントに来てくれればもう少し話が早かったんだがね」

「それは仕方ないっしょ。好き好んでうちに来るような《魔女ストレガ》や《魔術師ダンテ》はいないわよー。誰だれだってモルモットにはなりたくないってば」

　明るく言うエルネスタに、カミラは苦笑せざるを得ない。

「だから騙だまして利用する、か？」

「そうよー。なんだってしちゃうよ、あたしは。自分の夢を叶かなえるためならね」

　エルネスタはそう言うと、夕焼けに染まる空を仰ぎ見た。

　その瞳ひとみはいつものように悪戯いたずらっぽく細められていたが、その奥には危険なまでの真剣さが潜んでいることをカミラは知っている。

「今回、突然彼らに会いたいと言い出したのもそのためか？」

　カミラの問いに、空を見上げたままエルネスタがうなずく。

「うん。あたしはね、《鳳凰星武祭フエニクス》で最大の敵になるのはあの剣士くんだと思ってる。だから、一度生で見ておきたかったんだー」

「確か天あま霧ぎり綾あや斗とと言ったか。実際データ上の数値はかなりのものだったが……」

　先ほど会った、まだ幼さを残した顔立ちの少年を思い返す。

　もっともカミラが見る限りでは、のんびりとした凡ぼん庸ような少年としか思えなかった。

《黒炉の魔剣セル＝ベレスタ》とかいう純星煌式武装オーガルクスの力を計算に入れても、彼がそれほどの脅威になるとはとても思えない。

「もうちょい、彼のデータも欲しいのよねー。……うん、欲しい」

　エルネスタは一人でうんうんとうなずいている。

「……まさか、またなにか仕掛けるつもりか？」

「んー、悩ましいね。まさか調整中の人形ちゃんを出すわけにはいかないし、他学園よそへ手回しする時間もない。星せい導どう館かんの中で上う手まいことかき回せられればいいんだけど、サイラスくんがいない今それもなー。そもそもデータ計測に必要な端末だって準備しなきゃならないし……」

　エルネスタはぶつぶつとなにやらつぶやいていたが、ふいにはっと顔を上げた。

「──いや、そっか。その手があったか」

「なにか思いついたようだな」

　カミラが水を向けると、エルネスタは満足そうにうなずいた。

「ここのところ《超人派テノーリオ》の連中、なにかとうるさいじゃん？　ほら、サイラスくんの一件でうちらがアルルカントに損害を与えただのなんの」

「自分たちを棚に上げておいてよく言うものだ」

　四年前に《超人派》がしでかした大失態に比べれば、エルネスタの失敗などささやかなものだ。

　いや、そもそもサイラスの一件は物体操作能力者が能力を発動させた際の万応素マナ伝導効率を計測し、そのデータを収集することが最大の目的であり、それについては完全に成功している。

　加えて言えばその補償もカミラたち《獅子派フエロヴイアス》が請け負っており、《超人派》に文句を言われる筋合いはどこにもない。

「いやー、でも確かにそろそろ連中にも挽回のチャンスをあげるべきかなーって思うのよね。そうすればちゃんと公平っしょ」

　エルネスタはさも楽しそうに、にんまりと笑う。

「……どういうことだ？」

「だからさ、あたしが失敗した原因を連中が排除することに成功したら、連中はうちらより優れた研究成果を出したってことになるじゃない？」

　なるほど、意図が読めてきた。

「そう言って連中を焚たき付つけるつもりか」

「にひひひ、一石二鳥を狙ねらってみるのも面白そうだと思わない？」

　新たな悪だくみに夢中になっているエルネスタを見て、カミラはつい苦笑を浮かべた。

　なんとも無む茶ちやで無謀で、しかし驚くほどに頼りになる友人だ。

　その分気苦労は絶えないのだが、まあそれくらいは甘んじて受け入れるべきだろう。


第三章　疾しつ風ぷう刃じん雷らい

「──というわけで、その人たちについてなにかわかるかな？」

「ほっほぉ、なるほどなるほど、アルルカントの連中がうちにねえ」

　翌日の昼休み、一年三組の教室。

　綾あや斗とが昨日出会ったアルルカントの女生徒たちについて英えい士し郎ろうへ訊きいてみると、短刀型の煌式武装ルークスで器用にりんごを切り分けていた英士郎は楽しそうにうなずいてみせた。

　英士郎はここのところ金欠らしく、昼食もそれで済ませるつもりらしい。

　ちなみにりんご自体も、実家がプラント農家をやっているという隣室の住人からお裾分けしてもらったものだ。

「よその学生の情報となると、ちょいとばかしお高くなるぜ？」

　切り分けたりんごを頬ほお張ばりながら、英士郎が人差し指と親指で丸を作る。

「……とりあえず今日の昼飯代くらいで収まる範囲で頼むよ」

「よーし、契約成立！　これで久々にまともな昼飯にありつけるってもんだ！」

　英士郎は残ったりんごを一気に口に放り込むと、携帯端末を取り出した。

「そんじゃまあ、食堂への道すがら教えてやんよ。えーと、カミラとエルネスタだったな……」

　英えい士し郎ろうに促されるまま、教室を出る。

　サイラスの一件は伏せておかなければならないので、詳しい事情までは話せなかったが、英士郎にとっては名前だけで十分だったらしい。空間ウィンドウに映し出された顔は、まさしく昨日の二人組だった。

「まずはこっちのエキゾチックな美人さんだが……名前はカミラ・パレート、アルルカントの研究院所属。アルルカントにおける最大派閥《獅子派フエロヴイアス》の代表だ。煌式武装ルークスの研究開発が専門で、彼女のチームが開発した煌式武装を使用したタッグが昨年の《鳳凰星武祭フエニクス》を制してる。他の《星武祭フエスタ》でも彼女の武器武装を使った学生がかなりのポイントを稼いでるし、アルルカントを昨シーズン総合成績二位に押し上げた立役者ってとこだな」

「へぇ、そんなにすごい人だったのか」

　確かに颯さつ爽そうとした物腰といい、鋭い目つきといい、ずいぶんと「デキる」雰囲気を持った女性だった。

「で、もう一人のほうはエルネスタ・キューネ。アルルカントきっての天才と名高い《彫刻派ピグマリオン》の代表なんだが……こっちに関してはあんまり情報がないんだよなぁ。かなりエキセントリックな性格の持ち主らしいってことだけは聞こえてくるんだが」

　うん、それは正しい。

　頬ほおに触れた唇の感触を思い出し、少しばかり綾あや斗との顔が赤くなる。その一件以外にも、一々言動のテンションが高い印象だ。

「ただまあ、弱小派閥だった《彫刻派》をほとんど一人で一大勢力にまで叩たたき上あげたようだから、やり手なのは間違いないだろうな」

「その《彫刻派》とか《獅子派》とかってのは？」

「どこの学園でも多かれ少なかれあることだけどな、アルルカントってのは特に内部の勢力争いが激しいんだ。研究内容によって派閥が分かれてて、それが研究資金やら実践クラスの有力学生やらを取り合ってる」

　英士郎は空間ウィンドウを新たに一つ展開させた。

　そこには円グラフのようなものが示されている。

「つってもさっき言ったように最大勢力は煌式武装の研究開発を行ってる《獅子派》だ。ご覧の通り、ここが勢力図でいえば五割くらいを押さえてる」

「圧倒的じゃないか」

「ただ図ずう体たいがデカい反面、まとまりに欠けるとこがあってな。しかもアルルカントじゃ生徒会よりも研究院の議会のほうが力が強いんだが、議決には三分の二の賛成票が必要なんだ。これを確保するためにはどこかよその派閥と手を組まなきゃならない。以前は生体改造技術なんかを研究している《超人派テノーリオ》ってとこと連携してたんだが、何年か前にここがなにやら相当な失敗をやらかしたみたいで、大きく勢力を減退させたらしい。で、ちょっと前に新しく手を結んだのが《彫刻派ピグマリオン》ってわけだ」

　なんだかずいぶんとややこしい話のようだ。

「その《彫刻派》っていうのはなにを研究してるんだい？」

「サイバネ技術や擬形体の研究開発だったかな」

　なるほど。

　ということはやはりサイラスが操っていた人形を作ったのは、彼女──エルネスタで間違いないようだ。ユリスやレスターに対抗するために特化した人形もあったところを見るに、ある程度の事情も知っていたはずだし、あながち黒幕と言うのも間違いではないのかもしれない。

「そういえば基本的な疑問なんだけど、どうしてアルルカントじゃ学生が研究開発までやってるんだろう？　統とう合ごう企き業ぎよう財ざい体たいに任せて、学生は《星武祭フエスタ》へ集中させたほうが効率がいいんじゃ……」

「ああ、そりゃあ適性の差だな。万応素マナや星辰力プラーナを扱う研究に関しちゃ、《星脈世代ジエネステラ》のほうが圧倒的に向いてるらしい。実際、落らく星せい工こう学がくを研究してる有名所は大抵《星脈世代》だしな。んで、どうせ《星脈世代》を集めるんだったら、そいつらも一緒に育成しちまおうってのがアルルカントのコンセプトだ」

「それは結構無む茶ちやな気がするけど……」

「実際、創立当初のアルルカントはクイーンヴェールと並ぶ弱小校だったんだぜ。ところが次第に学生の研究が成果を出し始めてくると、見る間に強豪校にのし上がっちまった。それに研究者志望にとっちゃ、あれだけ好き勝手やらせてる場所、他にはねーしな」

「へぇ……って、あれ？」

　そこまで話しながら、綾あや斗とは自分たちが普段とは違う道へ入っていることに気がついた。

　高等部校舎を抜けて、中等部校舎へと繋つながる渡り廊下へと向かっているようだ。

「夜や吹ぶき、学食はあっちじゃ……」

「なーに、せっかく奢おごってもらうんだ。いつもの安定食じゃもったいねーだろ？」

　前を行く英えい士し郎ろうは顏だけで振り向くと、ニヤリと笑った。

「今日は『ル・モーリス』で豪勢なランチとしゃれこもーぜ」

「ええっ？」

　ル・モーリスといえば星せい導どう館かんの学食では最高級店だ。校舎群からやや離れた森の入り口にあり、普段綾斗たちが利用している高等部校舎地下の『北ほく斗と食しよく堂どう』に比べると、三倍以上はするだろう。

「よその学園の情報ってのはな、入手も裏付けも面倒なんだよ。このくらいは安いもんだぜ？」

「……はぁ、わかったよ」

　自分から申し出たことだし、仕方がない。

　綾あや斗とが諦めのため息を吐きながら、財布を取り出して中身を確認する。アスタリスクでは学園の内外を問わずほぼ全ての店舗で電子マネーが使用できるが、綾斗はいまいち性に合わないのであまり利用していない。

「おっ？」

「うわっ」

　と、急に英えい士し郎ろうが立ち止まったので、数え直したら一枚くらい増えていないだろうかという儚はかない希望を持って紙幣の枚数を確認していた綾斗は、危うくその背中にぶつかりそうになった。

「危ないなあ、どうしたのさ？」

「なーに、ちょいと面白そうなネタをみっけちまってね」

　綾斗の声に応える英士郎の瞳ひとみは、新しい玩具おもちやを見つけた子どものように輝いている。

　その視線を追うと、渡り廊下の柱に隠れるようにして立つ二つの人影があった。

「あれは──」

　綾斗はその二人に見覚えがあった。

　先日の放課後、やはり渡り廊下でぶつかりそうになった女の子と、その女の子に「伯父様」と呼ばれていた壮年の男性だ。

　まだ距離があるのでよく声は聞こえないが、あまり穏やかな雰囲気ではないらしい。諍いさかいというほどではないにしろ、ピリピリとした空気が伝わってくるようだった。

「へへっ、こんなところで刀とう藤どう綺き凛りんのネタが拾えるとは思わなかったぜ。やっぱ日ごろの行いが良いからだな、うん」

　すでに英士郎は懐から年季の入った手帳を取り出して、手元も見ずになにやらそこへ書き付けている。

「あの子のこと、知ってるのかい？」

　英士郎の日ごろの行いが良いかどうかはさておき、女の子のことは気になったので素直に尋ねてみると、英士郎はその手を止めて愕がく然ぜんとした顏で綾斗を見た。

「……おまえさん、本気で言ってるのか？」

「え、いや、本気だけど……？」

「だっておまえ、刀藤綺凛って言ったらうちの──」

　英士郎がそこまで言いかけたその時、パァンという乾いた音が響き渡る。

「っ！」

　男が女の子──綺凛の頬ほおを、平手で叩たたいたのだ。

「──それはお前が考えることではないと言ったはずだぞ、綺凛」

「で、ですが伯父様、わたしは……」

「口答えを許した覚えもない」

　再び男の腕が振り上げられ、綺き凛りんがビクリと身をすくませる。

　──しかし。

「──はい、そこまで」

　それが振り下ろされる寸前、二人の間に割って入った綾あや斗とが男の腕を掴つかんでいた。

「え……？」

　綺凛が驚いたように目を見開く。

「……なんだ、貴様は」

　一方の男はわずかに眉まゆを顰ひそめ、短く言った。

　綾斗を見下ろす目には冷ややかな侮ぶ蔑べつが宿っており、その声にもあからさまな嫌悪が滲にじみ出でている。

「どんな事情かは知りませんが、無抵抗の女の子に手を上げるのはどうかと思いますよ」

　綾斗の言葉に、男は嘲ちよう笑しようを浮かべた。

「くくっ、笑わせるな。自分の欲のために争いを繰り広げている貴様らが、今さらどの口でそんな綺き麗れいごとをほざくんだ？」

「俺たちは争っているのではなく、競い合っているんです。一方的な暴力と一緒にしないでください」

　威圧するかのような男の視線を、綾斗は真っ向から受け止める。

　二人はしばらくそのまま睨にらみ合あっていたが、やがて男のほうが綾斗の腕を振り払うようにして鼻を鳴らした。

「……ふん、今のはただの躾しつけだ。身内の問題に部外者が口出しをするな」

「身内……？」

　綾斗は改めてその男を観察する。

　歳は四十台前半といったあたりだろうか。昨日の印象と違わず、近くで見てもやはりずいぶんと体格がいい。レスターほどではないがかなりの長身で、がっしりとした肩幅と分厚い胸板を仕立ての良いダークブラウンのスーツに包んでいる。

　身のこなしからもなんらかの武術を嗜たしなんでいることがうかがえるが、やはり《星脈世代ジエネステラ》ではないようだ。

「私は刀とう藤どう鋼こう一いち郎ろう。そこの刀藤綺凛の伯父だ」

　綾斗が視線を綺凛に向けると、おびえたような表情ながらもコクリとうなずく。

「わかったらそこを退け、小僧。そもそも貴様ら《星脈世代》がこの程度でどうにかなるわけはないだろう？」

「だからといって、痛みを感じないわけじゃない」

　その言葉に、綺き凛りんがはっと顔を上げて綾あや斗とを見る。

　そしてなにか言おうと口を開きかけ──しかし、戸惑ったように視線を彷徨さまよわせて、結局それを飲み込んだ。

　一方、鋼こう一いち郎ろうはいかにも不快そうに顔をしかめている。

「たかだか学生風情が生意気な口を叩たたくものだ。貴様、名前は？」

「……天あま霧ぎり綾斗」

　すると鋼一郎は懐から携帯端末を取り出すと、手慣れた仕草でそれを操作し、空間ウィンドウを展開させた。

「天霧……ふん、『在名祭祀書ネームド・カルツ』入りもしていない雑ざ魚こか」

　どうやら今の短い時間で綾斗の素性を調べたらしい。

　だが嘲あざけりと落胆が入り混じった鋼一郎の表情が、ふいに一転して真剣なものになる。

「ほう、《黒炉の魔剣セル＝ベレスタ》をな──なるほど、それならば無価値というわけでもないか……」

　鋼一郎は不敵に笑うと、綾斗へと向き直った。

「いいだろう、小僧。貴様が私を気に食わぬというなら、どうして欲しいのか言え」

「え？」

「聞いてやろうというのだ。言ってみるがいい」

　尊大な態度で腕を組む鋼一郎。

　綾斗は一瞬逡しゆん巡じゆんしたが、すぐにきっぱりと言い放った。

「もう二度と、彼女に暴力を振るわないことを約束できますか？」

「ああ、構わん」

　鋼一郎は鷹おう揚ようにうなずき、悪意に満ちた笑みを浮かべた。

「──ただし、貴様が決闘に勝ったならばの話だがな」

「決闘……？」

「伯父様！　待ってください！」

　綺凛が驚いたように声を上げるが、鋼一郎は意にも介さないで言葉を続ける。

「そうだ。それがこの都市の──貴様らのルールだろう？」

「確かにそれは俺たちのルールです。……ですが、あなたはそのルールの外の人間でしょう？」

　まさか鋼一郎がうちの学生ということもないだろう。

「それに、あなたは《星脈世代ジエネステラ》というわけでもないみたいだし……」

「当たり前だ！」

　綾斗がそこまで言いかけたところで、それを遮るように鋼一郎の怒声が響いた。

「貴様らのような化け物と一緒にするな……！」

　そう吐き捨てると、綾斗を睨にらみ付つけながら綺凛の背後へ回り──

「貴様の相手は、これだ」

　綺き凛りんの華きや奢しやな肩へぽんとその手を置く。

「なっ！」

　綾あや斗とは思わず絶句した。

　一体なにがどうなったらそんな理屈になるというのか。

「安心しろ。貴様が負けたところで、こちらから要求するようなことはなにもない」

「いや、そういうことじゃなくて……！」

　これは勝ち負けとかそれ以前の問題だ。

「伯父様！　わたしは……！」

「黙れ。おまえは私の言うとおりに動いていればそれでいい」

　綺凛も抗議するような声を上げたが、鋼こう一いち郎ろうは聞く耳を持たない。

「で、ですけど！」

　なおも食い下がろうとした綺凛に、鋼一郎は凍りつくような目を向けた。

「──綺凛。まさか私に逆らうつもりか？」

　有無を言わせぬ圧力の込められた、低く、暗い声。

　びくんと綺凛の心と身体からだが萎い縮しゆくするのがわかる。

「……いえ、そんなことは……」

「ならばいい。あの《黒炉の魔剣セル＝ベレスタ》を下したとなれば、またそれなりに箔はくが付く。期待しているぞ」

　鋼一郎はそう言って綺凛に背を向け、ゆったりとした足取りで距離を取った。

「……」

　その場に残された綺凛は俯うつむいたまま唇を噛かんでいる。

　綾斗は困ったように頭を掻かいた。

　早速騒ぎを聞きつけたのか、いつの間にか何人かの学生が足を止め、遠巻きにこちらを眺めている。つくづく野や次じ馬うま根性旺盛な学生が揃そろっているらしい。

　その最前列に陣取っている英えい士し郎ろうに綾斗が助けを求める視線を向けると、満面の笑みでサムズアップを返してきた。どうやら救援は全く期待できないようだ。

　綾斗は深く息を吐くと、綺凛に向き直った。

「えーと……その、刀とう藤どうさん？　俺は──」

「……ごめんなさいです」

　しかし綺凛は俯いたまま、震える声で綾斗の言葉を遮る。

「え？」

「わたしは……刀藤綺凛は、天あま霧ぎり綾斗先輩に決闘を申請します」

　その声に応えるように、綺凛と綾斗の校章が赤く発光した。

「い、いや、なんでキミと闘わなきゃならないのさ！」

　綾あや斗とは慌てて頭を振ったが、綺き凛りんは悲しそうな顏で先を続ける。

「わたしだって、先輩と闘いたくなんてないです……。でも、仕方がないのです」

「仕方がない？」

「わたしには叶かなえたい望みがあります。そのためには伯父様の言うとおりにするしか……」

　無む理り矢や理りに感情を押し殺すかのような声だった。

　だがそれでもなお隠し切れない悲痛が滲にじみ出でている。

「お願いします、先輩。ここで先輩が引いてくださればそれで収まります。そうしてください」

　綾斗はしばらく考え込んでから、まっすぐに綺凛の目を見つめた。

「……その場合、キミは？」

「え？」

「キミはどうなる？」

　その視線から逃れるように、綺凛が顏を逸そらす。

「わたしは……わたしのことは別にいいのです。どうにもならないことですから」

「──だったら、俺も引けないかな」

　綾斗はきっぱりと言った。

　ちぐはぐなのは自分でもわかっている。

　助けるつもりだった相手と闘うことになるなんて、本末転倒どころの話ではない。

　それでも、さっきの光景を──あんな理不尽な仕打ちを「どうにもならない」などと言わざるを得ないような女の子を、見てみぬ振りはできなかった。

「そうですか……天あま霧ぎり先輩は優しいですね」

　綺凛は弱弱しい苦笑を浮かべて、腰の鞘さやへと手を伸ばす。

「──では仕方がありません。わたしも負けるわけにはいかないのです」

　その瞬間、綾斗の全身が総毛立った。

　身体からだが反射的に動き、大きく距離を取る。

　綺凛の表情は変わらない。

　困ったような、泣き出しそうな、そんな顔のまま鞘からすらりと刀を抜く。

　見た目から予想はついていたことだが、煌式武装ルークスではないらしい。拵こしらえこそ現代風になっているが、間違いなく真剣──日本刀だ。

　万応素マナの反応はないので《魔女ストレガ》というわけでもないのだろう。星辰力プラーナもかなり練り込まれたものを感じるが、綾斗に身構えさせたものはまた別の気配だった。

　剣気とでも言うべき鋭く冷たい圧力が、刀を正眼に構えた綺凛から放たれているのだ。

　それは綾斗が今までに感じたことのない類の圧力だった。

「でもまあ……だからって譲るわけにもいかないよな」

　綾あや斗とはそうつぶやくと、胸の校章に手をかざす。

「──決闘を受諾する」

　同時に星辰力プラーナを身体からだの内側に集中させ、それを圧縮していく。

　直感でわかった。全力でなければ、おそらくこの少女の相手はできない。

　星辰力が高まり、光の火花を伴って周囲に魔法陣が出現する。

　鋭い痛みが全身に走るが、それを無視してイメージを形作る。

　その身を戒める檻おりと枷かせを、己の裡うちから膨れ上がった力で引き千切るように──

「内なる剣を以って星せい牢ろうを破獄し、我が虎こ威いを解放す！」

　途端に、綾斗の周囲に浮かび上がった魔法陣が吹き飛んだ。

　封印されていた星辰力が解放され、体中に力が漲みなぎる。

　それを目の当たりにした綺き凛りんは驚いたように目を見開いたが、構えた剣先は微動だにしない。

「綺凛、そいつの純星煌式武装オーガルクスとは剣を打ち合わせるな。刀ごと斬られるぞ」

　綾斗がホルダーから《黒炉の魔剣セル＝ベレスタ》を取り出して起動させると、背後から鋼こう一いち郎ろうの声が飛んできた。どうやら《黒炉の魔剣》の能力を知っているらしい。

　とはいえ、知っていたところで対処が難しいのがこの純星煌式武装の利点だ。
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　綾あや斗とは綺き凛りんに合わせるように、《黒炉の魔剣セル＝ベレスタ》を正眼に構える。

（まずは様子見がてら、軽く牽けん制せいを……）

「──参ります」

　しかし綺凛が短く言った次の瞬間、綾斗の胸元に白刃が迫っていた。

「っ！」

　反射的にバックステップを踏み、なんとかかわしたと思ったところに、間髪いれずに斬り上げるような追撃がくる。

　速い。尋常ではない速度。

　綾斗はその追撃を《黒炉の魔剣》で受けようとしたが、その寸前で軌道が変化した。

　綺凛の刀は《黒炉の魔剣》を避けるように空中で弧を描き、綾斗の右小手を目掛けて斬り下ろしてくる。

　綾斗はとっさに右手を離してそれをかわすと、左手一本で《黒炉の魔剣》を構えなおしながら間合いを取った。

　それを受けて綺凛も刀を上段に構え直す。

「──天あま霧ぎり先輩、お強いです。びっくりしました」

　そう言う綺凛の声には、純粋な賞賛の色があった。

「それはこっちの台詞せりふだよ……」

　綾斗は背筋に冷たいものを感じていた。

　相当な実力者だろうとは思っていたが、少なくとも速度の面では今の自分と同等か、あるいはそれ以上──。

「……これはまいったな」

　どうやら想像していた以上に、厄介なことになってしまったらしい。

　　　　　　　　＊

　中庭の片隅にある四阿あずまやは、ユリスにとってこの学園で一番落ち着ける場所だ。

　昼休みや放課後など、適当に時間を潰す時には、自然とそこへ足が向いてしまう。

　ここ最近は多少人付き合いもできてきたとはいえ、やはり身に付いた習性はそう簡単には変わらないらしい。

　早めの昼食を済ませたユリスは──昨日紗さ夜やからああ言われた手前、今日は一人で済ませたのだ──携帯端末でアスタリスクの時事ニュースをチェックしながら中庭のゲートへと向かっていた。

「ふむ、《聖杯》の使い手が現れたか……まあ、《鳳凰星武祭フエニクス》に出てくることはなかろうが、厄介だな……それからこのレヴォルフの鎌使いも気になるところだが……ん？　速報だと？」

　手のひらサイズに縮小してあった空間ウィンドウに、緊急速報の文字が流れる。

「ほう、刀とう藤どう綺き凛りんが決闘か。なるほど、それはビッグニュースだな。相手は……」

　その瞬間、わあっという歓声がすぐ近くから聞こえてきた。

　見れば、渡り廊下の先にかなりの人数が集まっている。

「……うん？」

　その歓声の中に聞きなれた名前を聞いたような気がしたユリスは、嫌な予感が湧わき上がるのを感じた。

　やや焦りながら人垣を掻かき分わけ、最前列まで出る。

　そこでユリスは我が目を疑った。

「な、な、な……っ！」

　言葉にならない声がその口から零こぼれ落おちる。

　なんとそこではユリスのタッグパートナーである少年が、こともあろうにあの刀藤綺凛と闘っていたからだ。

（《星武祭フエスタ》までは迂う闊かつに決闘などするなと、昨日あれほど言ったのにあの馬ば鹿か者もの──！）

　頭を抱えそうになったユリスの視線が、ふとギャラリーの中で止まった。

　観戦するにはもってこいのベストポジションに陣取った少年が、嬉き々きとした表情でハンディカメラを回している。ユリスはずかずかとその少年に近寄ると、その胸元を掴つかむような勢いで問とい質ただした。

「一体これはどういうことだ、夜や吹ぶき！」

「おわっ!?　……って、なんだ。お姫様じゃねーか」

　英えい士し郎ろうは驚いたように顔を上げたが、すぐにまたカメラを構えなおす。

「悪いけど今ちょっと手が離せな──」

「いいから事情を説明しろ！」

　ユリスは有無を言わせぬ迫力で、カメラにかじり付いていた英士郎を半ば無む理り矢や理り振り向かせる。

「おまえには沙さ々さ宮みやにあることないこと吹き込んだという恨みもある。焼き上げるのに遠慮はせんぞ？」

「……わかったわかった、わかりましたよ。仰おおせの通りに」

　英士郎は諦めた様子で太い息を吐き出し、困ったように頬ほおの傷跡を掻いた。

「つっても大した話じゃないんだけどな。発端はそこの渡り廊下で……おおっ！」

　突然英士郎が身を乗り出したので、思わずそれに釣られてユリスの顔もそちらへ向く。

　そこでは綺凛の振るった白刃を、綾あや斗とがまさに紙一重でかわしたところだった。

　額のすぐ先を斬り上げていった切っ先が、綾斗の前髪を風に散らす。

「ふぅ……」

「いやー、すげーなこりゃ。《星武祭フエスタ》の本戦でもなかなかこんな名勝負は見られねーぜ。天あま霧ぎりのやつ、完全に実力を隠してやがったな」

　額に浮かんだ汗を腕で拭うと、隣に立つ英えい士し郎ろうが感心したように言った。

「……だが、状況はあまりよろしくないようだな」

「そりゃまあそーだろ。いくら《黒炉の魔剣セル＝ベレスタ》があるからって、相手はあの《疾しつ風ぷう刃じん雷らい》だぜ？」

　意味ありげに言う英士郎の視線の先では、低く身をかがめた綾あや斗との上を鋭い斬撃が通り過ぎていったところだった。

　すかさず綾斗はそのままの体勢で足を薙なぐように《黒炉の魔剣》を振るうが、それよりも一呼吸早く綺き凛りんは身を翻している。

　跳ねるように下がった綺凛は、しかしすぐにもう一度距離を詰め、綾斗が身を起こす前に上段から斬り下ろす。

　転がるようにしてそれをかわした綾斗は、片手だけで強引に跳ね起きた。

　綾斗の額に浮かぶ汗やその厳しい表情を見るまでもなく、明らかに劣勢なのは綾斗のほうだ。

　正直、ユリスには信じられなかった。

　綾斗は明らかに枷かせを外しているし、その状態の綾斗の実力は身をもって知っている。

　ここしばらく毎日のように特訓を重ねて、ようやくその動きや太刀筋を追えるようになったのだ。それでもまだ間合いに入られれば一瞬で勝負が付いてしまう。

　綺凛のほうも余裕があるようには見えないものの、その綾斗を相手にここまで優勢に闘えるとは……！

「しかも、一度も剣を打ち合わせることなくだと……」

　そう。綺凛は綾斗の攻撃を、その剣で受けることなく全てかわしていた。

《黒炉の魔剣》は全てを断ち切る防御不可能の魔剣なので、それは正しい。しかも綺凛が振るっているのは煌式武装ルークスですらないただの日本刀だ。受けようとすれば一瞬で武器を失うことになってしまうだろう。

　異常なのは、綺凛が攻撃を仕掛ける際にもそれをやってのけているということだ。

　当然綾斗は綺凛の斬撃を《黒炉の魔剣》で受けようとするが、その寸前で軌道を変えているらしい。しかも、ほとんど速度を落とさずに。

「ま、つっても天霧のほうもまだ《黒炉の魔剣あれ》を持て余してるみたいだし、それを差っ引けばわかんねーけどもな」

「持て余してる？　《黒炉の魔剣》をか？」

　英士郎の言葉はユリスにとって意外なものだった。

「天あま霧ぎりの流派がどんなのかはよく知らねーけど、あんだけでかい剣を使うのは想定してないんじゃねーかな。単純に考えても、どうしたって振りが大きくなるし、小回りも利かないだろ」

「なるほど……」

　元より綾あや斗との剣撃は尋常ではない速度だったからそんなところに注目をしたことはなかったが、言われてみれば確かに《黒炉の魔剣セル＝ベレスタ》は巨大すぎる。その威力を考えれば大したデメリットではないようにも感じるが、そのデメリットにつけこめるだけの実力を持った者が相手だった場合は──。

　そこまで考えて、ユリスはふと気がついた。英えい士し郎ろうをチラリと見上げる。

（こいつ、あの攻防が見えているのか……？）

　序列五位のユリスでさえ、全力状態の綾斗の動きを完全に捉えることはまだ難しい。

　ここに集まっているギャラリーも、どれだけがついていけているものかわかったものではなかった。

（確かにこうして傍から見るほうが、対峙しているより遥はるかに動きを追いやすいというのはあるが、それにしても……）

　よほど目がいいのか、それとも──

「……いや、待て。それよりも……決闘が始まってからどれくらい経たった？」

「うん？　まだ四、五分ってとこだと思うけど、それが？」

　ユリスの顔が青ざめる。

　ということは、綾斗が全力を出せる時間はどれだけ多く見積もっても残り三分もないだろう。

　綾斗の実力がバレてしまったのは痛手だが、ここでさらにタイムリミットまであるということがバレてしまうのは最悪の状況だ。

　いっそ自分が乱入してうやむやにしてしまおうかとも思ったが、そんなことをすれば今度はユリスのほうがただではすまない。

「おっ、天霧も腹くくったかな」

　そんなユリスの気持ちを読み取ったかのように、防戦一方だった綾斗が攻勢に出た。

　今までよりも更にギリギリのラインで白刃を掻かい潜くぐり、《黒炉の魔剣》を真一文字に薙なぎ払はらう。

　──が、それでもなお綺き凛りんの動きが一歩早い。

　軽やかなステップでそれをかわし、綾斗が振り切った剣を戻すよりも前に袈け裟さ懸がけに斬り下ろす。

　綾斗はその一撃をかろうじてよけたものの、制服の裾がすっぱりと裂けていた。

「ありゃ、ひょっとしてこいつはマズいんじゃないか」

「どうせあのままではジリ貧だったのだ。攻勢に出るのは悪い選択ではないと思うが？」

　そう反論すると、英えい士し郎ろうは静かに首を振る。

「いや、そうじゃなくてさ。さっきよりもずいぶんと見切りの間合いが近いだろ」

「それこそ悪いことではなかろう。それだけ相手の太刀筋が見えているということだ」

「うん、まあ、普通ならそうなんだけどなー」

「……なんだ。なにが言いたい？」

　焦れたユリスが先を急せかすと、英士郎はニヤリと笑う。

「あいつ、転入早々にお姫様と少しやり合ったくらいで、まともに決闘したことないんだろ？」

「だから、それがどうしたと──」

　そこまで言いかけて、ようやく英士郎の言わんとすることに気が付いた。

　慌てて視線を戻すが、その時にはすでに綾あや斗とは綺き凛りんの間合いへより深く踏み込んだところだった。

「はっ！」

　裂れつ帛ぱくの気合いと共に振り下ろされた《黒炉の魔剣セル＝ベレスタ》は、しかし空むなしく空を切る。

　その直後、カウンターのように繰り出された綺凛の片手突きが、綾斗の左ひだり脇わき腹ばらをかすめて抜けた。

　やはりさっきよりもさらにギリギリの間合いだ。

　が、突き出された刃が閃ひらめいたかと思うと、そのまま綾斗の胴を斜めに斬り上げる。

「くっ……！」

　のけぞるようにしてなんとかそれをかわした綾斗は、それでもすぐに体勢を立て直して──

「決闘決着エンドオブデユエル！　勝者ウイナー刀とう藤どう綺凛！」

　唐突に響き渡った機械音声に、きょとんとした表情を浮かべた。

　どうやらなにが起きたか理解していないらしい。

　だがすぐに気が付いたのか、自分の左胸へと視線を向ける。

「……あ」

　綾斗の校章は見事なまでにぱっくりと断ち切られていた。

「ああ、もう本当にあいつときたら……」

　ユリスはそう言って天を仰ぐ。

　校章の厚みを失念し、自分の身体感覚だけでかわそうとすればそうなるのが当然だ。

「いやー、ここでの決闘に慣れてなくて、よそで戦い慣れてるやつほどやらかすんだよなあ、あれ」

　英えい士し郎ろうは苦笑しながら、ユリスの肩をぽんと叩たたいた。

「ふん、終わったか──行くぞ」

　鋼こう一いち郎ろうはさも当然といった顔でうなずくと、綺き凛りんを一いち瞥べつしてから校舎へと戻っていく。

　すでに綾あや斗とにはなんの興味もないらしい。

「あ……は、はい！」

　綺凛は刀を鞘さやに収めると、ぺこりと丁寧に一礼した。

「その──ご、ごめんなさいですっ」

　そして小走りで鋼一郎の後を追いかけていく。

「あ──」

　残された綾斗はその背中に声を掛けようとして、やめた。

　敗北した自分にはなんの権利もない。

　それがこの学園の……この都ま市ちのルールだ。

「はぁ……」

　大きく息を吐き出したところで、背後から肩を叩かれる。

　振り向いてみると、そこには昨日同様すこぶる不機嫌そうな顔をしたユリスが綾斗を睨にらんでいた。

　ただし今日は空間ウィンドウ越しではないために、昨日とは迫力が段違いだ。

「……言ってやりたいこと、聞きたいことは山ほどあるが──まずはさっさとこの場を離れるぞ。リミットまでもうほとんど猶予があるまい」

　まさしくその通りなので、強引に手を引くユリスに大人しく付いていく。

「いいか、落ち着いたら洗いざらい話してもらうぞ。一体どんな理由があって──星導館うちの序列一位と決闘することになったのかをな！」


第四章　錯綜する思惑

　前を行く鋼こう一いち郎ろうの後ろを、綺き凛りんはうな垂れながらとぼとぼと歩いていた。

　学園関係者用の通用口へ至る、専用の通路。

　二人のほかに人影はなく、ただ鋼一郎の立てる甲高い靴音だけが響いている。

「──思ったより手間取ったな」

　その靴音がピタリと止まったかと思うと、鋼一郎は振り返ることもなく低い声で言った。

　綺凛はビクッと身を竦すくませ、なにか答えようとして口を開いたが、もごもごと動くだけで言葉が出てこない。

「……ご、ごめんなさいです、伯父様……」

　結局、綺凛は消え入るような声で謝ることしかできなかった。

「それなりの手練だったのは認めてやろう。だがいかに純星煌式武装オーガルクスの使い手とはいえ、『在名祭祀書ネームド・カルツ』入りもしていないような奴やつを片付けるのに、あまり時間をかけるな。評判に傷がつく」

　鋼一郎は前を向いたまま厳しい声で続ける。

「次の公式序列戦ではおそらく七位が指名をしてくるだろう。こいつも純星煌式武装使いだが、今日のように手間取るなよ。三分以内にけりをつけろ」

　鋼一郎はそこでようやく振り向くと、携帯端末を取り出して空間ウィンドウを展開させた。そこには序列七位の学生のデータが映し出されている。

「あとでこのデータに目を通しておけ。今年中に粗方の《冒頭の十二人ページ・ワン》は片付けておく。まずはそれが第一ステップだ。そうすればこの星せい導どう館かんで不動の地位を確立できる。なに、厄介なのはエンフィールドの小娘だけだ」

「……はい」

　綺凛は俯うつむいたまま、小さく答える。

「それと──先日の中間試験の結果を見た。正直、あまり芳かんばしいとは言えんな」

　鋼一郎は新しく空間ウィンドウを開き、そこへ先月に行われた綺凛のテスト結果を表示させた。

　どれも平均点はクリアしているどころか上位と言ってもいいくらいの成績だったが、鋼一郎の顔にはありありと不満が浮かんでいる。

「こちらも手を抜くなと言っておいたはずだぞ？」

「……ごめんなさいです」

　鋼一郎は舌打ちをすると、俯いたままの綺凛の髪を片手で掴つかみ上げ、無む理り矢や理り顔を上げさせた。

「いいか、私が求めるのは強さだけではない。星せい導どう館かんの歴史に残るような、偉大なる序列一位だ。それを忘れるな……！」

　そしてその顎あごを掴つかむと、冷徹な表情で睨にらみつける。

「おまえは剣しか取柄のない愚図で無能なガキだが、私ならそれを演出してやれる。忘れるなよ、綺き凛りん。私だけが、私の完璧なプランだけがそれを可能にするのだ」

「……はい、伯父様……わかっています……」

　綺凛は目を伏せたまま、弱弱しく言った。

「ふん……わかったなら二度と私に逆らうな。一切の口答えも許さん。おまえはただ、私のプラン通りに動けばいいのだ」

　鋼こう一いち郎ろうは綺凛を突き飛ばすと、床に座り込んだ綺凛を見下ろしながらスーツの襟を正す。

　その瞳ひとみはまるで薄汚いものを見るかのようで、とても肉親に向けるものとは思えない嫌悪がありありと浮かんでいた。

「……今のところプランは順調に進んでいる。滞ることがないよう、最大限の努力をすることだ。なにしろ──このプランが達成された時は、おまえの望みが叶かなう時でもあるのだからな」

　鋼一郎はそう言ってニヤリと笑うと、綺凛を残したまま通用口へと去っていった。

　甲高い靴音が徐々に遠ざかっていく。

「……はい、わかっています……」

　薄暗い通路で、綺凛は床に座り込んだまま、ただそうつぶやくことしかできなかった。

　　　　　　　　＊

「──それで、あの子が序列一位っていうのは本当なのかい？」

「こんなことで嘘うそをついても仕方あるまい。というよりだな、おまえこそ自分が所属する学園の序列トップを知らないというのはどういう了見だ、この馬ば鹿か者もの」

　ユリスはいかにも不機嫌そうな声でそう言うと、床に伸びた綾あや斗との額へ冷やしたタオルをべちんと乗せた。

　無む理り矢や理り封印を破った反動で熱を持ち、ほとんど言うことをきかない体にその冷たさが心地よい。

　もはや見慣れた、ユリス専用のトレーニングルーム。

　他に人目につかず駆け込める場所が思い浮かばなかったからだが、壁に開いた大穴はそのままなので微妙に心こころ許もとないといえば心許ない。

「それは……その、ごめん」

　申し開きすることもできないのでとりあえず謝っておくと、ユリスの眉み間けんの皺しわがますます深くなる。

　どうやらすこぶる機嫌が悪いらしい。

「ええっと、やっぱり怒ってる……よね？」

　恐おそる恐おそる訊たずねた綾あや斗とへ、ユリスは射抜くような視線を向けた。

「ほほう。やっぱり、ということは、なにか私を怒らせるような心当たりがあるのか？」

　さすがに「山ほどある」とは答えられない。

「まあ──勝手に決闘をしたこと、とか」

　一ひと先まずその中でも最大要因であろうものを挙げてみる。

　なにしろ「決闘はするな」と言われた昨日の今日で、これだ。大まかな事情はすでに説明したが、その間ユリスが一言も発しなかったのも怖い。

　いずれにせよ相応の雷が落ちるものと覚悟していたのだが、返ってきた答えは意外なものだった。

「その件に関しては、別にいい」

「え？」

「その男、鋼こう一いち郎ろうと言ったか。言語道断の振る舞いだ。たとえ伯父とはいえ、人を道具のように扱うなど許されるわけがない」

　静かな声、落ち着いた口調ではあったが、その瞳ひとみには純粋で激しい怒りの炎ほのおが燃え盛っている。

「むしろおまえがそれを見逃していたら、幻滅していたところだ。仮にそこを通りがかったのが私だったとしても、同じことをしただろう」

　その言葉は嘘うそ偽いつわりのない、真まっ直すぐな気持ちなのだろう。

　綾斗にはそれがとてもユリスらしく思えて、つい顔が緩んでしまった。

「ありがとう。すごく嬉うれしいよ」

「なっ……！」

　だが率直にそう伝えると、ユリスの顔がみるみる赤く染まる。

「べっ、別に、おまえから礼を言われるようなことではない！　わ、私はただ、その……」

　照れているのか、後半はごにょごにょとなにを言っているのかよく聞き取れなかった。

「と、とにかく！　私が怒っているのはそこではないのだ！」

「うーん、だったら……」

　考え込んだ綾斗を見て、ユリスは小さく息を吐く。

　そして、ぷいっと顏を背けてつぶやいた。

「──私が不機嫌なのは、おまえが負けたからだ」

「ええっ？　いや、でも、それは──」

「わかっている！　これが身勝手で理不尽な我わが侭ままにすぎないことも、相手が無敗の序列一位だったということも。ただ、それでも……もしかしたら、おまえならばと思ったのだ……！」

「ユリス……」

　そこまで自分のことを買ってくれていたとは知らなかった。

　できるなら、それに応えてあげたいとも思う。

　……だが。

「おまえでも勝てないほどの強さか、刀とう藤どう綺き凛りんは」

「……悔しいけど、剣の腕じゃ彼女のほうが上かな」

　それは揺るぎない事実だった。

　あの気弱そうな態度からは考えられないほど卓越した剣さばき。その速さと剣筋の正確さ。どれをとっても全力状態の綾あや斗とと同等かそれ以上だ。

　一体、どれほどの鍛錬を積んできたのか想像もできない。

「そうか……」

　そう言うとユリスは壁に寄りかかって苦笑した。

「いや、この場合は彼女を褒めるべきなのだろうな。なにしろ、あれでまだ十三歳──中等部の一年だ。この四月に入学して初日に序列十一位を決闘で下し、最初の公式序列戦で旧序列一位を打ち負かした。末すえ恐おそろしいにもほどがある」

「じゅ、十三歳!?」

　綾斗は驚きのあまり身体からだを起こそうとして、走り抜ける痛みに顔をしかめた。

　中等部の制服から年下なのはわかっていたが、まさか一年生だったとは。

　しかしそうなるとますますあの技量が信じられなくなる。いや、剣技だけではない。身のこなし、間合いの見切り、一瞬の細かな駆け引きといったそれ以外の部分でも、綺凛は極めて高いレベルで実践していた。

（それに……発育的にも、とても十三歳には……）

　年齢に見合わぬ均整の取れたプロポーションが頭に浮かび、綾斗はぶんぶんと首を振る。

「？　どうした？」

「ああ、いや、なんでもないよ。それよりもう少し彼女のことを教えてくれないかな？」

　不思議そうな顔のユリスをごまかし、聞き返す。

　するとユリスは再びむすっと眉まゆをひそめた。

「……ずいぶんと彼女のことが気になるようだな」

「う、うん、まあね」

　なぜ急にユリスの機嫌が悪くなったのか綾斗にはさっぱりわからなかったが、その通りなので素直にうなずく。

「ふん……そうか。まあいい」

　ユリスはつまらなそうに言うと、携帯端末を取り出して空間ウィンドウを開いた。

　そこには学生の名前が十二人分、一覧として表示されている。

『在名祭祀書ネームド・カルツ』の一枚目──すなわち《冒頭の十二人ページ・ワン》だ。

「以前にも言ったが、私より強い者はそれなりにいる。この星せい導どう館かん学がく園えんの学生に限れば、『今の私ではどうしても勝てない』と思った者は三人──一人はおまえ、それからクローディア、そして最後は刀とう藤どう綺き凛りんだ」

「クローディアも？」

　ユリスがクローディアのことを素直に認めるのはちょっと珍しい。

「不本意ではあるが、事実は事実だ。あいつは強い。なにしろあれでもうちの序列二位だからな」

「えっ……？　そ、そうだったんだ」

　そういえば《冒頭の十二人》とは聞いていたけれど、何位なのかまでは知らなかった。

「おまえ……いや、一位を知らないのだから二位がわからなくとも不思議ではないか」

　呆あきれたように肩を竦すくめたユリスは、空間ウィンドウを指で弾はじいてくるくると回す。

「クローディア・エンフィールド。二つ名は《千見の盟主パルカ・モルタ》。未来視の能力を持つ純星煌式武装オーガルクス《パン＝ドラ》の使い手だ」

「未来視ってことは、つまり予知能力？」

「詳しくはわからん。あれはクローディア以外、まともに使いこなせたものがいないらしいのでな」

　ユリスは真剣な顔でそう言った。

「噂うわさでは数十秒程度先までの未来を見ることができるのではないかと言われている。まあ、これはあくまでクローディアの闘い方を見た連中の推測だが」

「……それは強いね」

　たとえ数十秒でも相手の行動が全てわかるのだとしたら、それはほぼ無敵に近い。

「だからこそ、今ではクローディアに戦いを挑むような学生はほとんどいない。おまえも迂う闊かつに決闘なぞ仕掛けないよう気をつけることだ」

「あはは……」

　綾あや斗とは苦笑しながら頬ほおを掻かいたが、独こ楽まのように回転する空間ウィンドウを見ているうちにふと気が付いた。

「あれ？　でも刀藤さんが一位、クローディアが二位として、ユリスは確か序列五位だよね？　三位と四位の人は、勝てない相手には含まれないのかい？」

「これも前にも言ったと思うが、序列の差がそのまま実力差というわけではない。三位と四位──特に四位の《魔術師ダンテ》はかなりの手練ではあるが、幸い私とは能力の相性が良いほうでな。十回やれば、まあ、五回はこちらが取れるだろう。逆に序列が下の……そうだな、たとえば七位の純星煌式武装オーガルクス使いとやりあった場合、かなりこちらの分が悪い。三回取れれば良いほうだろうな」

　ユリスはそこまで言うと、回転する空間ウィンドウをピタリと止める。

「だが、おまえやクローディア、刀とう藤どう綺き凛りんは正直言って別格だ。私が十回中一度も勝てないような相手、そういうくくりだと思っていい」

「……なるほど」

「刀藤綺凛は入学以来無敗を誇っている。それだけならばクローディアも同じなのだが、おまえやクローディアと決定的に違う点は、彼女が純星煌式武装の使い手でも《魔女ストレガ》でもないということだ」

　確かに綺凛はそもそも煌式武装ルークスですらない、ただの日本刀を使っていた。かなり使い慣れていたようなので、おそらく普段からあの刀を愛用しているのだろう。

「先ほど序列の順位はさほど意味をなさないと言ったが、それでも一位だけはやはり特別でな。学園の顔となるべき立場だけあって、とてつもなく競争が激しい。公式序列戦で指名されないことはまずないし、余程の実力者でない限り居座るのは難しいからだ。その一位の座を、まだ三ヶか月げつとはいえただの日本刀一本で死守しているというのは尋常ではない。実際、今現在他学園の序列一位は純星煌式武装の使い手か《魔女》のいずれかだしな」

　ユリスはそこまで言うと、パチンと指を鳴らして空間ウィンドウを閉じた。

「まあ、刀藤綺凛に対する私の印象はこんなところだ。もっと個人的な情報が必要だというのなら夜や吹ぶきにでも聞くがいい。私はゴシップ屋ではないのでな」

「うん、ありがとう。十分だよ」

　本当はもう少し──できれば彼女の伯父という人物について知りたかったのだが、それはユリスに聞くことではないだろう。

「よし、それでは《鳳凰星武祭フエニクス》の話に移るぞ」

「《鳳凰星武祭》の？」

　綾あや斗とが首を傾かしげると、ユリスはやや投げやりな苦笑を浮かべた。

「おまえの実力がバレてしまった以上、今までの作戦は使えないからな」

「あ……」

　リミットがあるということだけはなんとか隠し通せたかもしれないが、綺凛と真っ向からやりあった綾斗の力量は誰だれが見ても明らかだ。

　さっきの決闘ではあれだけのギャラリーがいたのだし、きっとすでに動画も出回っているに違いない。

　つまり綾斗の手の内はかなりの部分晒さらされてしまったわけで、相手にとって綾斗の実力が未知数という前提で組み上げていた作戦はもう使えなくなってしまったといえる。

「……ごめん」

「そんな顔をするな。いずれはバレることだったのだしな」

　しゅんとして謝る綾あや斗との髪を、ユリスがくしゃりと撫なでる。

「まあ、おまえが刀とう藤どう綺き凛りんに勝っていれば、少しは楽になったかもしれんが……これは言っても詮無きことか」

「俺が勝っていれば、どうにかなったの？」

「その場合、おまえがうちの序列一位になっていたわけだからな。《鳳凰星武祭フエニクス》の組み合わせでも、比較的楽な場所に配置される可能性が高くなるというわけだ」

「楽な場所って……ああ、トーナメント的にってことか」

　綾斗は合点がいったとうなずいた。

《星武祭フエスタ》ではイベントとして最大限盛り上がるよう、トーナメントの組み合わせには運営委員会の思惑が大きく反映されるようになっている。具体的には一回戦から有力選手同士が当たらないよう、分散させるといった操作などだ。

「私も序列五位だからそれなりの箔はくはあるが、おまえは現状リスト外。綺凛との一戦でおまえの実力が広まったとしても、肩書きがなければそれほどの有望視はされまい。元《冒頭の十二人ページ・ワン》というなら別だろうが」

「うーん、そうか……」

「今から序列上位者を狙ねらおうにも、今月の公式序列戦はもう終わってしまったからな。この時期にほいほい決闘を受けるようなやつもそうはいないだろうし……」

　不正防止などのためもあり、トーナメント表の作成はかなりギリギリまで待つのだという。そのため直前の序列変動にも対応しているらしいが、決闘の相手がいないのではどうしようもない。

「まあ、そのあたりはあまり気にしなくてもいい。チャンスがあったら程度に考えておけ」

　ユリスはそう言って、綾斗の頭をぽんと叩たたいた。

　　　　　　　　＊

　翌日の放課後、綾斗は委員会センターの窓口へと足を運んでいた。

　綺凛との決闘で壊れてしまった校章を新調するためだ。

　なにしろこの学園では校章が身分証代わりなので、セキュリティのチェックや授業の出欠確認にも必ず校章が必要となる。壊れたままでは不便でしようがない。朝一番で委員会センターへ申請し、放課後には受け取れると聞いてやってきたのだが……。

「ああ、それでしたら会長が直接お渡しになるそうです」

　窓口の女性は極めて事務的な口調でそう言うと、書類を何枚か取り出した。

「こちらとこちらにサインをお願いします」

「あ、はい……。で、会長ってことはクローディアのところへ行けばいいんですか？」

「ええ。生徒会付属のレスティングルームでお待ちだそうです」

「レスティングルーム……？」

　一体どこだろうと思ったが、訊たずねる前に窓口はぴしゃりと閉まってしまった。

　仕方がないので、とりあえず高等部棟の最上階へと向かうことにする。

　まだ身体からだのあちこちが痛むが、普通に生活する分には問題ない。今日はユリスとの訓練も休みにしてもらったことだし、時間もある。

「ま、生徒会関係の部屋は全部あの階に集まってるらしいし、行ってみればわかるか」

　窓の外にはすっきりと晴れ渡った夏空。

　屋内は冷房が効いているので快適だが、一歩外に出ればギラギラとした太陽に炙あぶられる灼しやく熱ねつ地獄だ。せめて日が落ちるまでは外には出たくない。

　そんなことを考えながらレスティングルームとやらを探していると、思いの外あっさりとそれは見つかった。

　いつもの生徒会室の二つ隣、いわゆる角部屋だが、外から見るだけでもずいぶんと広そうだ。

　インターホンが付いていたので押してみると、すぐにクローディアの声が返ってきた。

『ようこそ、綾あや斗と。どうぞお入りください』

　その声に従って中へ入る。

　と、綾斗は目を疑った。

　なんとそこには小さな南国が広がっていたのだ。

　部屋の中央には涼しげな水を湛たたえたプールが広がり、そこここに椰や子しの木や蘇そ鉄てつといった普段はあまり見慣れない植物が植えられている。壁面はガラス張りになっていて、燦さん々さんと日が差し込んでいた。

　プールサイドには真っ白なデッキチェアが一脚置いてあり、その上に寝そべったクローディアが空間ウィンドウを複数浮かべてなにやら作業をしている。

「えーと、これは……」

「ふふ、驚きましたか」

　クローディアは空間ウィンドウをまとめて消し去ると、ゆっくりと身体を起こした。

「っ！」

　その姿を見た綾斗は思わず硬直してしまう。

　クローディアはプールサイドに相応ふさわしく水着姿だったのだが、それがあまりにも大胆すぎるデザインだったためだ。いや、デザインとしては良質なのかもしれないし、ビキニタイプのそれはとてもよく似合っている。ただ、それをまとう本人のプロポーションが艶なまめかしすぎるため、目のやり場に困るのだ。

　率直に言って、肌色の面積が多すぎる。

「ここは数代前の生徒会長が無理を言って作らせた部屋なんですよ。なかなか大胆な無駄遣いですが、元に戻すのにもお金が掛かるので、ありがたく利用させていただいています」

「そ、そうなんだ……」

　クローディアは視線を逸そらしている綾あや斗とを見て、くすくす笑っている。

「で、でもさ、すぐそこが湖なのに、わざわざ屋内にプールを作らなくてもいいんじゃないかな」

「あら、綾斗は知りませんでしたか。ここの湖は遊泳禁止ですよ」

「え？　そうなの？」

「このあたり一帯は万応素マナの濃度がかなり高いですからね。変異体も何種類か発見されていますし」

　変異体というのは、《落星雨インベルテイア》以降万応素の影響によって変異したとされる動植物のことである。人間でさえ《星脈世代ジエネステラ》という形で影響を受けているのだから、他の生物がそれを免れ得ないのは当然だ。

　とはいえ今のところ人間の脅威になるような──あるいは《星脈世代》のように元の種とかけ離れた能力を持つようになった変異体は報告されていない。

「正式に捕獲された例がないので今のところは噂うわさ程度ですが、水中に巨大な影を見たといった報告があったり、地下区画で怪物を見たといった報告があったりするんですよ。ふふ、怖いですね」

　クローディアはデッキチェアから立ち上がると、綾斗の前までやってきて「がおー」と両手を広げて見せた。

　少しも怖がっているように見えない。

　というか、その拍子に胸が大きくバウンドしてますます目のやり場に困る。

「た、ただの見間違いとかじゃないのかな」

「あらあら、意外とリアリストなのですね」

　クローディアはしばらく楽しそうに肩を震わせていたが、ふと思い出したかのように手を叩たたいた。

「そうそう、綾斗はこれを取りにいらしたんですよね」

　そう言って綾斗に真新しい校章を手渡す。

「ああ、うん。ありがとう、クローディア。……ところでこれ、今どこから取り出したんだい？」

　さっきまでクローディアの両手は空だったはずだ。

「ふふ、秘密です」

「……そっか、秘密か」

　なんとなく嫌な予感がするので追求するのはやめておこう。

「それにしても驚きました。まさかあなたが刀とう藤どうさんと決闘するなんて」

「止やむに止まれぬ事情があってね」

　どうせ粗方の事情は知っているだろうと思い、簡潔に答える。

「刀藤さんの伯父様……ですか？」

　綾あや斗とははっと視線を上げた。

「クローディア、あの男のこと知ってるの？」

「もちろんです。なかなか厄介な方ですからね」

　クローディアはそう言うとプールへ向かってゆっくりと歩みを進める。

　仕方なく綾斗もその後を付いていくと、クローディアは足だけをちゃぽんと水へ沈めた。

「うふふ、心地よいです。綾斗もいかがですか？」

「いや、俺は制服だし」

「脱いでしまえばいいじゃありませんか」

「いやいや、水着もないし」

「私は気にしませんよ。むしろウェルカムです」

「俺が気にするの！　てゆーか、それよりクローディア──」

　焦れた綾斗が先を急せかすと、クローディアは口元に手を当ててくすくす笑う。

「はいはい、わかりました。刀藤さんの伯父様ですね」

　そこまで言うと、いつもにこやかなその表情がほんの少しだけ引き締まった。

「刀藤綺き凛りんさんの伯父様、刀藤鋼こう一いち郎ろう氏は、我が星せい導どう館かん学がく園えんの運営母体である統とう合ごう企き業ぎよう財ざい体たい「銀ぎん河が」の社員です。肩書きは統合エンターテインメント事業本部第七教導調査室室長。極東エリアのスカウト関連部門を統括している方ですね。教導調査室は我が学園のスカウトを実質的に管理しているところで、《星武祭フエスタ》の成績にも密接に関わるためかなり強い権限を持っています」

「お偉いさんってこと？」

「んー、微妙なところです。あえて言うなら幹部候補、といったところでしょうか」

　綾斗の質問に、クローディアは人差し指を顎あごに当てて答える。

「もっとも刀藤氏は幹部の椅い子すを手に入れる気満々といった感じですね。そのために実の姪めいを目いっぱい利用しているようです。彼女の決闘相手の選出やスケジュールなど、ほとんど刀藤氏が管理して行っているようですね」

「利用って……じゃあやっぱり刀藤さんは、あいつに無む理り矢や理り闘わせられて──」

「それはどうでしょう。彼女には彼女の目的があるようですし」

　ばっさりと否定するクローディア。

「それより注目すべきは、刀藤氏のやり方です。確かに自分が目をかけた学生が活躍すれば、出世への足がかりにはなるでしょう。しかし普通はここまで一人の学生に肩入れするような真ま似ねはしません。それは失敗した時に自分へ返ってくるダメージのほうが大きいからです。ましてや自分の身内では、批判は倍増でしょう。それなのに、鋼こう一いち郎ろう氏はあえてそれをやっている」

「……自信があるんだろうね。刀とう藤どうさんの力に」

　綾あや斗との言葉にクローディアは嬉うれしそうにうなずいた。

「いいですね。さすがは綾斗、ご明察です」

「なにしろこてんぱんにやられたから」

「あら、結構良い勝負だったように見えましたけど？」

　クローディアはさらに探りを入れるような言葉を向けたが、綾斗は苦笑するだけで答えなかった。

「まあ、なんにせよ刀藤氏が幹部の座を射止めるのは難しいと思いますよ。刀藤綺き凛りんさんの成功失敗に関わらず、ね」

「どうしてだい？」

　綺凛が活躍すれば出世の足がかりになると言ったのはクローディアだ。

「刀藤氏はあまりに我が強いですから」

「え？」

「強すぎる我欲をお持ちの方は、統とう合ごう企き業ぎよう財ざい体たいではある程度までしか出世できないのですよ。これは銀ぎん河がだけではなく、界龍やフラウエンロープといった他の統合企業財体でも同じことです」

　クローディアはそう言うとプールの水を両手ですくい上げ、それを少しずつこぼしていく。か細い流水が陽光に煌きらめき、綾斗は少し目を細めた。

「統合企業財体の幹部というのは、何段階もの精神調整プログラムを受けて、徹底的に我欲を排除された方しか到達できないのですよ。だからこそ、統合企業財体において幹部以上の方々が関与するような不正はほとんど存在しません。彼らは絶大な権力を持っていますが、ある意味では統合企業財体という巨大な化け物に奉仕するだけの存在に過ぎないのです」

「……詳しいんだね？」

　統合企業財体の内部情報──それも幹部級の人物に関する情報は、基本的に極秘事項のはずだ。

「ええ、私の母がそうですから」

「お母さんが？」

　これには驚いた。

　良いところのお嬢様なのだろうとは思っていたけれど、まさか統合企業財体幹部の令嬢だったとは。

　今の世界では、ある意味でお姫様であるユリスよりも上流階級といえるかもしれない。

「ふふっ、幹部の方々が集まっているところはなかなかに面白いですよ。みんな同じ人に見えてしまって、私でもどれが母だかわからなかったくらいです」

　クローディアはそう言ってころころと笑った。

　……いや、笑うところなのだろうか、それ。

「そうそう、ところで刀とう藤どうさんといえばあの刀とう藤どう流りゆう宗家のお嬢さんらしいですね。綾あや斗とはご存ぞん知じでしたか？」

　そこでクローディアはぽんと手を打ち、唐突に話を変える。

「あー……それは知らなかったけど、さすがに剣を合わせた時点で流派はわかったよ」

　刀藤流というのは今現在かなりの隆盛を誇っている剣術の一派だ。

　精神性を重視し、厳しい指導を徹底しているため、《星脈世代ジエネステラ》の幼少期精神修練プログラムに推奨されている。そのため門下生には《星脈世代》が多く、海外にも支部道場を持つなど、綾斗の天あま霧ぎり辰しん明めい流りゆうとは比較にならない規模の流派だった。

　その宗家の娘となれば、あの腕前にも少し納得できる。

　クローディアはふっと息を吐くと、そのまま流れるようにプールへ身を沈めた。

　魚のようにほとんど音も立てずにもぐり、プールの中央部分で再び浮かび上がる。

「それで、綾斗はどうするおつもりですか？」

　その声には、どこかからかうような響きがあった。

　元から答えは期待していないのだろう。

　それが綾斗にもわかったので、何も答えず肩を竦すくめて見せるだけにしておいた。

　　　　　　　　＊

「刀藤綺き凛りん、か……」

　なぜだかはわからないが、妙に気になる女の子だった。

　もちろん鋼こう一いち郎ろうのこともあるが、それ以外にも引っかかる部分がある。どこか自分に近いものを感じるというか……しかしそれがなんなのかがよくわからない。

　心当たりをぼんやりと考えながら寮へ戻ると、なにやら様子がおかしいことに気が付いた。妙にざわついているというか、不思議な緊張感と高揚感に満ちている。

「なにかあったのかな……？」

　誰だれかに聞いてみようと思って一歩踏み出した瞬間、綾斗に気が付いた周囲の学生が一斉にざわめいた。

「来たぞ……」

「天あま霧ぎりだ……」

「あいつが……」

「一体なんでまた……」

　よく聞き取れないが、囁ささやき交わされる言葉の端々からは、好奇心や嫉妬や憐れん憫びんが入り混じった複雑な感情の色が漏れ出しているようだ。

「……え？　なに？」

　わけがわからず周囲を見回していると、そんな学生たちの間から英えい士し郎ろうが顔を出した。

　もう楽しくて楽しくて仕方がないといった表情をしている。

「よう天霧、遅かったな。お客さんがきてるぜ」

「お客さん？　俺に？」

「おうよ。応接室に通してるから、さっさと行ってきな」

「あ、ああ」

　英士郎に急せかされるまま、共用フロアの端にある応接室へ向かう。

　その道中もやけにジロジロと見られたが、綾あや斗とはふと同じようなことがあったのを思い出した。

　そういえばユリスと決闘した後、初めてこの男子寮へ来た時もこんな感じだったかもしれない。

　そして、はっと思い当たる。

　ということは──。

「あ……ど、どうぞ」

　応接室のドアをノックすると、愛くるしい声が返ってきた。

　やっぱりと思いつつ、ドアを開ける。

　応接室のソファへやや緊張気味にちょこんと座っていたのは、我らが星せい導どう館かん学がく園えん序列一位──刀とう藤どう綺き凛りんその人だった。


第五章　素顔の少女

「せ、先日は大変失礼しました！」

　応接室に入るなり、綺き凛りんはあたふたとソファから立ち上がり、ぺこりとお辞儀をした。

「ああ、いや、キミが謝るようなことはなにも……」

　綾あや斗とはそう言って両手を振る。

　男子寮の応接室は八畳ほどの広さで、革張りの応接セットが置いてあるほかは特に見るべきものもないような簡素な部屋だった。

　外に面していないため窓もなく、その代わりに擬似環境再現ウィンドウが常時それらしい景色を映し出している。

「それより俺のほうこそいろいろとごめん。なんかかえって困らせちゃったみたいで」

「い、いえ、そんな……！」

　綺凛は頭を下げたままわずかに顔を上げ、おずおずとこちらの様子をうかがうように視線を向けた。

「あの……お、怒ってないですか？」

「なんで俺が怒らなきゃならないのさ」

　苦笑する綾斗を見て、ようやく綺凛の表情が少しだけ緩む。

「まぁ、キミの伯父さんには少なからず思うところがあるけどね」

「う……それは、その、誠に申し訳なく……」

「……いや、だからキミが謝る必要はないんだってば」

　再び俯うつむいてしまった綺凛に、綾斗は困ったように頭を掻かいた。

　いい子なのはわかるのだが、どうにも気が小さいようだ。

（これであの強さなんだから、なんというかギャップがすごいよなぁ……）

　今にも泣き出しそうな様子で瞳ひとみを潤ませている綺凛の頭にぽんと手を乗せ、優しく撫なでる。

「あぅ……」

　綾斗としてはほとんど無意識でやったことだったが、綺凛の顔がほんのりと赤く染まるのを見て、慌てて手を引いた。

「えっと、それで──なにか俺に用事でも？」

「え？」

「まさかわざわざ俺に謝るためにやって来たわけじゃないでしょ？」

　すると綺凛はきょとんとした表情で首を傾かしげた。

「いえ、そうですけど？」

　そしてさも当然と言ったように答える。

「ああ、そうなんだ……」

　加えて、かなり律儀らしい。

　なんとなくだが、この子の性格が掴つかめてきたような気がする。

「あ、でも、それだけじゃなくて──」

　綺き凛りんはそこで言葉を切ると、改めて綾あや斗とへ向き直って深々と頭を下げた。

「あの、ありがとうございましたっ！」

「……はい？」

　謝られるようなこと以上に、感謝されるようなことに心当たりがなかった綾斗は、ぽかんとした顔で聞き返す。

「ありがとうって……なにが？」

「あ、天あま霧ぎり先輩は、見ず知らずの私を伯父様から庇かばってくれました……！　その、あんなことになってしまいましたが、ほ、本当に嬉うれしかったのです！」

　真っ赤な顔で、声を張って言う。

　だが綾斗は力なく首を振った。

「いいよ。結局、キミの力にはなれなかったわけだしね」

「そんなことは……！」
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　そう言いかけた綺き凛りんに、綾あや斗とはふと真剣な表情で人差し指を自分の口の前で立ててみせる。その視線は応接室の扉へと向けられていた。

　綺凛もすぐに察したのか、息を潜めて視線だけで了解の意を示す。

　綾斗が気配を殺しつつ扉に近づき、タイミングを計ってから、ぐっと開くと──

「おわあっ!?」

　扉にへばりついて中の様子をうかがっていた連中が、雪崩をうって転がり込んできた。

　当然のようにその先頭にいた顔なじみに向かって、綾斗は呆あきれ顔がおで言った。

「ずいぶんと取材熱心だね、夜や吹ぶき」

「ははは……ま、まあな」

　やや顔が引きつっているのは、本人にも少しは後ろめたいと思う心があるためか。

　綾斗にとっては予想通りだったが、綺凛にとっては違ったらしい。呆あつ気けに取られたような顔をしている。

「……刀とう藤どうさん、話の続きは外でしようか。寮まで送っていくよ」

「あ、はいっ」

　綾斗がそう言うと、綺凛は慌ててうなずいた。

　　　　　　　　＊

「うーん、外はこの時間でもまだまだ暑いね」

　夕暮れ時の夏空は、鮮烈な赤。

　点灯したばかりの街灯の光も、その赤に塗りこめられてしまったかのようで、いまいちその役目を果たせていない。

　そんな夕闇と夕焼けが支配する遊歩道を、綾斗と綺凛は並んで歩いていた。

　綺凛の顔もほんのりと朱色に染まっていたが、もっともこれは夕日のせいばかりではないようだ。

「刀藤さん、大丈夫？」

「えっ？　あ、は、はい……！」

「ひょっとして──緊張してる？」

　その問いに、綺凛は照れたような笑みを浮かべた。

「ご、ごめんなさいです。わたし、家族以外の男の人とこんな風に歩くの、初めてで……」

「へぇ」

「お父さ──父が厳しかったものですから」

　さすがは刀とう藤どう流りゆう宗家。厳格な家庭のようだ。

「そっか。刀藤流は稽古も厳しいって聞くけど、公私にわたってってことなんだなぁ」

「うちの流派をご存ぞん知じなのですか？」

「そりゃ俺も剣士の端くれだからね。『鶴を折るが如し』と謳われる刀とう藤どう流りゆうを知らないわけないよ」

　何気なく言ったその一言に、綺き凛りんの表情がぱぁっと明るくなった。

「そういえば、天あま霧ぎり先輩の流派は古流ですよね？」

「え？　うん、そうだけど……よくわかったね」

　天あま霧ぎり辰しん明めい流りゆうは刀藤流と比較するのもおこがましいような極めてマイナーな流派だ。綺凛が知っていたとは思えない。

「先日の決闘の際、時折腰を落とした構えが見受けられたので、そうじゃないかなと」

　これには少し驚いた。

　確かに天霧辰明流は開祖から数えて五百年の歴史を持つ古流剣術だ。この時代の剣術はいわゆる介かい者しや剣けん術じゆつであり、重装備の防具を付けたまま動くことを前提にしているため、基本姿勢は深く身を落とすことになる。

　一方の刀藤流は幕末に開かれた比較的新しい流派であり、こちらは直立姿勢を基本とする素す肌はだ剣けん術じゆつである。どちらが優れているというわけではないが、少なくともアスタリスクでの決闘のように双方身軽な状態で一対一の闘いとなった場合、速度の面で後者のほうが若干有利であることは否めない。

　長い歴史の中で天霧辰明流も素肌剣術を取り入れていったものの、開祖から伝わるような技を使おうとすれば、必然的に身を沈める形となる。

　綺凛はどうやらそのあたりを見抜いたようだ。

「天霧先輩は防御姿勢から動くときは摺すり足あしでしたし、正眼に構えた際の剣先がかなり高めでした。これも古流の特徴です。本当は剣を合わせてもらえればもう少しわかったのですけど、天霧先輩の《黒炉の魔剣セル＝ベレスタ》相手ではそうもいかなくて……あ、でもあの純星煌式武装オーガルクスはすごいですね！　相対しているだけでも天霧先輩の星辰力プラーナが大量に流れ込んでいくのを感じました。あれを維持できるなんて、それこそ──」

　瞳ひとみをキラキラさせ、ぐっと身を乗り出すようにして喋しやべっていた綺凛は、しかしその途中ではっとしたように口をつぐんだ。そして見る間にかぁっと赤面し、ちょこちょことした足取りで後ずさる。

「す、す、すみません。わたし、つい……」

　不ふ憫びんになるくらい恐縮している綺凛に、綾あや斗とは思わず噴き出しそうになった。

　その仕草はやっぱり小動物めいている。

　ついついまたその頭を撫なでたくなってしまったほどだ。

「刀藤さんは剣術が好きなんだね」

「は、はいっ」

　それでも綾あや斗とのその質問には、きっぱりと答えた。

　まっすぐに前を見詰め、少しだけ寂しそうに先を続ける。

「……わたしは剣術以外能がないですから」

「そんなこと──」

　言いかけた綾斗を、首を振って制する。

「いいえ、本当なのです。わたしは頭も良くないですし、ドジで、臆病で、家事だって満足にできなくて……でも、そんなわたしでも剣を握っている間は誰だれかの役に立てるのです。だから、それは楽しいし、大好きです」

「そっか」

　明確な意思と、答えだった。

　そこには綾斗が口を挟むような余地はない。

　けれど綾斗にはその志と行動の間に、やはりなにか微妙な齟そ齬ごがあるように感じられた。

　それがどうしても気に掛かる。

「それにわたしには叶かなえたい──いえ、叶えなければならない願いがあります」

「刀とう藤どうさんの願いって？」

「……父を助けることです」

　自分自身に向けて言い聞かせるように、綺き凛りんはぼそりとつぶやいた。

「──そのために、伯父さんの言うことをきいているのかい？」

　少し踏み込みすぎかとも思ったが、どうしても気になったのでずばり核心部分をついてみる。

　案の定、綺凛は少し面食らったようだったが、やがて小さくうなずいた。

「……伯父様はわたしと違ってとても有能な方です。わたしが望みを叶えるために、一番適切で最短の道筋を示してくださいました。序列一位という過分なこの肩書きも、わたし一人の力では決して手にすることができなかったはずです。伯父様には……とても感謝しています」

「たとえ出世に利用されているとしても？」

　当然綺凛もそれを知っていたのだろう。

　驚くこともなく、儚はかない笑みを浮かべる。

「わたしは自分の願いを叶えるための道を示してもらい、伯父様はその過程で相応の利益を得る──だからこれは対等の取引なのです」

「……とてもそうは見えなかったけど」

　先日の光景を思い出し、綾斗は顔をしかめた。

　理不尽な暴力を振るわれてなにも抗あらがえない関係は、とても対等などとは言えないはずだ。

「伯父様はわたしたち《星脈世代ジエネステラ》を嫌っていますから」

　だから仕方がないのだと。

　自分が我慢すればそれでいいのだと。

　苦笑を浮かべる綺き凛りんの瞳ひとみはそう語っていた。

「──」

　綾あや斗とは続く言葉を紡ごうとして、やめる。

　これ以上は敗者である自分が立ち入ることのできる範囲を越えてしまう。

　ここまでに留とどめておくべきだ。

　……少なくとも、今はまだ。

「あ、ところで……わたしからもおうかがいしていいですか？」

　と、綺凛がおずおずと綾斗の顔を覗のぞき込こんできた。

「うん、なんだい？」

　わかりやすい話題の変え方だとは思ったものの、ここは乗っかっておく。

「天あま霧ぎり先輩は、普段どんなトレーニングをしてるのでしょう？」

「トレーニング？」

　ずいぶんと変わったことを訊きいてくるものだ。

「えーと、朝は走りこみと型稽古、それから素振りかな。放課後は今はユリスと一緒にタッグ戦の特訓をしてるから……」

「ふむふむ」

　気が付くと綺凛は真剣な表情でメモを取っていた。

「走りこみはどのくらいやってるのですか？　それからルートは？　あとあと……」

　しかも妙に詳しく聞いてくる。

　どうやら話題を変えたいだけではなく、本当に興味があったことらしい。

　細かな質問に一つずつ丁寧に答えていくと、綺凛は満足そうに息を吐いた。

「ありがとうございます。参考になりました」

「いや、別にいいけどさ。ずいぶん熱心だね」

「はい。やっぱり強い方の訓練方法は勉強になりますから」

　そう曇りのない笑顔で答える。

「今は自分でメニューを決めないといけないのですが、やっぱり不安で……。それに一人だと組太刀もできませんし」

「なんだ、それなら俺たちの訓練に参加してみるってのはどう？　ああ、もちろん刀とう藤どうさんさえ良ければ、だけど」

「えっ？」

　よほど意外だったのか、綺凛は大きく目を見開いた。

「い、いいのですか？」

「んー、まあユリスに聞いてみないとあれだけど、たぶん大丈夫じゃないかな」

　頭の片隅では「勝手に安請け合いするな！」とユリスの幻影が不機嫌そうな顔で口を尖とがらせていたが、事情を話せばわかってくれるだろう。

　綺き凛りんは一瞬顔を綻ほころばせたが、すぐにしゅんとなって俯うつむいてしまった。

「ごめんなさいです……お誘いはとっても嬉うれしいのですが、リスト入りしている方々──特に《冒頭の十二人ページ・ワン》の皆さんとは距離をおくよう伯父様からきつく言われているのです」

「え？　なんでまた？」

「不用意に手の内を晒さらさぬように、とのことで……」

　なんとまあ、用心深いことだ。

「わかった。だったら、俺の早朝訓練に付き合ってくれないかな」

「天あま霧ぎり先輩の……？」

「俺なら『在名祭祀書ネームド・カルツ』入りもしてないし、問題ないでしょ？」

　これなら鋼こう一いち郎ろうも文句のつけようがあるまい。

「そ、それは天霧先輩と、ふ、ふ、二人っきりで、ということ、ですか？」

「うん。だから安心していいよ」

　その言葉に綺凛は複雑そうな表情で俯いてしまう。

「あれ？　どうかした？」

「い、いえ。ええっと……そ、それじゃお言葉に甘えて」

　綺凛ははにかみながら、こくんとうなずいた。

「じゃあ、細かい時間とか場所は後で連絡するから──」

　とりあえず携帯端末の連絡先などを交換しておく。

　それから訓練のメニューなどを話し合っているうちに、いつの間にか女子寮へと着いてしまっていた。

「あの、今日はいろいろとありがとうございました」

「うん、こちらこそ」

「じゃ、じゃあ、また明日、よろしくお願いします」

　綺凛は直角になるくらいしっかりと頭を下げると、小走りで女子寮へと入っていった。

　綾あや斗とはそれを見送りながら、軽く息を吐き出す。

　周囲にはすっかり夜の帳が下りてしまっていて、深い群青色の空には綺き麗れいな月がぽっかりと浮かんでいた。

　少し風も出てきたようで、街路樹がざわめくような葉擦れの音を奏でている。

「……」

　綾斗はその中に、ほんの微かすかな気配が隠れているのを感じていた。

　どこからかはわからないが、確かに見られている。敵意は感じられないが、間違いない。

（どこだ……？）

　隠れている相手に気取られないよう視線を巡らし、位置を探る。

　遊歩道には綾あや斗と以外の人影はない。

　隠れられるとしたら街路樹の陰か、あるいは──

（上か……!?）

　綾斗がはっとして頭上を見上げるのと、街路樹の枝を揺らして小さな影が飛び降りてくるのとは、ほぼ同時だった。

　その影はまるでそういった妖怪のように、綾斗の背中へがしっと捕まる。

「うわあっ！　……て、さ、紗さ夜や……？」

　一瞬焦った綾斗だったが、首を回してみれば背中におぶさってきたのはクラスメイトでもある幼おさな馴な染じみだった。

「はぁ……なんだ、驚かせないでよ……心臓に悪いじゃないか」

　綾斗は安あん堵どの息をつくと同時に、相変わらず突飛すぎる行動をかましてくれる幼馴染に苦言を呈す。

「……今の、誰だれ？」

　が、紗夜はそんな抗議など聞いてもいないといった体で、綾斗の首に回した腕に力を込めてきた。当然、きゅっと喉のどが絞まる。
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「ぐえっ……！　ちょ、ちょっと紗さ夜や……！　く、苦しいってば！」

「……いいから答える。さっきの、誰だれ？」

「こ、答えようにも、これじゃ……！」

「……あ」

　そこでようやく気が付いたのか、紗夜は腕を放すと綾あや斗との背中からひょこんと降りた。

「ごめん。思うところあって、つい力が入った」

「けほっ、けほっ……！　あー、いや、別にいいんだけど……紗夜はあんなとこで一体なにしてたのさ」

「綾斗を探してた。……高いとこから探したほうが、効率的」

「俺を？　なんでまた？」

　意外な答えが返ってきたので聞き返す。

「タッグパートナーの件。綾斗の答えを聞きたい」

「ああ──」

　タッグパートナーということは、《鳳凰星武祭フエニクス》のことだろう。

　どうやら本気で今から出場するつもりらしい。

「悪いけど、今回はユリスと組む。これは譲れないんだ」

　そう、約束したから。

「……そうか。わかった」

　と、あっさり紗夜は引き下がった。

　紗夜は基本的に頑固なほうなのだが、こちらが本気だと伝えればちゃんと納得してくれる。こんなやり取りは、昔は日常茶飯事だった。

「ところで──さっきの、誰？」

　紗夜が話題を元に戻す。

　若干、その瞳ひとみに警戒の色が現れているのは気のせいだろうか。

「あれはうちの中等部の刀とう藤どうさんだよ。学内ニュースかなんかで聞いてないかな？」

「……ああ。昨日、綾斗と決闘したという序列一位」

「そうそう」

　綾斗がうなずくと、紗夜は不機嫌そうに眉まゆをひそめた。

「ということは、あれで中等部の一年……」

　紗夜は綺き凛りんが去っていった方向を睨にらみ、その後自分の身体からだをじっと見詰める。それからぺたぺたと自分の身体を──特に胸の部分を重点的に──触っていた。

「……世界は不公平に満ちている」

　言いたいことはわからないでもないが、角が立つのでやめておく。

「まあまあ、彼女もあれで紗夜と似ているところもあるんだから」

「……どこ？」

「彼女、自分の父親のためにここへやってきたらしいよ。細かい事情までは聞いてないけど、ちょっと似てるなと思ってさ」

「……」

　紗さ夜やは否定も肯定もしなかった。

　ただいつものように無表情で、ぼそっとつぶやく。

「父親……」

　　　　　　　　＊

　翌朝、高等部校舎前。

　綾あや斗とが待ち合わせの時間五分前に到着すると、そこにはすでに綺き凛りんの姿があった。

「おはようございます、天あま霧ぎり先輩」

「おはよう、刀とう藤どうさん」

　綺凛は当然ながら制服姿ではなく、簡素ながらも可愛かわいらしいトレーニングウェアをまとっていた。その腰には大き目のウェストポーチと日本刀が差してある。

「さて、それじゃまずは走り込み……の前に、ストレッチだね」

「はいっ」

　まずは身体からだを温めるためにも、しっかりと柔軟体操。

　普段はできない二人一組で行うようなストレッチも、今日は問題なくできてしまうのはありがたい。

　もっとも綺凛が身体を揺する度に、その胸も合わせて弾むのには目のやり場に困った。確かにこれで十三歳というのだから、驚きを隠せない。

　さらに二人で組んで行うストレッチでも、ことあるごとにそれが当たってくるのでさらに困る。

　クローディアの場合はからかい半分というのが伝わってくるのでまだいいのだが、綺凛の場合完全に無邪気なだけあって性質が悪いというか……対応に苦慮してしまう。

「どうかしましたか？」

「あ、いや、なんでもないよ」

　きょとんとした顔で屈伸をしていた綺凛が首を傾かしげるが、その度に「ばいんばいん」とでも効果音が鳴りそうな光景だった。

　トレーニングウェアのほうが制服よりも身体のラインが出てしまうという理由もあるのだろうが。

「ああ、そういえば普段刀藤さんはどんなコースを走ってるの？」

「わたしは学園の外に出て、アスタリスクの外周をぐるっと周回するようにしています」

「へぇ、外に出るんだ」

　綾あや斗とは走り込みと言っても短距離ダッシュがメインだったので、それは新鮮だった。

「よし、じゃあ俺もそうしてみようかな」

「わかりました。じゃあ、わたしが先行しますね」

　綺き凛りんがにっこりと笑う。

　昨日から思っていたことだが、綺凛は表情豊かな女の子だ。

　ネガティブな顔をしている時のほうがやや多いかもしれないが、こうして見せる笑顔はとても可愛かわいらしいと綾斗は思う。

　やはり、思わず頭を撫なでたくなるような愛くるしさだ。

「？　どうかしましたか？」

「ん、なんでもないなんでもない。それじゃお願いするよ」

　綾斗もアスタリスクに慣れてきたとはいえ、それはもっぱら星せい導どう館かん学がく園えんの内部に関してだ。都市部についてはユリスに案内してもらったくらいの知識しかないし、それ以外で出歩いたこともない。

「了解ですっ」

　一方、綺凛は俄が然ぜん張り切っているらしく、その瞳ひとみは真剣そのものだ。

「あ、でもその前に……天あま霧ぎり先輩はウェイト使ってますか？」

「ウェイトって？」

「ええっと……つまり、こういうのです」

　綺凛はウェストポーチからゼッケンのようなものを取り外して綾斗へ手渡してきた。

　持ってみると、それはずしりと重い。

　おそらく常人なら持ち上げることさえ難しいだろう。

「学園の敷地内ならわたしたちの速度で走っても問題ないですけど、外じゃそうはいきませんから」

「ああ、そっか。確かに危ないもんなぁ」

《星脈世代ジエネステラ》は軽く走っても自動車の法定速度程度は楽に出せてしまう。全力ならばその比ではない。そんな速度でもし常人とぶつかるようなことがあれば、当然あちらは怪け我がではすまないだろう。

《星脈世代》が常人を傷つけた場合、よほどの事情がない場合厳罰に処されることが多い。たとえ、それが過失であってもだ。

「これを付けていればそんなにスピードも出せませんし、トレーニングにもなります」

「なるほどね」

　実家にいた頃は、長距離の走り込みといえばもっぱら裏山のような人気のない場所で行っていたので、こうした工夫は新鮮だった。

「天あま霧ぎり先輩の分もあるので、どうぞ使ってください」

「ありがとう。じゃあ、貸してもらおうかな」

　付けてみると、やはり重い。これはかなり効果的だろう。

「では、参りましょうか」

　綺き凛りんはそう言うと、先導するように走り出した。


第六章　霧中の魔手

「──最近、刀とう藤どう綺凛とずいぶん仲が良いようだな」

　綾あや斗とが北ほく斗と食しよく堂どうの食券機前でなにを選ぼうかと悩んでいると、背後から突然声が掛かった。振り向いてみれば、すぐ後ろには華やかな薔薇色の髪をした少女がいかにもな仏頂面で立っている。

「ああ、ユリスか。そっちも今からお昼かい？」

　英えい士し郎ろうは金欠、紗さ夜やは寝坊で遅刻してきた罰として匡きよう子こからお説教を受けなければならないということで、久々に綾斗は一人だった。

「じゃあ、せっかくだから一緒にどう？」

「そ、そうか？　ま、まあ、おまえがそう言うのなら私もやぶさかではないが……」

　やはりご飯は大勢で食べたほうが美お味いしいと思っているのでそう誘ってみると、ユリスは顔を逸そらしながらもどこか嬉うれしそうな表情でうなずいてみせる。

「よし、今日はチキンカレーにしておこうかな」

　綾斗は券売機の前に並んだ空間ウィンドウから、骨付きのチキンがどーんと自己主張しているカレーを選んでタッチした。

　今時食券方式とは珍しいが、綾あや斗ととしてはそこが気に入っている。

「ユリスは？」

「むぅ……パスタのＡ定食かデザートの付くＣ定食で迷うところだが、ここは……」

　ユリスは顎あごに手を当てて空間ウィンドウに見入っていたが、はっと顔を上げると目を吊り上げて綾斗に怒鳴った。

「ええい、そうではない！　私が聞きたいのは刀とう藤どう綺き凛りんと──！」

　ところがそう言ってユリスが大きく振った腕が、空間ウィンドウへ触れてしまう。

「あ……」

「え……？」

　がこんと音を立てて発行された食券には「スペシャルスパイシーカレー」の文字。

「それって北ほく斗と食しよく堂どうの名物メニューで、激辛の……」

「……い、いいのだ！　私は元からこれが食べたかったのだ！　ほら、私がテーブルを確保してくるから、おまえはさっさと受け取ってこい！」

「う、うん……」

　ユリスに急せかされ、本当にいいのかと思いながらも二人分のカレーを受け取ったが、すでにこの時点から破壊力がすごい。見た目は普通のカレーとそれほど違わないのだが、匂いがもう辛いのだ。

　目に染みるような、という表現が一番近いだろうか。思わず運ぶのを躊躇ためらってしまいそうになるくらい、危険な香りだ。

「綾斗、こっちだ」

　そこへ壁際のテーブル席を押さえていたユリスが、片手を上げてちょいちょいと手招きしてきた。

「お待たせ、ユリス。……でもいいの？　これ、本当にすごそうだよ？」

　そう言ってユリスの前にトレイを置くと、その表情が微妙に曇る。

「か、構わんと言っただろう！　それよりも刀藤綺凛とおまえの話だ！」

「んー、そう言われても、別にここのところ一緒に朝練をしてるだけだしなぁ」

　特に変わったことをしているわけではないので素直にそう話すと、ユリスはどこかほっとしたように少し表情を緩めた。

「ああ、ひょっとしてユリスは、また俺の手の内がバレるかもっていう心配をしてるの？　だったら大丈夫だよ。基本的には基礎訓練しかしてないし、封印を解くようなこともないしね。それに刀藤さんとは前の決闘の時にいろいろバレちゃってるわけだし、今更……」

「いや、そうではなくてだな……」

　ユリスはどこか煮え切らない答えを返してきたが、やがてため息を吐いて弱弱しく首を振った。

「まあいい。とにかくおまえがその調子であるならば特に問題はあるまい」

　なんだかよくわからないが、一ひと先まず納得してくれたようだ。

「ところでユリス。さっきから全然手をつけてないけど……大丈夫？」

「う……」

　見ればユリスのスペシャルスパイシーカレーはまるで減っていない。

　スプーンを動かしているだけで、一口も手をつけていないようだ。

「きついようならそれは残しちゃって、今からでも別の注文をしてくれば……」

「馬ば鹿か者もの！　そんなもったいないことができるか！」

　お姫様のくせに食べ物を粗末にできないあたりは、やはり国の友人たちの影響だろうか。

　ユリスはそう言うと、覚悟を決めた様子でスプーンを口に運んだ。

「──ッ！」

　その瞬間、ユリスの顔が真っ赤になり、次いで真っ青になる。

「ちょ、ちょっとユリス！　本当に無理しないほうが……」

「ぐ……だ、大丈夫だ……！　なんのこれしき……！」

　ユリスは瞳ひとみ一杯に涙を溜めながら、それでも震える声でそう答えた。

　そのまますごい勢いでコップの水を喉のどに流し込む。

　その様子は少しも大丈夫そうではない。

「……あ、じゃあさ、俺のと交換しようか？」

「な、なにっ!?」

　するとユリスは驚いたように目を見開いた。

「こっちのもそこそこ辛いけど、そっちのよりはマシだと思うよ。それでもよければ……」

　だが、ユリスはまるで石像のように固まったように動かない。

「あー、やっぱり俺が手をつけちゃったやつは嫌かな……？」

「ち、違う！　そうではない！」

　綾あや斗との言葉にユリスはものすごい勢いでぶんぶんと首を横に振った。

「わ、私は別にそんなのは気にしないというか、むしろ──」

　と、そこまで言いかけて、はっと口を噤つぐむ。

「い、いや、だが、やはりこれは注文した私に食べきる責任がある。おまえにまかせるわけにはいかん」

「相変わらずだなぁ」

　ここまでくるとあまりの意地っ張りっぷりに感心すらしてしまいそうだ。

　と、そこでふと綾斗に良い説得方法が思いついた。

「でもさ、こういうささいなことでも、お互いにちゃんと素直なところを言い合えないと、タッグパートナーとしてはマズいんじゃないかな？」

「うっ……そ、それは……」

《星武祭フエスタ》をダシに使うのは少し卑ひ怯きような気もしたけれど、これならユリスも少しは融通をきかせてくれるだろう。

「……」

　ユリスは困ったような顔でしばらく綾あや斗ととスペシャルスパイシーカレーを見比べていたが、やがておずおずと両手でそれを差し出してきた。

「……じゃ、じゃあ……おまえのと、その……こ、交換してくれる、か？」

　潤んだ瞳ひとみで上目遣いに、恐おそる恐おそるといった様子でユリスが言う。

　その姿には普段のユリスとは違った可愛かわいらしさがあって、綾斗はドキリと胸が高鳴るのを感じた。

「……綾斗？」

「あ、ああ、うん！　もちろん！」

　心配そうに首を傾かしげるユリスに綾斗は慌ててうなずくと、自分のチキンカレーとスペシャルスパイシーカレーを交換する。

「……あ、ありがとう」

　ユリスはそう言って、スプーンを口に運ぶ。

　その顔が微妙に赤らんで見えるのは、まださっきの辛さが残っているせいだろうか。

[image: ]

（素直なユリスはあんなに可愛かわいいんだなぁ……）

　もちろん普段の強気で意地っ張りなユリスも十分に美人なのだが、なんというかギャップがすごい分、新鮮に感じてしまうのかもしれない。

　そんなことを思いながらなにげなくスペシャルスパイシーカレーを口に放り込んだ綾あや斗とは、そのあまりの威力に悶絶することとなったが──それでもなんとか休み時間内に完食することができたのだった。

　　　　　　　　＊

　固い靴音を響かせながら、長い廊下を褐色肌の女性が急いでいた。

　アルルカント・アカデミー、研究院棟地下ブロック──その中でも最もセキュリティレベルが高いエリアだ。ここは学外の人間や実践クラスの学生はもちろん、研究院に所属しているような成績上位者でさえ、確固たる実績がなければ立ち入りが許可されない一角だった。

　学校の校舎というよりは研究所と言ったほうが近いだろう。機能的な作りで、無機質な白い壁と床が延々と続いている。花や絵画といったような飾り気は一切なく、およそ不必要だと思われるものは全て排除された冷たい世界。

　女性は廊下の途中で校章のチェックと生体認証の二重ロックを抜け、さらに部屋の主から個別に与えられたパスワードを入力しなければならない扉をもどかしげに開く。

「《超人派テノーリオ》の連中が動いたようだぞ」

　部屋に入るなり、褐色肌の女性──カミラが勢い込んで言った。

　しかし大小無数の空間ウィンドウが漂うその研究室の主から返事はない。

　部屋には研究機材と空間ウィンドウが薄ぼんやりとした明かりを提供しているだけで、ほとんど見通しのきかない暗さだ。それでも床には菓子の袋やぬいぐるみ、よくわからない玩具おもちやの残骸などが散らばっているのがわかる。

「……エルネスタ？」

　訝いぶかしげに呼びかけるが、やはり返事はなかった。

　カミラが床のガラクタを踏まないように苦心しながら部屋の奥へ進むと、一際大きい空間ウィンドウの前の椅い子すで、毛布に包くるまるようにして一人の少女が安らかな寝息を立てていた。

「はぁ……起きろ、エルネスタ。おまえが待ちに待っていた状況が始まったぞ」

　ため息を一つ吐き、毛布を剥はぎ取とる。

「んにゃっ？」

　コミカルな目玉を描いたアイマスクを付け、口からは一筋よだれを垂らしていたエルネスタが跳ね起きた。

「おはよう、エルネスタ」

「……いや、寝てない寝てない。ちょっと目をつぶって考え込んでただけデスヨ？」

　アイマスクをズラし、エルネスタははたはたと両手を振ってみせる。

「……ほほう。だったら私がここへやってきた理由を言ってみてくれないか？」

「んー？　《超人派テノーリオ》のやつらが動いたんでしょ？」

　こともなげに言うと、エルネスタは猫のように大きく伸びをした。

「──本当に起きていたのか？」

「ふっふっふ、あたしの神経は寝ている時でも研ぎ澄まされているのだー」

　……それは確かにすごいが、だったらやっぱり寝ていたのではないか。

　カミラはそう思いつつも口に出すことはなかった。

　そんな時間も惜しかったからだ。

「すでに状況は開始されている。あまりボヤボヤしていると見逃してしまうぞ」

　高みの見物をするのにもそれなりに準備が必要だ。

　少なくとも高所まで登る必要がある。

「ほいほい、わかってるわかってるー」

　エルネスタはあくびを噛かみ殺ころしながら、光学キーボードを呼び出した。
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　それを軽やかに操作すると、漂っていた空間ウィンドウが整理され、一つを残して全て消え去る。

　その残った一つを自分たちの前に移動させたエルネスタは不思議そうに首を傾かしげた。

「ありゃ？　剣士くん以外にも誰だれかいんの？」

「聞いて驚け。星せい導どう館かんの序列一位だ」

　これにはさすがに驚いたようで目を丸くする。

「ほっほー。それはそれは」

　エルネスタの瞳ひとみに、煌きらめきが灯ともった。

「それがわかった上で仕掛けるつもりなのかー。そりゃまた気合入ってるわねー」

「まあ、それだけ連中も本気だということだ」

　カミラは手頃な場所に転がっていた椅い子すを引き寄せ、それに腰を下ろした。

「もしくは、よっぽどの自信作なのかしらねー。剣士くんたち、あっさりやられちゃったりして。にひひひ」

　他人事のように言うエルネスタに、カミラが顔をしかめる。

「んで、どのあたりまで釣れたのかにゃ？　もしかして《大博士マグナム・オーパス》を引っ張り出せたりした？」

「あいつが出てくるわけないだろう。この件に関わっているのは、その下──《超人派テノーリオ》の副会長までだ」

　カミラが答えると、エルネスタはさもありなんといった様子でうなずく。

「さっすがに用心深いわねー。……ま、いっか。これで予定してたよりもずっと長く《超人派》を押さえておくことができそうだし」

「そうだな。あまり追い詰めすぎるのもマズい」

　……なにより、あいつが出張ってきては本当に彼らがやられてしまいかねない。

　そうなればなにもかも水の泡だ。

「……しかしまあ、おまえは本当に賭けが好きだな」

「ほえ？」

　カミラが苦笑すると、エルネスタはなんのことかわからないといった顔でこちらを見る。

「危ない橋を渡りすぎる、という意味だ」

　するとエルネスタはニヤリと笑う。

「んふ、そのほうが面白いんだから仕方ないのよん」

　その顔は無邪気なようでいながら、どこか得体の知れない酷薄さを感じさせた。

　　　　　　　　＊

　早朝のアスタリスクは、ほんの短い時間だけ白くぼやけた世界へ姿を変える。

　湖水と大気の温度差から、霧が発生しやすいためだ。日が昇ってしばらくすれば儚はかなく消えていく定めとはいえ、その光景は幻想的で美しく、見る者を魅了する。

　しかしこの日は、いつにも増してその霧が深かった。

「おはようございます、天あま霧ぎり先輩っ」

　白い靄もやの中から現れたトレーニングウェア姿の綺き凛りんが、はにかみながら頭を下げる。

「うん、おはよう刀とう藤どうさん。……しかしまあ、今日はずいぶんと霧が濃いね」

　綾あや斗とは返事をしながら、やや呆あきれた顔で周囲を見回した。

　いつものように星せい導どう館かん学がく園えんの高等部校舎前。

　こうして綺凛と早朝訓練を共にするようになってから数日経たつが──それ以前に一人で訓練していた時も含めて──これほど深い霧は初めてだ。

「そうですね……。あ、でも、聞くところによると冬なんかはもっとすごい日もあるそうですよ」

「へぇ、今日でも十分すぎるくらいなのに」

　なにしろ少し離れてしまうと綺凛の表情さえよくわからなくなってしまうほどだ。

「なんにせよ、こんなに霧が深いと、走りながらはぐれちゃいそうだ。手でも繋つないでおいたほうがいいかもね」

「は、はい、じゃあ……」

「えっ？」

　綾斗は冗談のつもりだったのだが、どうやら綺凛は真に受けてしまったらしい。頬ほおを染めて、おずおずと綾斗の指先を握ってきた。

「……ご、ごめん。一応その、冗談のつもりだったんだけど……」

「はぅっ!?　あ、あの、ご、ごめんなさいです……！」

　綺凛は慌ててぱっと手を離す。

　触れていたのはほんの短い時間だったが、ほのかな温ぬくもりがじんわりと綾斗の指先に残っていた。

「ん、いや、俺のほうこそ……」

　そのままなんとなく二人とも押し黙ってしまう。

「……ええっと……それじゃそろそろ行こうか？」

「そ、そうですねっ」

　ようやく綾斗がそう切り出すと、綺凛はぶんぶんとうなずきながら走り出した。

　基本的なコースはアスタリスクの外周をぐるりと回る環状道路だ。

　さすがに時間が時間だけあってほとんど人通りもなく、時折同じように早朝訓練をしているような学生とすれ違うくらいで、まだ町全体が眠ったままの静けさに満ちている。

　朝あさ靄もやに煙る町並みは見慣れぬ異国へ紛れ込んでしまったかのような気さえしてくるが、湖面のほうへ視線を向ければそこはもう数メートル先さえも見通せないような有様で、むしろ異世界といったほうが近いような光景が広がっていた。

　それでも前を走る綺き凛りんの足取りは軽やかで、そんな感慨とは一切無縁の確かさが感じられる。

　そうして湖岸沿いの歩道を淡々と走っているうちに、ふと綾あや斗とは妙な気配に気が付いた。

　──背後から、なにかがつけてきている。

　一定の間隔を保ってはいるが、向こうもこちらのペースに合わせて動きを調整しているようだ。

「……天あま霧ぎり先輩」

　綺凛も気が付いたらしく、速度を落として綾斗と並ぶと小声で声を掛けてきた。

「うん……一人じゃないね」

　綺凛と目配せをして、ふいに走るペースを落とす。

　と、背後の気配がわずかに戸惑った様子が伝わってきた。

「四──いや、五人かな？」

「はい……。でも、なにか変です」

　綺凛は訝いぶかしそうに眉まゆを寄せる。

「この気配、人というよりはむしろ──」

　綺凛がつぶやくようにそう言ったところで、二人の足が同時に止まった。

　今度は意図的にそうしたわけではない。唐突に道路が封鎖されていたためだ。

「工事中？　いやでも、昨日まではこんなのなかったぞ……？」

　霧が深いせいで直前まで気が付かなかったが、そこには実際に立ち入りを拒むような標識が歩道まで封鎖している。

「無視して突っ切ることもできなくはないだろうけど、どうしたものかな？」

「こうまで見通しが悪いと危険かもです。罠わなかもしれませんし」

　背後の気配はやはり一定の距離を保ったまま止まっていた。

　こちらの出方を伺っているようだ。

「一応迂う回かい路ろっぽいのがあるんだけど……こっちはこっちで罠っぽいんだよなぁ」

　封鎖された道路の直前で、迂回できる道が残されていた。右側はしばらく前から高めのフェンスで囲まれた大きめの公園が続いており、その入口の一つがぽっかりと口をあけている。

「そもそもどっちが狙ねらわれてるのかな。刀とう藤どうさん、心当たりは？」

「えっと、それなりに、まあ……」

　序列一位なのだからそれも当然か。

「天あま霧ぎり先輩もなにかあるのですか？」

「うん、まあ、それなりにね」

　当然脳裏にはエルネスタの顔が思い浮かんでいたものの、なんとなくだが違和感があった。しかし今はそれをゆっくり考えていられるような状況ではない。

「二手に分かれるってのも手ではあるけど……」

「少なくとも、どちらが狙ねらいかはわかりますね」

　ただし二人ともターゲットだった、というケースの場合は最悪だ。無駄に戦力を分散させることになる。

「ま、ここは一緒にいこうか」

「はいっ」

　心なしか、綺き凛りんの声は嬉うれしそうだった。

「となると、あとはどっちに進むかだけど──」

　そこまで言って、口をつぐむ。

　背後の気配に動きがあったからだ。

　しびれを切らしたのか、わずかずつだがこちらへにじり寄ってきている。

　その距離が十メートルを切ったあたりで、先ほど綺凛が言っていたことが綾あや斗とにもわかった。どうやら相手は人間ではないらしい。明らかに気配が違う。だとすればまた人形かなにかかと思ったが、わずかに星辰力プラーナが感じられる。

（ということは《星脈世代ジエネステラ》……？　いや、でも──）

　やがて靄もやの中からゆっくりと姿を現したのは、見たこともないような生き物だった。

　一見するとトラやライオンといった大型のネコ科動物を思わせる体たい躯くだが、その外皮は硬い鱗うろこのようなもので覆われている。首はやや長く、顔はトカゲなどの爬は虫ちゆう類るいを思わせる凶悪なもので、その口からは鋭い牙が覗のぞいている。綾斗の知識から強いて近いものを探すとすれば──翼のない竜、だろうか。

　それが、全部で五匹。しかも明らかにこちらへ敵意を向けている。

「この子たち……なんて生き物でしょうか？」

「少なくともうちの地元じゃ見たことがなかったなぁ」

　綺凛にとっても初見の生き物らしく、不思議そうに首を傾かしげた。

「でも、ちょっと可愛かわいいですね」

「ああ、うん……って、えっ？」

　思わず綺凛のほうを二度見してしまった綾斗に、その竜もどきが隙ありとばかりに飛び掛かってきた。

「うわっと！」

　とっさに腰のホルダーからブレード型の煌式武装ルークスを取り出し、起動させる。

　光の刃が現出し、竜もどきの鋭い爪を間一髪で食い止めた。

　そのまま重量感のある巨体を押し返すと、竜もどきは空中でくるりと回転して優雅に着地する。どうやら行動のほうはネコ科に近いようだ。

「天あま霧ぎり先輩、大丈夫ですか？」

　見れば綺き凛りんのほうは襲い掛かってくる竜もどきを三匹同時にさばいていた。

　しかもまだ刀を抜いてすらいない鞘さやで、軽くあしらっている。

「ん、まあ、さほど手て強ごわいって感じでもないのかな」

　再び踊りかかってきた竜もどきの前足をくぐり抜けながら、綾あや斗とが言った。

　今の綾斗でも対応できそうな程度の攻撃であるし、この分なら封印を解く必要もないだろう。

　しかし軽く牽けん制せいのつもりで振るった一撃が、あっさりとその前足を断ち切ったのを見て綾斗は目を見張った。

「なっ……!?」

　切り離された前足はその場でぐずぐずと崩れ落ち、水みず飴あめのように溶けていったのだ。といっても完全に消えてしまうわけではなく、半透明のスライムのような状態でぷるぷると震えている。

　一方で前足を切断された固体もまるで意に介した様子もなく、その切り口からは一滴の血も流れていない。さらに切り離されたスライム状の物体がしゅるりとその断面に絡みついたかと思うと、見る間に欠損した前足が元通りになる。

「これは──」

　綾斗が唖あ然ぜんとしていると、今まで背後に控えていた残りの一匹が大きく口を開いた。

　そこへ周囲の万応素マナが急速に集結している。

　竜もどきの口内から焔ほのおが溢あふれ、渦を巻いて球状になる。

「まさか……っ！」

　それは明らかに《魔女ストレガ》や《魔術師ダンテ》と同じ、万応素への干渉能力だった。

　低い咆ほう哮こうと共に放たれた火球を、綾斗は剣の腹で弾はじく。

　ユリスの能力に比べればなんということもないが、まさか人間以外に万応素とリンクできる生物がいようとは思ってもみなかった。

「ひょっとして、これがクローディアが言ってた変異体ってやつなのか……？」

　いや、もしそうだとしたらもっと世の話題になっていていいはずだ。

　いくらこのアスタリスクが非常識な都市だとしても、こんな生き物がそこらを普通にうろついているなんて話は聞いたことがない。

　低い唸うなり声ごえを上げて、二匹の竜もどきが綾斗へにじり寄る。

「あんまり無駄な殺生はしたくないんだけど……仕方ないか」

　手加減をしようにも、相手はあまりに得体が知れない。

　綾あや斗とは剣を霞かすみに構えると、静かに息を整えた。

　星辰力プラーナを整え、高め、一瞬だけ力を解き放つ。

　そして二匹の竜もどきが同時に地を蹴り、左右から襲い掛かってきた刹那──

「天あま霧ぎり辰しん明めい流りゆう剣術初伝──〝肆し祁き蜂ばち〟！」

　綾斗は電光石火の速度で大外へ回り込むと、手首をひねるようにしながら大きく腕を伸ばした片手突きを繰り出していた。

「オオオオオォォォォ！」

　生き物とは思えない不可思議な悲鳴を上げて、二匹の竜もどきが同時に脇わき腹ばらから串刺しになる。

　が、それも一瞬のことで、竜もどきは先ほど斬り落とした前足のように身体からだ全体がどろりと溶けてしまう。

　しかも地面に落ちたスライム状のそれは、思いの外俊敏な動きで距離を取ると、そこでゆっくりと盛り上がってゆき──ものの十秒ほどで元通りの姿へと戻ってしまった。

　さすがに綾斗もこれには絶句するしかない。

「まさか本当に不死身とかいうんじゃないだろうな……」

　だとすればいったいどうすればいいというのか。

　ユリスなら跡形も残らず焼き尽くすといった手段も取れるだろうが、少なくとも普通の剣技でどうこうできる相手ではないらしい。

（あるいは《黒炉の魔剣セル＝ベレスタ》ならなんとかなるかもしれないけど……）

　あれを使うということはすなわち完全に封印を破るということで、活動限界もできてしまうということだ。そうおいそれとは使えない。

「どうも斬撃刺突の類はあまり効果がないようですね」

　と、いつの間にか背中を合わせるように綾斗の後ろへ回っていた綺き凛りんが、困ったように言った。

　その手には抜き身の刀が握られている。

「たぶんだけど、実態はスライムみたいな形状の生き物で、あの姿は擬態みたいなものなんじゃないかな？」

「なるほど……」

「どうにか逃げ出せればそれが一番だと思うんだけどね」

　追いかけっこをして捕まるとは思わないが、この霧の中ではうかつに動くのもまずい気がする。

「──少し試してみていいですか？」

「え？」

　綺き凛りんはそう言うと、ほとんど無造作とも言える足取りで一匹の竜もどきに近づいていく。

　竜もどきは警戒するように唸うなり声ごえを上げて威嚇していたが、綺凛の間合いに入るか入らないかのところで突然踊りかかった。

「……ごめんね」

　綺凛は焦るでもなくそうつぶやくと、わずかに身体からだをよじっただけでその攻撃をかわす。

　次の瞬間には、襲い掛かったほうの竜もどきの胴がばっさりと切り裂かれていた。

「オオオオオオオオオォォォォォ！」

　先ほどの固体と同じような悲鳴を上げて、やはり同じように竜もどきの身体がスライム状に溶ける。

　と、綺凛はそのスライム状の物体に向かって、空中でもう一撃鋭い斬撃を放っていた。返す刀でもう一撃、さらにもう一撃と、凄すさまじい速さでそれを切り刻んでいく。その連続攻撃の速度たるや、まさしく神速と呼ぶに相応ふさわしい。

　何十片にも分割されたスライムは、それでも地面に落ちるとお互いに触手を伸ばすようにしてくっついていくが、空中で刻まれていく部分はどんどんと小さくなっていく。

　その中に、綾あや斗との目は妙なものを捕らえていた。もう残りわずかとなったその部分に、なにか球状の物体が蠢うごめいているのだ。

　その球はスライムの中を逃げ惑うようにして右往左往していたが、スライムはどんどんと削そぎ落おとされて動ける場所がなくなっていく。

　やがてスライムが拳大の大きさにまでなった時には、ほとんど身動きがとれない状態だった。

「──終わりです」

　一いつ閃せん。

　綺凛の刀が煌きらめいたかと思うと、その球は真っ二つに両断されていた。

　同時に今まで地面に蠢いていたスライムがぴたりと動きを止める。

　どうやら今の球がスライム部分を制御していたらしい。

　それを見た他の竜もどきたちが、慄おののくように後退する。

「やっぱり核になる部分があるみたいですね。これで退いてくれればいいのですが……」

　刀を鞘さやに納め、こともなげに言ってのける綺凛はどこか悲しそうだった。

「でも、よくわかったね？」

「星辰力プラーナの流れが妙でしたから。わたし、昔からそういうのに敏感なんです」

　自分の星辰力の流れを把握するのは《星脈世代ジエネステラ》にとっては当たり前のことだが、他人のそれとなると話が違う。量や練度を量るだけならともかく、その微弱な動きまで感じ取れるとなると、それはもはや特殊能力の類だ。

「……刀とう藤どうさんの強さの一端がわかった気がするよ」

　綾あや斗とは苦笑しながら、両断された球の残骸を拾い上げる。

　具体的な材料まではわからないが、無機物で構成されているのは間違いない。それは明らかに人工物だった。

「となると……やっぱりアルルカントってことかな」

「アルルカント？」

　綺き凛りんが不思議そうな顔で尋ねてくる。

「あー、説明すると長くなるんだけど──って、わぁっ！」

　そこへ距離を取っていた竜もどきが連続して火球を打ち込んできた。

　それも四匹全てが綾斗を狙ねらっている。

　どうやら綺凛のほうは手に負えないので、綾斗のほうへ集中しようと判断したらしい。

　──実に的確な判断だ。

「ちょ、ちょっと、待ってってば……！　おわっと！」

　さすがにこれは悠長なことを言っていられなくなってきた。

（仕方ない、ここは封印を解いて──）

　そう思って距離を取るべく大きく後ろに飛び、公園の入り口付近へ着地する。

　そして星辰力プラーナを高めようとしたその時、再び火球が飛んできた。

　ただし今度は綾斗を狙ったものではない。

　明らかに低い軌道を取った火球は、鈍い爆発音と共に綾斗の足元へ着弾した。

　同時に、その着弾点を中心として石畳に放射状の亀裂が走る。

「えっ……？」

　マズいと思い、反射的に飛び退こうとしたが──一歩遅い。

　次の瞬間、綾斗を中心に直径五メートル程の範囲が、陥没するように巨大な穴を穿うがっていた。あの程度の威力でアスタリスクの地盤を壊せるはずはないので、おそらくは事前に細工が仕組まれていたに違いない。

「天あま霧ぎり先輩っ！」

　とっさに綺凛が飛び込んできて腕を伸ばす。

　綾斗も手を伸ばし、それを掴つかんだ。ぐんと身体からだが持ち上げられる。

　綺凛が伸ばした腕はなんとかギリギリで穴の端を掴み、左手一本でそこへぶら下がった。

「だ、大丈夫ですか、天霧先輩？」

「ああ、助かったよ……」

　しかしほっと安あん堵どの息を吐いたのもつかの間。

　ピシリという嫌な音がしたかと思うと、綺凛が掴んでいた穴の縁が無情にも崩れ落ちる。

「──っ！」

　声にならない悲鳴を残し、二人の身体からだは暗い穴の底へと吸い込まれていった。

　　　　　　　　＊

「これで第一幕は終了？」

　空間ウィンドウを前に、エルネスタはつまらなそうな顔であくびを噛かみ殺ころした。

　画面では今まさにちょうど綾あや斗とと綺き凛りんが巨大な穴に飲み込まれていった場面が映し出されている。

「あんなに大穴開けちゃってどうごまかすつもりなんだか。警備隊に嗅ぎ付けられたら厄介だよー？」

「あそこは元々工事予定だったらしい。まあ、しばらくは問題ないだろう」

　隣に座ったカミラは計測端末から送られてくるデータのチェックに余念がない。

「にしても、あれがフリガネラ式粘ねん性せい攻こう体たいかー。《超人派テノーリオ》の取っておきにしちゃあ大したことないわねー」

「なかなか辛口だな。わたしとしては興味深い内容だったが」

「まあ、万応素マナの流動制御と擬似変換技術は面白かったかな。でも他は全然ふつー。超ふつー。てゆーかさ、せっかく姿形を変えられるんだから、あんなトカゲみたいなのじゃなくってもっといろいろ変身させればいいのに。ペンギンとかニャンコとかさー」

　エルネスタは床にほっぽり出してあったよくわからない生物のぬいぐるみを抱きかかえると、それにぽすんと顎あごを乗せる。

「それは単におまえの趣味だろう……。なんにせよ、星辰力プラーナを利用した原形質変化は予あらかじめ記憶させておいた形にしかできないようだな。それも今のところは核ユニット一つに付き一形態だけのようだ」

　カミラは自分用の空間ウィンドウを小さめに展開し、《超人派》内部の協力者からリークされた情報を確認した。生体改造技術は《超人派》の十八番おはこだ。エルネスタの評価は芳かんばしくないようだが、カミラとしては評価できる面も多いと思っている。

　もっともその技術がどのような過程で培われてきたものかを考えると吐き気がするが。

「たったの一種類？　ますます大したことないなー。所詮、《大博士マグナム・オーパス》抜きの《超人派》なんてその程度かー」

　エルネスタはますます興味を失ったようだ。

「てゆーかさー、そもそもあいつら弱っちーじゃん。あれじゃあ、なんの役にも立たないっしょー？」

「それは仕方ないだろう。連中とて別段生体兵器を作っているわけじゃない。あれらは結局のところただの副産物だ」

「そりゃそうなんだけどさー。でもこれなら今の段階でもうちの人形ちゃんのほうが百億万倍は強いわよ？」

　百億万倍はないだろう。てゆーか子どもか。

　カミラはそう思いはしたものの、口には出さない。

「あえてフォローするなら、相手が悪すぎる。星せい導どう館かんの序列一位は伊だ達てではないな」

「んー、それは確かに。あれクラスと真っ向から遣やり合あえるようなの、今のアルルカントうちにはそうそういないもんねー」

「去年の《鳳凰星武祭フエニクス》優勝タッグをはじめ、実践クラスの有力学生がどっと卒業してしまったからな」

「ま、だからこそあたしたちが表舞台に立てるようになったわけだけど」

　と、そこで空間ウィンドウの映像が切り替わった。

「お、第二幕かな」

「一応、連中としても次が本命らしいぞ？」

「ほっほう、だったら期待しましょーじゃないの」

　　　　　　　　＊

　綾あや斗とがまず最初に感じたのは衝撃だった。

　それから冷たさと、次いで息苦しさ。

（──水中!?）

　視界は暗く、気泡だらけでまるで判別が付かないが、どうやらどこか深い水の中へ落ちたらしい。

　上下の感覚がわからないので、一ひと先まず落ち着いて身体からだの力を抜く。

　通常ならこのまま勝手に浮いてくれるはずなのだが、なぜだかまるでその気配がない。むしろ体感的にはどんどん沈んでいっているような気がする。

（って、ウェイト付けてるんだから当たり前じゃないか！）

　慌てて身につけていたウェイトを外し、わずかな光源を頼りに水面を目指す。

「ぷはぁっ！」

　飛沫しぶきを上げて水面に顔を出し、大きく息を吸い込むと、ようやく人心地が付いた。

　水中なので湖まで落ちてしまったのかと思ったが、どうやらそうではないらしい。

　そこは恐おそろしく巨大な空間だった。遥はるか上には、自分たちが落ちてきたであろう穴らしきものが見えるが、その間にはいくつもの階層が連なっている。アスタリスクは地下空間も様々な形で利用されているから、ご丁寧にその全てを貫くように穴を開けておいたのだろう。

　明らかに人為的な罠わなだった。

「それにしても大きいな……」

　水面から天井まで二十メートルはあるだろうか。横の広さはどのくらいあるのかさえもわからない。左手には壁が聳そびえ立たっているが、その反対側は広大な水面と巨大な柱しかない景色がずっと続いている。

　照明はほとんどなく、ぽつぽつと申し訳程度の明かりが天井と壁にあるばかりだ。

「そうだ！　刀とう藤どうさんは!?」

　ざっと周囲を見渡してみると、少し離れた場所でぱしゃぱしゃと弱弱しい水みず飛沫しぶきが上がっているのに気がついた。

「刀藤さん！」

　必死でもがいている様子からして、綺き凛りんは明らかに溺れている。ひょっとしたらウェイトが外れないのかもしれない。

　綾あや斗とは急いで傍まで泳いでいくと、綺凛は半泣きの表情で綾斗へしがみ付いてきた。

「けほっ！　こほっ……！　あ、ありがとうございます、天あま霧ぎり先輩……！　た、助かりましたぁ……！」

「大丈夫かい、刀藤さん！　今すぐウェイトを……」

　と思って調べてみたが、すでにそれは外してあった。

「あれ……？」

「うぅ、ご、ごめんなさいです……わたし、お、泳げなくて……」

「ああ……そ、そうなんだ」

　まさかあれだけの身体能力の持ち主が金槌だとは思わなかったので、ちょっと驚いてしまった。

　とはいえ《星脈世代ジエネステラ》だって人間だ。得手不得手くらいある。

「いや、俺こそごめん。刀藤さんまで巻き込んじゃって」

　わざわざ綾斗を助けようとしなければ、綺凛まで落ちることはなかったはずだ。

「いえ、それよりここは……？」

　綺凛はしばらく息を整えてから、まだ若干鼻声で訊きいてきた。

「アスタリスクの地下だと思うけど」

「じゃあ……バラストエリア、でしょうか」

　綺凛は上を見上げてつぶやく。

「バラストエリア？」

「えっと、つまりアスタリスクはメガフロートですから、バランスを取るための重りとして水を利用してるのじゃないかと思います」

「ああ、なるほど」

　都市構造には詳しくないが、ありえる話だ。

「だとすればどこかに点検用の出入り口があると思いますが──」

　綺き凛りんは首を回そうとして、ふいに真っ赤になった。

「どうかした？」

「い、いえ！　あの、その……ちょ、ちょっと……」

　言葉を濁すその態度に綾あや斗ともはっと気が付く。

　綺凛は綾斗にしがみ付いているのだから当然といえば当然なのだが、ほとんど頬ほおがくっついてしまうくらいに顔が近い。もはや密着である。

　二人は現在首だけを水面に出した状態だ。水面下では綾斗の腕にも綺凛の豊かな双丘がぐいぐいと押し付けられており、むしろその狭間はざまに腕が飲み込まれているかのような有様だった。

「ご、ご、ごめんなさいです、ごめんなさいです！　わ、わたしがちゃんと泳げさえすれば……！」

「い、いやいや！　俺は別にいいんだけど……」

　だがこのまま二人分の体重を支えたまま立ち泳ぎを続けるのは、いくら《星脈世代ジエネステラ》といえども体力が持たない。早めに出入り口か、少なくともなにか手足をかけられるような場所を探さないとマズいだろう。

　──その時だった。

　綾斗の目が、水底に潜む巨大な影を捉えたのは。

「刀とう藤どうさん……」

「は、はい？」

「ちょっと息を止めててもらえるかな……！」

　言うが早いか、綾斗は綺凛を抱えたままざぶんと水中へ潜った。

　全力で水を掻かき、できるだけ早くその場から離れる。

　と、水中で巨大ななにかが綾斗たちをかすめるようにすれ違い、二人を水流で揉もみくちゃにしていった。

　それでもなんとか離されないよう持ちこたえ、浮上する。

　そこで目の当たりにしたのは、どうにも信じがたい光景だった。

「え……」

「はは、これはまた──」

　綾斗と綺凛、二人揃そろって絶句する。

　先ほどまで二人が漂っていた場所に、巨大な竜が鎌首をもたげていたからだ。

　地上で襲い掛かってきた竜もどきとは比較にならないサイズで、水上に出ている部分だけでも十メートル近くはあるだろう。全長では十五メートルを越えるのではないだろうか。シルエットだけなら、いわゆる古代に生息していたという首長竜によく似ている。

　竜もどきはトカゲに近い生き物だったが、こちらはどちらかと言えば蛇に近い。それでもずんぐりとした胴体には手足のようなものが確認できたし、鋭く並んだ牙と巨大な頭部はやはり竜と呼ぶ以外に近いものは思い当たらない。

　そして竜もどきと同じく、かなり強い敵意のようなものをこちらに向けていた。

「……まあ、そりゃそうか。わざわざここへ落としたんだから、すんなり帰してくれるわけはないよね」

　あの竜もどきたちも元よりここへ落とすことが目的で、本命はこっちだったのだろう。

「天あま霧ぎり先輩……あの竜、上にいた子たちと同じ感じがします」

　星辰力プラーナの動きを読み取ったのか、綺き凛りんがささやくように言った。

「ってことは、実態はスライムなのかな？」

「たぶん……」

「あんまり良いニュースじゃないなあ」

　だとすれば、普通に斬っても効果がないということだ。

　とはいえ徒手空拳ではどうにもならないので、一ひと先まずブレード型の煌式武装ルークスを起動させ、同時に封印を解除する。さすがにこの状況では四の五の言っていられない。

　戒めの魔法陣が弾はじけ跳とび、押し込められていた星辰力が立ち上る。暗い空間を、そのほのかな光が照らし出した。

　と、それを敵対行為と判断したのか、竜は唸うなり声ごえを上げなら突進してきた。

「くっ！」

　全力状態とはいえ水中ではそれほど速く動くことはできない。

　とっさに綺凛をかばい、綾あや斗とは真正面から竜の突撃を受け止める。

　圧倒的な衝撃が襲い、竜の鼻先に押し付けられたまま水中を押し流される。

　息を止めたままその鋭い牙を押さえ込むようにしていると、そのまま思い切り柱へ叩たたきつけられた。

　分厚い柱がクレーター状にへこみ、放射状のヒビが縦横へ走る。

「あたたた……」

「だ、大丈夫ですか!?」

「ああ、うん。これくらいなんともないけど、この状況はちょっと厄介だね……」

　星辰力を防御に回したので、この程度ならダメージ自体はほとんどない。

　とはいえ、このままではいかんともしがたいのも事実だった。

　竜は獲物の状態を確かめているのか、少し離れた場所から様子をうかがっている。意外に用心深い性格なのかもしれない。

「あの、わ、わたしが足手まといになるようでしたら、離してください！」

　と、綺き凛りんが突然そんなことを言い出した。

「わ、わたしのせいで天あま霧ぎり先輩がお怪け我がをされたら……わたし、わたし……！」

　綾あや斗との腕の中で、綺凛は震えながらぽろぽろと涙を流す。

「え、ちょ、ちょっと、刀とう藤どうさん？」

「や、やっぱりわたしはダメな子です……いくら剣を学んだって、結局こんな……もう嫌なんです、わたしなんかのせいで誰だれかが犠牲になるのは……！」

　綺凛は子どものようにしゃくりあげ、何度も首を横に振っている。

「……ふぅ」

　綾斗は大きく息を吐くと、綺凛の身体からだをそっと抱き寄せてその頭を撫なでた。

「大丈夫。なんにも心配いらないよ」

「でも、でも……！」

「あれくらい、普段の刀藤さんなら相手にもならないはずだろう？　だったら刀藤さんといい勝負をした俺のことも、もう少し信用してくれてもいいんじゃないかな？」

「それは……」

　綾斗は綺凛の瞳ひとみを覗のぞき込こむようにしながら、優しく諭すように言う。

「あともう一つ……わたしなんか、なんて言っちゃダメだよ。刀藤さんは優しくて、強い──素敵な女の子なんだから」

「え……？」

　すると綺凛は驚いたような表情で綾斗をしばらく見詰め──

「……は、はいっ」

　頬ほおを桜色に染めて、大きくうなずいた。

　それからぐしぐしと涙を拭って気丈そうに顔を上げる。

「ん、よし」

　綾斗は綺凛の頭をもう一度撫でると、武器を《黒炉の魔剣セル＝ベレスタ》に持ち替える。

　星辰力プラーナを込めると黒い文様が浮かび上がり、白い刀身を黒く染め上げていく。

「──ようは足場があればいいんだよな」

　綾斗はそう言うと、《黒炉の魔剣》の刀身が水面に付かないよう気をつけながら軽く振るった。

　分厚い柱を豆腐のように刳くり貫ぬき、人が二人なんとか立てるだけの空間を確保する。

　重要施設であろう場所の構造物を破損するのは、少々ためらいを覚えないでもなかったが、この際仕方ないだろう。

　まずは綺凛をそこへ押し上げるが、その隙を突くように竜が背後から襲い掛かってきた。

　──しかし綾斗は視線を向けることさえなく無造作に片手を薙なぐ。

　と、鋭く並んだ牙が突き刺さる前にその喉のど元もとから両断され、竜の首は宙を舞っていた。

　もっともその首は宙にあるうちにどろりと溶け、とうねうねと水面を動いてあっという間に元通りになってしまったが。

「……ふむ、やっぱり上の連中と同じみたいだね」

　綺き凛りんに続いて足場へと登った綾あや斗とは、その様子を見て眉まゆを顰ひそめた。

　復活した竜は今の一撃で警戒しているのか、十メートル程度の距離を置いてゆっくり円を描くように柱の周りを回っている。さすがにあちらも馬ば鹿かではないらしい。

　やがて竜もどきと同じように口のあたりへ万応素マナが収束させはじめた。

　見る間に巨大な火球が形成され、それがミサイルのような勢いで綾斗たち目掛けて放たれる。

　が、それも綾斗が《黒炉の魔剣セル＝ベレスタ》を軽く振るっただけで雲散霧消した。

　こんなもの、ユリスの力に比べれば児じ戯ぎにも等しい。

「とはいえ、このままじゃ埒らちが明かないか……」

　こちらから打って出ることもできなくはないけれど、その場合は飛び込んでからの一撃必殺が求められる。通常の相手ならばともかく、あのスライムと同じ構造だとしたら核を叩たたかねば意味がない。

「刀とう藤どうさん、あいつの星辰力プラーナの動きってわかるかな？」

「あ、はい。なんとなくですけど……」

「核の場所は？」

「それはちょっと……身体からだの中で常に移動しているようなので」

　どうにもこうにも厄介な相手だった。

「……そっか、じゃあ仕方ない。試してみるか」

「試す……？」

　訝いぶかしそうな綺凛に綾斗は《黒炉の魔剣》を掲げて見せる。

「うん、まあ、苦手っていうかまともにできたためしがないんだけど……いい加減、俺も前に進まなきゃいけないみたいだしね」

　そう言いながら綾斗はその星辰力を《黒炉の魔剣》へと注ぎ込む。

　──流星闘技メテオアーツ。

　それは星辰力をマナダイトへ集中させることにより、一時的に煌式武装ルークスの出力を増加させる技術である。星辰力は身体能力を強化するため、先ほどのように防御力を高めたりすることは比較的容易であるが、攻撃に応用する場合は手段が限られる。通常の武器に星辰力を伝でん播ぱさせたところで、さほど効果がないからだ。界龍の学生が得意とするように素手の武術でなら効果的に利用できるが、それ以外で攻撃に使う場合は星辰力と反応しやすい性質を持ったマナダイトを媒介にするしかない。

　しかし綾あや斗とは今まで流星闘技メテオアーツを成功させたことがなかった。星辰力プラーナの量が多すぎて、煌式武装ルークスそのものが耐え切れずに壊れてしまうのだ。うまく調整できればいいのだが、生来綾斗は星辰力の細やかな制御というものがあまり得意ではない。

　そのため今までは諦めていたのだが──

「こいつなら耐えてくれそうだしね」

　綾斗のそんな言葉に応えるように、《黒炉の魔剣セル＝ベレスタ》が唸うなりを上げる。

　無尽蔵とも思えるような綾斗の星辰力を吸い込みながら、《黒炉の魔剣》はやがて少しずつ形を変え始めた。刀身にまとわりついていた黒い文様が大きく広がったかと思うと、それに合わせて刀身自体も長く巨大に伸びていく。

「すごい……」

　綺き凛りんが息を呑のむ中、《黒炉の魔剣》は加速度的に成長していき、見る間に十メートルを越える長さまで成長した。刀身が低い唸りを上げ、黒い文様が踊り狂うように周囲を舞う。

　本能的な恐怖を覚えたのか、竜が逃げ出すように向きを変えたが──すでに遅い。

「はぁッ！」

　綾斗がその長大な剣を振り下ろすと、その身体からだは刀身が触れた瞬間に蒸発した。そのまま水面下にある身体まで一気に斬り下ろす。

　水が物もの凄すごい勢いで蒸発し、爆風のようになって吹き荒れた。

　もうもうと水蒸気が立ち込め、嵐のように綾斗と綺凛の髪を弄ぶ。それは先ほどまで二人がいた地上の霧のようでもあったが、それが収まる頃にはもはや竜の姿は跡形も残っていなかった。

「ふぅ……まあ、こんなもんかな」

　綾斗にとってこれほど星辰力を消費したのは生まれて初めてだった。

　その疲労感はなかなかに心地いい。

　しかし──

「ぐっ……！」

　封印を破った反動のほうは、そうもいかないようだ。

「あ、天あま霧ぎり先輩っ！　だ、大丈夫ですか、天霧先輩！」

　周囲に魔法陣が現れ、再び綾斗の力を戒めていく。

　そのまま倒れこむ綾斗を綺凛が慌てて抱き抱えたが、綾斗はそのなんとも言えない柔らかさに照れつつも、身体を動かすことができなかった。

　　　　　　　　＊

「──じゃあ、天霧先輩が全力で闘えるのは、五分くらいまでなんですか？」

「うん、今の所はね。まあ、無む茶ちやをすればもう少しいけると思うけど、それでも十分は持たないと思う」

　綾あや斗とが削った柱の壁にもたれながら、苦笑して答える。

　結局綾斗と綺き凛りんはこの場で救援が来るのを待つことにした。

　といっても綾斗はほとんど身動きが取れないし、綺凛は泳げないのだからそれ以外の選択肢はなかったのだが。

　携帯端末から連絡が通じないのには困ったものの、さすがにある程度時間が経たてば誰だれかが異常に気が付くだろう。朝練から戻ってこないとなれば英えい士し郎ろうだっておかしいと思うに違いない。……きっと。

「でも星辰力プラーナを大量に使うと、リミットも早くなるみたいだ。今日はまだそんなに経ってなかったはずだからね」

「そう、ですか……」

　綺凛はそう言うと、なぜかしょんぼりとうなだれてしまった。

「……どうかしたの？」

　綾斗が問うと、綺凛は今にも泣き出しそうな顔で綾斗を見る。

「天あま霧ぎり先輩は……どうしてそこまでして闘うんですか？」

「え？」

　ずいぶんと唐突な質問だったが、綾斗はそれに対する答えをすでに見つけている。

「──力になってあげたい人がいるんだ」

　そう。

　今の綾斗が成すべきこと。

　成したいと思うこと。

「……リースフェルト先輩、ですか？」

「うん……まあね」

　その質問に綾斗がうなずくのを見て、綺凛はどこか残念そうに視線を落とした。

「や、やっぱり、その、あの……あ、天霧先輩は……リ、リースフェルト先輩のことが、す、す、好きなのですか……？」

「ええっ!?」

　思いもよらぬ質問に、綾斗も狼ろう狽ばいしてしまう。

「い、いや、そういう意味じゃなくて……！　ああ、もちろん人間的には好ましく思ってるけど、なんていうか、その……」

「え？　で、でも、じゃあ──」

　きょとんとした表情でそこまで言いかけた綺凛は、しかし途中で口をつぐむ。

「……いえ、変なことを聞いてしまってごめんなさいです」

　そして心なしか少しだけ嬉うれしそうな表情で、ぺこりと頭を下げた。

「だったら、まだわたしにも……」

　そのままぼそりとつぶやいた声は、綾あや斗とには届かない。

「う、うん、それは別にいいんだけど……っくしょん！」

　一方の綾斗はほっとして気が緩んだのか、盛大なくしゃみをかましていた。

「わ、大丈夫ですか？」

「んー、濡ぬれネズミのままじゃやっぱり冷えるなぁ」

「そうですね、タオルも濡れちゃいましたし……くちゅんっ」

　どうやら身体からだが冷えるのは綺き凛りんのほうも同じようだ。

　地下──というより水中にあるせいか、真夏だというのにこのあたりはずいぶんと涼しく、このままだと風邪を引いてしまいかねない。

「せめて濡れた服くらいは乾かしたほうがいいんだろうけどね……」

「……そ、そうですね……」

　ちらりとお互いに視線を交わし、押し黙る。

　さすがに服を脱いだほうがいいよとは言えなかった。そんなことを口にしたら、場合によっては即変質者の烙らく印いんを押されかねない。かといって自分だけ脱ぎだすのも言外に圧力をかけていると取られかねないし、第一ただでさえ女子寮への不法侵入という人に言えない爆弾を抱えているのにこれ以上──

「あ、あの……」

　綾斗がそんなことを考えていると、綺凛がこれ以上ないというくらいに顔を真っ赤にしながら、綾斗の服の裾を引っ張ってきた。

「……や、やっぱり、ぬ、濡れたままだと身体によくない、ですから……」

「……え？」

「……」

　綺凛は頭から湯気を出しそうな顔で、うつむいてしまう。

　それからしばらくもじもじと視線をさまよわせた後──

「……う、後ろを向いていて、くださいますか……？」

　綺凛は消え入りそうな声でそう言った。

　服は綺凛の刀を借りて干すことにした。

　刳くり貫ぬいた柱へ物干し竿のようにそれを通し、服をかける。

　二尺三寸四分、井上真改の作だという業物をこのような用途に使うのは忍びないが、この際我慢してもらうしかない（ちなみに銘は「千せん羽ば切きり」というらしい）。

　なにしろこのバラストエリアは涼しいだけではなく湿度も高いようで、乾くのにも時間が掛かりそうなのだ。《黒炉の魔剣セル＝ベレスタ》の熱を使えばもう少し早く乾かせるかもしれないが、そんな用途に使おうとすればあれの機嫌を損ねかねないし、そもそも既に封印を解いてしまった綾あや斗とはもうしばらく《黒炉の魔剣》を使うことはできない。

「……」

　綾斗と綺き凛りんは無言のまま、背中合わせで座っていた。

　もちろん全裸というわけにもいかないので綾斗はズボンを、綺凛も下着は残している。

　背中越しに破裂しそうなくらいドキドキと脈打つ心臓の鼓動が伝わってくるが、それが綺凛のものか自分のものなのかさえ、綾斗にはわからなかった。

「えーと、刀とう藤どうさん……？」

「は、は、はいっ！」

　せめてなにかしら話でもして気を紛らわせようと思い、とりあえず話しかけてはみたものの、綺凛はガチガチに緊張していてその声も硬い。

　おかげで綾斗のほうは少し力が抜けて、気が楽になった。

「さっきの話だけど──今度は俺から聞いていいかな。刀藤さんは、どうしてここで闘っているのか」

「わ、わたしですか？」

　意外な話題だったのか綺凛は少し戸惑ったようだったが、少し考えてからゆっくりと口を開く。

[image: ]

「わたしは……わたしが闘う理由は、以前にも少しお話したかもしれませんが、父を助けるためです」

「うん。お父さんもやっぱり《星脈世代ジエネステラ》なのかな？」

「……はい」

《星脈世代》の子どもが必ずしも《星脈世代》として生まれてくるわけではないが、それでも確率はかなり高くなるらしい。特に両親共に《星脈世代》の場合は、常人の夫婦から《星脈世代》が生まれる確率の十倍近くになるという。

「ですが──父は今、罪人として収監されています。それを助けたいのです」

「罪人……？」

　確かに《星武祭フエスタ》で優勝でもすれば、統とう合ごう企き業ぎよう財ざい体たいはいかなる望みでも叶かなえてくれる。それがたとえ法を捻ねじ曲まげるような──たとえば受刑者を即座に釈放するようなことだって可能だし、実際にそういった例は多いらしい。

「だけど、父はなにも悪いことはしていません！　ただ、わたしを助けようとしてくれただけなんです！」

　綺き凛りんは興奮のためかこちらを振り向こうとして途中で気が付き、慌てて身体からだを戻した。

「助けるって、なにがあったの？」

「……五年前、わたしと父がいたお店に強盗が入りました。そして人質にされそうになったわたしを助けようとして……父は……父は、不可抗力とはいえ、その人を殺あやめてしまったのです」

　ぎりっと歯を噛かみ締しめる音が聞こえてくるくらいに、その声には悔しさが滲にじんでいた。

　五年前というと綺凛は八歳。まだほんの子どもといっていいだろう。

「……相手は《星脈世代》じゃなかったんだね？」

　綺凛はこくりとうなずく。

　総じてどの国でも《星脈世代》は立場が弱い。人権が制限されていると言ってもいい場合すらある。ことに《星脈世代》が常人を傷付けた場合はそれが顕けん著ちよに現れ、正当防衛さえ認められずに過剰防衛とされてしまうことが多かった。ましてや相手が亡くなったとなると、たとえ犯罪者が相手であれ厳しい判決が下ることが多いのだ。

　もっとも統合企業財体の世論構築はあえてそれを改善していない節がある。

　当然そのほうが都合が良いからだ。

「強盗犯はわたしが《星脈世代》だと気が付いていないようでした。もし気が付いていたとしたら、わたしを人質に選ぶことはなかったでしょうけど、わたしは刃物を突きつけられて……怖くて怖くて、なにもできませんでした」

　子どもであれ、《星脈世代》は相応の力を持つ。とはいえ、それでもよほどの訓練を積んでいない限り、武器を持った大人は十分な脅威だ。無理もない。

「そこをお父さんが助けてくれたわけか」

「はい……。わたしもその頃から修行はしていましたし、今になって思えば当時のわたしでも十分に取り押さえることができた相手でした。ですが、わたしは弱虫で、意気地がなくて──」

　背中から鼻をすするような音が聞こえてくる。

「……このままでは父はあと数十年、出てこられません。そこへ声をかけてくださったのが、伯父様でした。父を助け出す方法が、一つだけあると」

「それでここへ？」

「……はい。伯父様は父と折り合いが悪く、《星脈世代ジエネステラ》を嫌ってらっしゃいます。たぶん、長兄であるのに刀とう藤どう流りゆうを継げなかったことを怨うらんでいるのでしょう。それでも、わたしに力を貸してくださいました──たとえそれが私利私欲のためであったとしても構いません。わたしにはもう、それにすがるしかないのです」

　綺き凛りんは涙声ながらも、きっぱりと言った。

　けれど──なぜだろうか。綾あや斗とにはどこかその言葉に引っ掛かりを覚えた。

　なんだろう、この違和感は。

「実際、伯父様は本当に優秀です。父の一件では統とう合ごう企き業ぎよう財ざい体たいの力で報道を押さえ込んでくれましたし、聞くところによると父には名前や肩書きも別のものを用意してくれたようです」

「そこまで……」

　これにはさすがに綾斗も驚いた。本当に統合企業財体の力は法や国家を超越しているのだと実感させられる。

　しかし思い返してみれば刀藤流の宗家が逮捕されたという話は確かに聞いたことがない。刀藤流の規模を考えればかなりの大事件になっていてもおかしくないはずなのに、だ。

「わたしのこともそうです。この春に入学したばかりのわたしをセンセーショナルに喧けん伝でんし、対戦相手を選び、情報を集め、戦略を指示してくださいます。どのタイミングで決闘をし、どういう実績を積み重ねれば最も効率が良いか、伯父様はよくご存ぞん知じなのです」

　綺凛の背中がぶるりと震えた。

「伯父様の言うとおりにしておけば、わたしはなにも……」

「──それは違うよ、刀藤さん」

　すでに独白に近くなっていた綺凛の言葉を、綾斗はばっさりと否定する。

「違う……？」

「目指すところは決まっていても、それは刀藤さんが選んだ道じゃない。それじゃダメだ。それじゃきっと、遠からずどこかで行き詰ってしまう」

　そうだ、成すべきことは自分自身で見定めなければならない。

　自分の望まぬやり方では、いつか力が果ててしまうだろう。

　そして綾あや斗とは、そんな綺き凛りんを見たくなかった。

「なんて、偉そうに言える立場じゃないんだけどね。俺も、つい最近気づかせてもらったばかりだし」

「……」

　綺凛はしばらく黙り込み、やがて震える声でつぶやく。

「だけど……わたしには無理です……わたし一人では……とても、とてもそんな──」

「大丈夫だよ」

「あ……」

　綾斗は振り向くと、綺凛の頭を優しく撫なでた。

「刀とう藤どうさんは一人じゃない。少なくとも俺は力になるよ。それがちゃんと刀藤さんが自分で選んだ道なら、ね」

「……わたしが自分で……」

　綺凛は確かめるようにつぶやきながら、まじまじと綾斗を見詰める。

　その瞳ひとみの奥になにかが煌きらめいたように思えたが、それは本当に一瞬で、気のせいだったのかもしれない。

「あ、でも闘う時は別だよ？　手加減なんて失礼なことはしないからね──まあ、刀藤さん相手にそんな余裕はないんだけどさ」

　綾斗も苦笑しながら、その視線を受け止めた。

「ふふっ、天あま霧ぎり先輩は変わっていますね」

「……それ、ユリスにもよく言われるよ」

　涙を拭いながらくすくすと肩を震わせる綺凛に、綾斗は困惑して頭を掻かく。

「──でも、すごく格好良いです」

　綺凛は口の中で小さくそうつぶやいた。それはあまりに小さい声で、綾斗には届かない。

「って、う、うわっ！　刀藤さん！」

「……え？　あ、きゃあっ！」

　そこにいたって二人はようやく、お互い向かい合っていたことに気が付いた。

　綺凛の年齢にそぐわぬグラマラスな肢体をばっちり目にしてしまった綾斗は、慌ててくるりと背を向ける。

「ご、ご、ごめん！」

「い、いえ、そんな、わ、わたしこそ……！」

　あわあわと背中合わせになって謝り合っていると、遥はるか上から人の声が聞こえてきた。

　どうやらようやく助けが来てくれたらしい。綾斗がほっと安あん堵どの息をつく。

　と、背後からもじもじとした綺き凛りんの声が飛んできた。

「あ、あの……さっきもそうですけど、天あま霧ぎり先輩はよく、わ、わたしの頭を撫なでてくださいますよね？」

「え？　ああ、ごめんね。なにか気に障ったかな？」

　確かにこの年になってはあまりされることのない行為だろう。

　だが、綺凛はゆっくりと首を振る。

「いいえ──父もよく、ああやって頭を撫でてくれたんです」

　そう言う綺凛の声は、どこか嬉うれしそうだった。


第七章　決意と決闘

　その日、刀とう藤どう鋼こう一いち郎ろうは朝から不機嫌だった。

　綺凛が行方不明になったという緊急連絡が、星せい導どう館かん学がく園えんから入ったからだ。

　慌てて駆けつけてみればすでに綺凛は無事保護された後で、一ひと先まずは胸を撫で下ろしたものの、余計なトラブルで時間を無駄にさせられたという苛いら立だちが燻くすぶっている。

　第七教導調査室の本部は《銀ぎん河が》本社がある日本の首都大津にあるが、鋼一郎は活動の拠点をアスタリスクの支部に置いていた。無論、そのほうが綺凛の動向を管理しやすいためだ。

「まったく、あまり心配をかけさせるな」

　鋼一郎はいつものように校舎の陰へ綺凛を呼びつけると、嫌悪も露にそう言った。

「……ごめんなさいです、伯父様」

　綺凛は素直に頭を下げる。

「ふん、まあいい。とにかく次の決闘相手の件だが──」

「その前に伯父様、一つお聞きしてもいいですか？」

「……なんだ？」

「先ほどわたしのことを心配したとおっしゃってくれましたが……それは刀とう藤どう綺き凛りんを、ですか？　それとも刀藤綺凛という道具をでしょうか？」

　その質問に鋼こう一いち郎ろうは一瞬鼻白んだが、すぐに口元に酷薄な笑みを浮かべて綺凛を見下ろした。

「どういうつもりか知らんが、今更つまらんことを聞くものだ。おまえもわかっているだろう。私が必要としているのは、おまえの力だけだ」

「そう、ですか……」

　綺凛は寂しそうな顔で俯うつむいた。

　鋼一郎にとって綺凛は失うわけにはいかないものだ。だがそれは出世の道具としての価値であり、それ以外のなにものでもない。愛情などは微み塵じんもないし、むしろ疎ましいとさえ感じている。

　綺凛の父誠二郎が、長兄である自分を差し置いて刀とう藤どう流りゆうを継いだことを、鋼一郎は今でも許していない。本来ならば自分が手に入れるべきものを、ただ生まれ持った力があるというだけで奪われて、それを許せるだろうか。

　鋼一郎も幼少時から刀藤流の研けん鑽さんを積んできた。積み重ねた努力も、磨き上げた技も、十分に宗家を継ぐに相応ふさわしい域にあったはずだ。もちろん今の刀藤流が《星脈世代ジエネステラ》の門下生を多く抱えるようになり、指導者にも相応の力が求められているのは理解している。

　だが、鋼一郎には《星脈世代》という存在自体がどうしても受け入れられなかった。

　あれらは人ではない。

　ただの化け物だ。

　そんな連中のために、なぜ自分が手に入れるべきものを理不尽に奪われなけばならないのか。

　だから鋼一郎は実家と縁を切り、アスタリスクに関与する仕事に就いた。

　化け物がお互いに貪り合う様を見世物にする、実に小気味良い仕事だ。皮肉にも鋼一郎には各種データから《星脈世代》の力を相対的に判断することができる才があった。

　そしてその手腕を買われ、順調に出世してきたのである。

　そんなある時、鋼一郎はふとした偶然から綺凛という最高の道具を手に入れた。鋼一郎が弟に感謝したのは後にも先にもこの時だけだ。

　統合エンターテインメント事業部は「銀ぎん河が」の中でも最高執行部会の注目度が高い。綺凛を上う手まく使えば、上層部に自分を売り込むことも可能だろう。

　そのためのプランはすでに提出してあるし、実際それは順調に推移している。今は名前の売り時なので名の知れた学生相手に多く決闘をこなしているが、もうしばらくしたら徐々に減らし、貫禄を付けさせていかねばならない。

　本命は二年後の《王竜星武祭リンドブルス》だ。綺凛の実力ならば相手を間違えさえしなければまず負けはないし、無敗のまま《王竜星武祭リンドブルス》を制したとなれば、綺き凛りんと同時に自分のプランも大いに評価されるだろう。

《孤毒の魔女エレンシユキーガル》には対策が必要だろうが、そこは二年の猶予がある。どうとでもなるはずだ。いざとなればなにか純星煌式武装オーガルクスをあてがってもいい。今は「能力者でもなく、純星煌式武装の使い手でもない序列一位」という肩書きがセンセーショナルに働いているのですぐには無理だが──

　鋼こう一いち郎ろうはそこまで考えを巡らせて、ふいに表情を曇らせた。

「そういえば、襲われた時には……確か天あま霧ぎり綾あや斗とと言ったか──あの《黒炉の魔剣セル＝ベレスタ》の使い手と一緒だったようだな？」

　不愉快な小僧だったと鋼一郎は舌打ちをする。

「漏れ聞くところによると、少し前にあいつはアルルカントと揉もめ事ごとを起こしたらしい。となると、今回の一件もそれに関係したものと考えるのが妥当だろう。あいつとはこれ以上関わるな。無用なトラブルに巻き込まれては面倒だからな」

　鋼一郎の管理権限では詳細までは掴つかめなかったが、星せい導どう館かん学がく園えんとアルルカントの技術提携になにか裏があったことくらいはわかる。どうやらあの小僧はそれに絡んでいるらしい。

「──それは、お断りします」

　しかし綺凛はきっぱりと言い放った。

「……なんだと？」

　鋼一郎は一瞬耳を疑う。

　綺凛が反抗することは今までにも少なからずあった。だがこうまで真っ向から鋼一郎の目を見返してきたことはない。

「いいだろう。理由を聞いてやる」

　内心の苛いら立だちを抑えながら、鋼一郎が睨にらみ付つける。

「天霧先輩はわたしに大切なことを教えてくださいました。そしてわたしがあの人から学ぶべきことは、まだ多くあると思うのです」

「学ぶべきこと、だと？」

　鋼一郎は鼻で笑うと、うんざりしたように息を吐いた。

「くだらん。おまえは私の言うとおりに動いていればそれでいい。無駄なことを考える必要はない」

「……いえ、わたしは──」

　鋼一郎は綺凛に最後まで言わせることなく、その頬ほおを手の甲で張る。

　手加減はしていない。その必要がないからだが──綺凛は微動だにせず真まっ直すぐ鋼一郎を見上げていた。

　その強い意志を宿した瞳ひとみに、手を上げたほうの鋼一郎が気圧されたように後ずさる。

　直後、鋼こう一いち郎ろうははっとした様子で気を取り直すと、その事実を認めまいとするようにわざとらしく鼻を鳴らした。

「ふん……！　面白い、私に逆らおうというのか？　だがそれでどうするつもりだ。私の力を借りず、おまえ一人で闘い抜くとでも？」

「はい、そのつもりです」

　あっさりと認めた綺き凛りんに、鋼一郎は嘲あざけりを込めた笑みを返す。

「はっ、ははははは！　なにを言い出すかと思えば……そんなことがおまえにできるわけあるまい。いいか、私が管理してやっているからこそおまえは序列一位になれたのだぞ。確かにおまえの強さは認めてやる。だが、あまりこのアスタリスクを舐めないことだ。よしんば一人でやってのけたとしても、おまえが望みをかなえるまでにどれだけ時間がかかることか」

　鋼一郎はそう語りながら、落ち着きを取り戻し始めていた。

　そうだ。この気弱で愚鈍な姪めいは、自分の助力なしではなにもできはしない。

　少々強気になったところで、所詮は小娘。

　少し脅しつけてやれば容易く圧し折れるだろう。

「一刻も早く誠二郎を、父を助けたいのだろう？　だったら大人しく私に従うことだ。私なら三年──いや、あと二年でおまえを《星武祭フエスタ》の優勝まで導いてやることができる。おまえ一人でそれができるのか？」

「……いいえ。それは、たぶん無理だと思います」

　綺凛はわずかに俯うつむいた。

　その答えに満足そうにうなずく鋼一郎。

「そうだろう。よくわかっているではないか。だったら──」

「ですが、伯父様のやり方でそれが成し遂げられるとも思いません」

　綺凛はきっと視線を上げ、再び鋼一郎の目を射抜くように見返した。

「なに？」

「お言葉を返すようですが、アスタリスクを侮っていたのはわたしだけではなく、伯父様もです。ここは自分自身の足で踏み出すこともできないような者が勝ち抜けるような場所ではありません。そう、気がついたのです」

「小娘が、知ったような口を……！」

　鋼一郎は怒りに声を震わせていた。

「私はおまえが生まれる前からここで多くの学生たちを見てきたのだぞ。それをたかだか数ヶか月げつでよくもほざいてくれる……！」

「──中にいてこそわかることもあります」

　その言葉に鋼一郎の中でなにかが切れた。

　思わず拳を振り上げ、思い切り振り下ろす。

　──だが。

「ごめんなさいです、伯父様」

　今度はその手が届く前に、綺き凛りんによって止められていた。

「伯父様のご助力には感謝しています。それは本当です。だけど、わたしは自分のやり方で闘っていこうと決めたのです。そうじゃないと、わたしは……いつかきっと後悔してしまいますから」

　綺凛はそう言うと鋼こう一いち郎ろうの手を離し、背を向けて去っていく。

　鋼一郎は唖あ然ぜんとしてその背中を見送っていたが、はっと我に返ると慌てて声を上げた。

「ま、待て！　一人でいったいどうするつもりだ!?」

「そうですね……まずは決闘でもしてみようと思います」

　綺凛は足を止めて振り向くと、穏やかな苦笑を浮かべる。

「決闘だと？」

「はい。わたしが自分で決めた相手と──今度はわたし自身の意思で」

　　　　　　　　＊

　その翌週、星せい導どう館かん学がく園えんの総合アリーナ。

　最も大きいステージの観客席は、溢あふれんばかりの学生で埋まっていた。

　綾あや斗ととユリスが使っていたようなトレーニングルームではなく、しっかりとした防御障壁が張り巡らされたステージだ。

　煌式武装ルークスの攻撃を防ぐような防御障壁は甚大なエネルギーを消費する上に、極めて大規模な装置が必要となるため、星導館学園ではこのステージを含めて三つしか配備されていない。

　普段は公式序列戦が行われているステージの、その中央に二つの人影が対峙していた。

「ぶしつけなお願いを聞いていただいて、ありがとうございます──天あま霧ぎり先輩」

　その一人──綺凛がいつものように丁寧に頭を下げる。

　その表情はどこかすっきりとしていた。

「うん、それはいいんだけど……なんでまた決闘なんだい？　それも俺となんて」

　もう一人は綾斗だったが、こちらは困ったように苦笑いを浮かべている。

「わたしがここで本当の一歩を踏み出すために、どうしても必要だと思ったからです」

「本当の一歩？」

「……はい」

　綾斗はそれだけ聞くと小さく息を吐いて、肩を竦すくめた。

「わかった。だけど前も言ったとおり、やるからにはこっちも全力でいくよ？　……いやまあ、前の時も十分に全力だったけどさ」

「……望むところです」

　綺き凛りんは薄く微笑ほほえむと千羽切の鯉口を切る。

　綾あや斗とも距離を取ると、煌式武装ルークスを起動させた。

　それを見た綺凛が驚いたように訊きいてくる。

「あの純星煌式武装オーガルクスは使わないのですか？」

「《黒炉の魔剣セル＝ベレスタ》じゃ刀とう藤どうさんのスピードについていけないからね」

　綾斗が構えるブレード型の煌式武装は《黒炉の魔剣》に比べると半分以下の大きさしかない。

「さすがに同じような負け方をしたらユリスが許してくれないよ。少しは工夫しないと」

「工夫ですか……楽しみです」

　綺凛はすらりと千羽切を引き抜いた。

　照明を受けてその刀身がどこか艶つややかに煌きらめく。

「それじゃ、そろそろ始めようか。本当はこういう派手なステージは苦手なんだけど、こうまで集まってくれるとあんまり待たせるのも悪い気がしてきた」

「ふふっ、同感です」

　一方で、アリーナの特等席にはユリスをはじめとした一同がずらりと並んで座っていた。

「わざわざこんなステージを用意しないでもよかったろうに……」

　仏頂面のユリスが隣に座るクローディアを軽く睨にらむ。

「あら、注目の一戦なんですからこれくらいは当然でしょう？　なにしろ刀藤さんはうちの序列一位ですし、綾斗はその刀藤さんと互角の戦いを演じた方です。それが再戦するとなれば、誰だれだって一目みたいと思うはずですよ」

「むぅ……しかしだな」

　ユリスは心配そうな表情で綾斗へ視線を戻す。

　勝算もなしに勝負を受ける綾斗ではないだろうが、それでも懸念材料は山積みだ。

　綾斗の全力状態に時間制限があるということがバレてしまわないかどうか、勝ち負けはともかく後々に響くような大きなケガをしないかどうか……。

「……そんなに心配するな、リースフェルト」

　気を揉もむユリスにそう声を掛けてきたのは、背後に座る紗さ夜やだ。

「そうは言うがな、沙さ々さ宮みや。相手は序列一位だぞ？　心配するなというほうが無理だろう」

「大丈夫、問題ない」

　よほど綾斗のことを信頼しているのか、きっぱりと言い切る。

　ユリスも当然パートナーとして綾あや斗とを信じてはいるが、積み重ねた時間が違うのは否めない。それがなんとなく不愉快で、ユリスはぷくーっと頬ほおを膨らませた。

「だが前回の対戦を見ても、刀とう藤どう綺き凛りんの剣技はかなりのものだ。おまえは見たのか？」

「ん、見た」

　綾斗と綺凛の決闘はすでにネットでかなり広まっている。

　というより序列に興味がある学生なら見ていない者はいないだろう。

「刀藤は強いと思う。剣技だけなら綾斗以上かも」

　紗さ夜やは無表情に言ってのけた。

「だったら──！」

「でも平気。綾斗はもっと強い相手と闘い慣れている」

「……なんだと？　誰だれだ、それは？」

　ユリスが思わず身をよじって振り返る。

「ハル姉──綾斗のお姉さん」

　紗夜の答えは簡潔だった。

「むぅ……あいつの姉君は、そこまでの実力者だったのか？」

　唸うなるユリスに、こくりとうなずく紗夜。

「ま、あいつもなにか考えがあるみてぇだし、ただでやられやしねぇだろ」

　と、そこへ口を挟んできたのはクローディアの横に座ったレスターだ。

「なんだ、レスター。おまえ、なにか知っているのか？」

「ちょっとな。煌式武装ルークスの調達を頼まれた。つっても予備のを貸してやっただけだけどな」

「煌式武装を……？　そんなもの、装備局に申請すればいいだろうに」

「あそこは調整だなんだで時間が掛かるからだろ。すぐに揃そろえるなら、誰かから借りたほうが手っ取り早ぇ」

「へぇ、マクフェイルにも頼んでたのか」

　意外そうな声はユリスの前、今回も最前列に陣取った英えい士し郎ろうだ。

　前回同様、ベストポジションでカメラを構えている。

「も、ってこたぁ、てめぇもか。夜や吹ぶき」

「まーね。……っと、そろそろ始まるかな」

　英士郎の声に全員の視線が前を向いた。

　アリーナの中央に立つ綾斗の身体からだから、爆発的な星辰力プラーナが解放される。

　同時に、ギャラリーの歓声が一際大きく盛り上がった。

　　　　　　　　＊

「では──参ります！」

　先に仕掛けたのは、綺き凛りん。

　一足跳びで間合いを詰めると、閃光のような速度で袈け裟さ懸がけに斬り下ろす。

　が、綾あや斗とは下段に構えていた剣を振り上げ、それを跳はね除のけた。

　鋭い打ち込みだったが、力では綾斗のほうが勝っている。鍔迫り合いになったとしても、負ける気はしない。

　しかし跳ね上げたはずの綺凛の刀は空中で弧を描くと、即座に逆袈裟に斬り下ろしてきた。その切り返しの速度たるや、とてつもない。綾斗は剣を横に構えてそれを防ぐが、次の瞬間には千羽切の切っ先が綾斗の右小手を狙ねらっていた。綾斗は腕を引いてかわしたものの、その隙に綺凛は大きく右足を踏み入れ、内腿から斬り上げてくる。

　途切れなく続く連続攻撃──綾斗は完全に防戦一方へ追い込まれていた。

　綾斗が速度で大きく劣っているわけではない。おそらく剣速でいえばほとんど差はないだろう。

　ただ、綺凛の攻撃は一撃一撃の繋つなぎ目が恐おそろしく滑らかなのだ。そこには反撃の入り込む余地がまったくない。

　相手がどう受けるか見極めてから動いていたのではこうはいかないだろう。視線や間合い、呼吸、ありとあらゆる一瞬の駆け引きで、相手を「そのように」誘導しているのだ。様々な選択肢を断ち、自分の最も都合の良い行動を取らせる──

「くっ！」

　それがわかっていてなお、綾斗はそこから抜け出すことができなかった。

　相手の誘導の外へ飛び込むというのは、即ち自ら死地へ飛び込むということだ。

（けどまあ、やってみるしかないよな……！）

「っ！」

　綾斗は神速で繰り出された綺凛の突きに、あえて身を晒さらした。

　脇わき腹ばらに灼しやく熱ねつの棒を押し当てたような熱が走るが、構わず綺凛の胸めがけて剣を斬り上げる。

　だが、その一撃さえも綺凛は俊敏に身を翻し、あっさりとかわしてみせた。

　綾斗はその反応速度に改めて驚きつつも、大きく後ろに跳んで間合いを取り直す。

「ふぅ……」

　脇腹の傷は比較的浅い。

　星辰力プラーナを集中させたからだが、そうでなければ勝負がついてしまう深手になっていただろう。

　一方、綺凛も心底感嘆したという顔で綾斗を見ていた。

「……さすがは天あま霧ぎり先輩、すごいです。まるで厚い鋼を突いたような手ごたえでした」

「星辰力プラーナの量だけは、多少自信があってね」

　とはいえそう何度もできる手ではない。たとえ星辰力が豊富にあっても、相手の攻撃に合わせてそれを集中させなければ効果は薄いからだ。相手が手練になればなるほどそれは難しくなるし、かといって常に星辰力を全身に巡らせていてはあっという間に底をついてしまう。

「それに──〝連れん鶴づる〟から逃れられたのも初めてです」

「なるほど、あれが話しに聞く〝連鶴〟か……。体験できて感激だよ」

　刀とう藤どう流りゆうはその深奥を「鶴を折るが如し」と謳われる流派だ。

　それは即ち、鶴を折っているかのような正確な手順で相手を追い詰めていく連続攻撃のことを指している。その体現と言われているのが刀藤流の奥義〝連鶴〟だ。

　天あま霧ぎり辰しん明めい流りゆうも刀藤流も他流試合を禁じていないので、綾あや斗と本人はともかく門下生同士の試合は何度か間近で見たことがあった。また刀藤流は世界に広く門下生を持ち、このアスタリスクでも少なからず腕に覚えがある使い手がいるはずである。

　もっとも、実際にその奥義の域へ達した刀藤流の使い手を、綾斗は今までに見たことがない。

　──目の前の少女を除いては。

「〝巣す籠ごもり〟、〝花はな橘たちばな〟、〝比ひ翼よく〟、〝青せい海がい波は〟……刀藤流には四十九に及ぶ繋つなぎ手の型がありますが、それを組み合わせることで完全なる連続攻撃を成す技が〝連鶴〟です」

　綺き凛りんはわずかに身を沈め、脇わき構がまえに取る。

「〝連鶴〟に果て無し──次は、仕留めます！」

　渦を巻くような剣気が綺凛から放たれ、綾斗へ叩たたきつけられた。

　綺凛は綾斗に制限時間があることを知っている。時間を稼ぐように動けば、それだけで綺凛が勝つ確率はぐっと上がるはずだ。

　けれど、綺凛はそんな素振りさえ見せない。

（本当にまっすぐな良い子だなぁ……）

　綾斗よりも年下ながら、剣技においてはほぼ互角かそれ以上……一体どれだけの修練を積んできたのだろう。そして、どれだけの思いを持って刀を振るってきたのだろう。

　綾斗は改めてしみじみと感じ入りながら、剣を正眼に構えて気を引き締めた。

　確かに綺凛の──刀藤流の術理は優れている。

　一対一の闘いに特化したその術理は、戦場を生き抜くために生まれた天霧辰明流剣術と比べた場合、相性において勝っていると言えるだろう。

　──しかし。

「それじゃあ、こっちも天霧辰明流の全力で応えさせてもらおうかな」

　綾斗はそう言って、星辰力を一気に高めた。

　　　　　　　　＊

　綺き凛りんは脇わき構がまえから一呼吸で綾あや斗との間合いへ飛び込むと、千羽切を真一文字に薙なぐ。

　綾斗は剣を立ててそれを防いだが、綺凛は手首を返すとそのまま上段から打ち下ろす。

　この時点で、綺凛はすでに〝連れん鶴づる〟に入っていた。

　あとは相手が防ぎ切れなくなるまでただひたすらに斬り込み続けるだけだ。

〝連鶴〟は一方的に攻撃を仕掛け続けるために体力の消耗も激しいが、綺凛は日々の鍛錬から半刻近い時間それを続けることができた。今までに綺凛の〝連鶴〟から逃れたものは、先ほどの綾斗しかいない。

（今度はしっかりと決着を付ける……！）

　先ほどは狙ねらえる場所が脇しかなかったが、次はきっちり校章を狙う。そうすれば綾斗とて星辰力プラーナで防御することはできないはずだ。

　無論、ピンポイントで校章を狙うのはずっと難しくなるが、〝連鶴〟は長引けば長引くほど相手の精神力を削り取っていく。いつかは綾斗にも決定的な隙が生まれてくるだろう。

　そうすれば──

　綺凛がそう考えながら振り下ろした刀が、綾斗の剣と激しくぶつかり合う。

　その瞬間、綾斗の剣が眩い光と共に弾はじけ飛とんだ。

「なっ……!?」

　驚きつつも爆風からとっさに顔を庇かばい、バックステップで間合いを取り直す。

　爆発は小規模で威力を伴ったものではない。

　綺凛はその直前、綾斗の星辰力が剣に集中していたのを感じていたが──

（流星闘技メテオアーツの失敗……？）

　流星闘技には煌式武装ルークスの入念な調整と、星辰力の繊細な操作技術が必要となる。

　コアであるマナダイトに大量の星辰力を一度に集中させた場合、煌式武装が耐え切れず暴発してしまうことがあるのだ。

　とはいえ綾斗がこの状況でそんなミスを犯すとは考えられない。

（だとすれば〝連鶴〟から逃れるためにわざと……？）

　それは確かに一つの手段かもしれないが、苦し紛れには違いなかった。

　武器を失ってしまえば綺凛の攻撃を防ぐ手段もない。

　綺凛は瞬時にそう判断し、千羽切を構え直す。

　──だが。

「天霧辰明流槍術──〝壬み雲くも蜂ばち〟！」

「っ！」

　爆煙を吹き飛ばすような鋭い突きがほぼ同時に三発、綺き凛りんに襲い掛かってきた。

「三段突き……！　いや、それよりも──槍術!?」

　綺凛は慌てながらもそれを受け流し、前を見据える。

　そこには槍型の煌式武装ルークスを両手で構えた綾あや斗とが、煙をまとうようにして立っていた。

「少しは驚いてもらえたかな？　まあ、借り物だからちょっと俺には大きいんだけどね」

　綾斗は薄く笑いながらそう言うと、間髪入れずに突きを繰り出してくる。

　綺凛はすぐに気を取り直して呼吸を整え、それを迎え撃った。

　綾斗の言うとおり、それは綾斗の体たい躯くに比してかなり大振りだ。柄の長さは二メートルを越えており、光輝く槍頭も人の顔くらいの大きさはあるだろう。

　綾斗の槍さばきも手馴れたもので、獲物のリーチ差を十分に生かして牽けん制せいしてくる。

「……そうですね。ですが──奇策は奇策、です！」

　それでも綺凛は冷静にその間合いを見極め、突き切った隙を突いて柄を弾はじき上あげた。

　確かに綾斗は槍術もかなりの腕前のようだが、やはり剣術に比べれば一段劣るのは否めない。

　滑り込むようにして懐に入り、長柄武器の利点を奪う。

　そのまま綾斗の校章目掛けて斬り上げようとしたところで、しかし綺凛はそこで再度驚愕させられることとなった。
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　綾あや斗とはあっさり槍を手放すと、腰のホルダーから三つ目の煌式武装ルークスを取り出していたのだ。

　瞬時に起動したそれは、打って変わって小さな短刀型の煌式武装。

「まさか……ッ！」

「──奇策は重ねてこそ奇策、だよ」

　綾斗はそれを左手に逆手で構えると、綺き凛りんの攻撃を受け流し、その勢いで身体からだをくるりと一回転させる。

「天あま霧ぎり辰しん明めい流りゆう小太刀術──〝士し茅ち薙なぎ〟！」

「くぅっ！」

　綺凛は半ば反射的に刀を返し、それを真っ向から受け止める。綾斗の小太刀が火花を撒まき散ちらし、重い衝撃が綺凛の腕に圧し掛かる。

　力勝負では分が悪い。

　綺凛はそう判断すると、一か八かの勝負に出た。

　ほんの一瞬腕から力を抜き、わざと綾斗の小太刀を招き入れる。光の刃が綺凛の校章目掛けて斬り込んでくるが、力が入りすぎているためわずかに鈍い。綺凛は半身になってギリギリのところでそれをかわすと、刃を巻き込むようにして上から切り落とした。

　綾斗の腕から、小太刀が落ちる。

　このタイミングではもう次の武器を取り出すのは間に合わない。

　綺凛が勝利を確信した瞬間──綾斗の腕がするりと伸び、綺凛の奥襟を掴つかんでいた。

「天霧辰明流組くみ討うち術──」

「え……？」

　ふわりと身体が浮き上がったような感じがしたかと思うと、ぐるりと天地が逆転する。

「──〝刳くる環わ祓ばらい〟！」

「ッ！」

　次の瞬間、背中と胸に衝撃が走り、肺から残らず空気が追い出される。

　呼吸ができない苦しさに顔をしかめつつ、ようやく自分が投げられたのだと理解した。

　涙で滲にじむ視界で確認すれば、自分の胸の上──校章には綾斗の肘が垂直に突き立っている。胸の衝撃はこれだったようだ。

（地面に叩たたきつけると同時に、肘を……）

　かなり凶悪な技だが、古流の技とはそういうものなのだろう。

「大丈夫かい、刀とう藤どうさん？」

　心配そうに顔を覗のぞき込こんでくる綾斗に、綺凛は苦笑を返す。

　なぜだか妙にさっぱりした気分だった。

「……やられました。槍も小太刀も、全部囮おとりだったのですね？」

　最初から本命は無手での組討。そのためにわざと、綺き凛りんを懐へ呼び込んだのだ。

（誘導させられていたのは、わたしのほうでしたか……）

　綺凛はそっと目をつむる。

　胸の校章から、ピシリとひび割れるような音がした。

「……まいりました。完敗です」

　綺凛がそう答えるのと同時に、校章から機械音が鳴り響く。

「決闘決着エンドオブデユエル！　勝者ウイナー、天あま霧ぎり綾あや斗と！」

　それから一瞬の静寂の後、アリーナは割れんばかりの大歓声に包まれていた。

　　　　　　　　＊

「まさか本当に勝ってしまうとはな。正直、驚いたぞ」

　アリーナの控え室。

　ぐったりと椅い子すに座る綾斗に向かって、ユリスがドリンクを差し出した。

「はは、自分でも驚いてるよ」

　綾斗は苦笑しながらそれを受け取ると、少しずつ喉のどへ流していく。

　封印解除の反動で身体からだがあちこち痛むものの、今回は動けないというほどではない。

　体感時間的にはずいぶん長かったようにも思えたが、実際は五分もかかっていなかったためだ。

　決着後、蟻のように群がる報道系クラブの学生を振り切ってこの控え室に飛び込み、ようやく一息ついたところだった。彼らはまだ部屋の前で待機しているようだが、封印が戻る姿を目撃されることはなかったし、とりあえずは問題ない。

　……もっとも封印を解除するところは何度も晒さらしているし、さすがにそろそろおかしいと感じている学生もいるだろうから、もはやそう長く隠し通せるものではないだろう。

「それにしてもこれで晴れて序列一位か……大したものだな、おまえは」

　呆あきれたような感心しているような、それでいてどこか誇らしげな顔でユリスが言う。

「ありがとう。これで少しは挽回できたかな？」

「……挽回？　何の話だ？」

「ほら、この前勝手に決闘して迷惑かけちゃったからさ。その時、ユリスが言ってたじゃないか。俺が《冒頭の十二人ページ・ワン》になれば、《鳳凰星武祭フエニクス》の組み合わせで有利になるって」

　ユリスは驚いたように目を見開いた。

「まさかおまえ……そのためにこの決闘を受けたのか？」

「ああいや、もちろんそれだけじゃないけどね」

　それを聞いたユリスは慈しむような顔で微笑ほほえむと、綾あや斗との髪をくしゃりと撫なでる。

「まったく、本当におまえというやつは……」

　綾斗はその表情にドキリとした。

　ユリスは時折、こうしたとても優しい表情を見せる。

「──こほん」

　そこへわざとらしい咳せき払ばらいを挟み込んできたのは紗さ夜やだ。

「おめでとう、綾斗。かっこよかった。さすが私の綾斗だ」

　紗夜はそう言うと、綾斗の腕にぎゅっと抱きついてきた。

「うん。ありがとう、紗夜」

　──今この部屋にいるのは綾斗とユリス、紗夜の三人。

　クローディアは途中、携帯端末へ連絡が入り、席を外したまま戻ってこなかったらしい。

　レスターは「必要以上になれあうつもりはない」と言ってさっさと帰ってしまったそうだ。英えい士し郎ろうも号外を出さなければならないとかで、決着が付くなり飛んでいってしまった（その際に一言、綾斗に独占インタビューの確約を取り付けるのを忘れなかったが）。

　二人には煌式武装ルークスを貸してもらった礼をいつかしなければならないだろう。

「だ、だがおまえが剣術以外もあれほど使えるとは知らなかったぞ。なぜ黙っていた？」

　と、抱きついていた紗夜を引き剥はがすようにして、ユリスがずいっと割り込んできた。

「いや、別に黙ってたわけじゃなくて、まだまだ中途半端だからさ。わざわざ言うほどのことじゃないと思ってただけで」

「……天あま霧ぎり辰しん明めい流りゆうはまず剣術を収めた後、他の修行に入る。綾斗のは見よう見まね」

　再びユリスを押しのけるようにして、紗夜。

「ああ、うん。子どもの頃、紗夜と一緒に姉さんの稽古を盗み見て──って、二人とも、さっきからなにをしてるのさ？」

　ぐいぐいとお互いを押し退け合っているユリスと紗夜に綾斗が困惑していると、部屋の外がなにやらざわめいているのに気が付いた。

「綾斗？　入ってもよろしいでしょうか？」

　ノックの後に聞こえてきたのは、聞きなれた声だ。

「クローディア？　──どうぞ」

「ふふっ、お邪魔いたしますね」

　ドアを開いて入ってきたのは、案の定クローディアだった。

　それに、もう一人。

「あれ？　刀とう藤どうさんも？」

「あ、あの、お邪魔します……」

　クローディアの隣にちょこんと立っていたのは、やや戸惑ったような顔の綺き凛りんだ。

「こちらへ向かう途中、報道陣に捕まって難儀してらしたのでお連れしました」

「あ、ありがとうございますっ！」

　綺凛はぺこりとクローディアに頭を下げる。

「いえいえ。なにかこちらに用があったのでしょう？」

「あ……は、はい」

　クローディアにうながされ、綺凛が綾あや斗とに向き直った。

「用？　なんだい、刀とう藤どうさん」

　ユリスと紗さ夜やも何事かという顔で綺凛を見ている。

　急に視線が集中して綺凛は一瞬身を竦すくませたようだったが、小さく息を吸い込むと、綺凛にしては大きな声で言った。

「あ、あの……わ、わたしも天あま霧ぎり先輩たちの練習に、参加させてもらってもいいでしょうかっ？」

「えっ？」

　予想外の申し出に、一同がきょとんとする。

「そ、その、以前、天霧先輩からお誘いいただいて……その時は、事情があってお断りしなければならなかったのですが、今は、もう……」

　顔を真っ赤にして、しどろもどろに説明する綺凛。

「綾斗、どういうことだ？　そんな話、私は聞いていないぞ？」

　ユリスが鋭い視線で睨にらみつけてくるので、綾斗は慌てて弁解する。

「い、いや、でもほら、刀藤さんくらいの人が参加してくれたら、いろいろ選択の幅が広がるでしょ？」

「それはまあ、そうだが……」

「うん、別に構わない。ばっちこい」

　両手で手招きする紗夜を、ユリスがどやしつける。

「なぜおまえが答える！　というか、おまえもあれから毎日毎日付いてきているが、正式に認めた覚えはないぞ！」

「リースフェルトは一々細かい。なし崩しは世の常。諦めろ」

「それを横暴というのだ馬ば鹿か者もの！」

　そのまま再び二人がやり合うのを横目に、綾斗は肩を竦めた。

「こんな面子だけど、それでも大丈夫？」

「は、はいっ！　もちろんです！」

「わかった。それじゃ──」

　こくこくと何度もうなずく綺凛に綾斗が右手を差し出そうとした時、再び部屋の外がざわめいた。

「綺き凛りんっ！　ここにいるのだろう！　出て来い、綺凛！　ええい、ここを開けろ！」

　ノックというよりはドアを殴りつけているような荒々しい音と、すさまじい怒声。

「あらあら、この声は刀とう藤どう氏ですね」

　ドアの前に立っていたクローディアは困ったように眉まゆを下げ、頬ほおに手を当てた。

　そして「どうしましょう」といった顔でこちらを見る。

　といっても、綾あや斗とが勝手に決めるわけにはいかない。

　目線で綺凛に確認すると、綺凛はきゅっと唇を噛かみ締しめながらも、気丈にうなずいた。

「そっか。……クローディア」

「了解です」

　クローディアがロックを外すと、血の色に興奮した猛牛のような勢いで鋼こう一いち郎ろうが雪崩れ込んできた。

「綺凛、おまえというやつはなんという愚か者なのだ！　勝手に決闘などした挙句、よりにもよってあんな無様な負け方をしおって！　計画が台無しではないか！」

　そして開口一番、ビリビリと空気を振るわせるほどの大声でそう叫ぶ。

「だが、これでわかっただろう！　おまえには私の力が必要なのだ！　さあ、さっさと来い！　ええい、くそ！　一からやり直しだ！」

　そのまま綺凛の腕を掴つかもうと手を伸ばすが、綺凛はあっさりとそれを払いのけていた。

「……ごめんなさいです、伯父様」

　綺凛はたった一言、それだけ言って鋼一郎を見返す。

　その瞳ひとみには万感の思いが込められていたが、激高している鋼一郎にはそれを読み取る余裕さえないようだ。

「黙れ！　黙れ黙れ黙れ！　おまえはわたしの言うことを聞いてさえいればいい！」

　鋼一郎が顔を怒りに染めて腕を振り上げる。

　が、それを振り下ろす前に、その身体からだが凍りついた。

　綾斗がその間に割って入り、鋼一郎を睨にらみ付つけていたからだ。

「──これ以上は見苦しいだけです。お引取りを」

「な、なんだと、この小ぞ……」

　冷ややかな綾斗の言葉に鋼一郎は怒鳴りつけようとしたが、その声は途中で掻かき消きえるように萎しぼんでいった。

　綾斗の視線は抜き身の刃のようで、背筋を凍らせるような獰どう猛もうな気配がざわりと蠢うごめく。

　鋼一郎はそれに本能的な恐怖を覚えたのだろう。青ざめた顔でじりじりとあとずさる。

「彼女はもう自分の足で一歩を踏み出しました。あなたの出る幕は、もうない」

「天あま霧ぎり先輩……」

　綺き凛りんの口から、小さく綾あや斗との名前がこぼれた。

「なるほど。話に聞いていた以上に下劣な男だな」

「……不愉快」

　綾斗の後ろではユリスが腕組みをして鋼こう一いち郎ろうに蔑みの視線を向けている。

　紗さ夜やにいたっては煌式武装ルークスを展開させ始めていた。

「な、なんだ貴様ら……わ、私は《星脈世代ジエネステラ》ではないのだぞ？　いいのか、もし貴様らが私に手を上げるようなことがあれば──」

　鋼一郎は怯おびえた表情を隠そうともせず、震える声でそう言ったが、そこではっとなにかに気が付いたように視線を綺凛へ向ける。

「そ、そうだ！　いいのか、綺凛！　おまえの父の所業を隠蔽してやったのは私だぞ！　もしおまえが私の下へ戻らぬというなら、全てぶちまけてやる！　そうすれば刀とう藤どう流りゆうもおまえも、どうなるか……」

「──あら、面白いことをおっしゃりますね」

　鋼一郎の声を遮ったのは、それまで黙って推移を見守っていたクローディアだった。

「なっ！　エ、エンフィールドの……！」

　鋼一郎はそこで初めてクローディアに気が付いたのか、驚愕に目を見開いている。

「刀藤綺凛さんとあなたのご関係に口を挟むつもりはありません。ですが、あなたがお作りになったと思ってらっしゃる『刀藤綺凛というブランド』は、あなたお一人のものではありませんよ？」

　クローディアは優雅に微笑ほほえんでいるように見えたが、その目は明らかに笑っていない。

「それはこの星せい導どう館かん学がく園えんの財産であり、引いては統とう合ごう企き業ぎよう財ざい体たいの財産です。それを私情で汚そうというのなら……私も見過ごすわけにはいきません」

「う、ぐ……」

　鋼一郎はただ喘ぐように口をぱくぱくとさせるだけだ。

「おそらく私の父も同じ判断を下されると思いますが──どう思われますか？」

「そ、それは……」

「元よりあなたのプランは刀藤さんを無敗のまま《星武祭フエスタ》の優勝へ導くというのが前提だったはず。だとすればもはや破綻は免れません。……姪めい御ごさんのことは放っておいて、ご自分の保身をお考えなさいな」

　それが止とどめになったのか、鋼一郎はがくりと肩を落とした。

　そしてそのままふらつきながら踵を返し、力ない足取りで部屋を出て行く。

「お、伯父様っ！」

　綺凛はその背中に向かって呼びかけた。

　鋼一郎は足を止めたものの、振り返らない。

「わたしは伯父様に感謝しています。それは嘘うそじゃありません。今まで……本当にありがとうございました！」

　そして綺き凛りんはいつものように、誰だれに対してもそうしてきたように、真摯に丁寧に、ぺこりと頭を下げる。

「……」

　鋼こう一いち郎ろうはそれに答えることもなく、やはり振り返ることもしないまま、静かに部屋を出て行った。

「伯父様……」

　悲しそうな顔でうつむく綺凛の頭に、綾あや斗とはそっと手を乗せる。

「あ……」

　そのまま優しく撫なでてあげると、綺凛は泣き笑いの顔で綾斗を見上げてきた。

「これからよろしくね、刀とう藤どうさん」

「……はい。ありがとうございます」

　ぐしぐしと目元を拭いながら、綺凛が小さくうなずく。

「やれやれ……まあ、仕方ないか」

「万事めでたし」

「うふふ……よかったですね」

　一同の間にほっとした空気が流れる。

　そんな中、綺凛はきょろきょろと視線を巡らし、ささやくような声で綾斗を呼んだ。

「あ、あの……天あま霧ぎり先輩」

「ん？　なんだい？」

「その、も、もう一つ……じゃなくて、ふ、二つほどお願いがあるのですが……いいですか？」

　耳の先まで朱色に染めながら、小声で綺凛が言ってくる。

「お願い……？」

「は、はい……できればその、あ、天霧先輩のことを、お、お、お名前でお呼びしたいなと……」

　聞こえるか聞こえないかというくらいに、小さな声。

「なんだ、そんなことか、もちろんいいよ。で、もう一つは？」

「は、はい……じゃ、じゃあ、あ、綾斗、先輩……」

「うん」

　俯うつむき、上目遣いにもじもじとしながら、意を決したように綺凛が口を開く。

「……わ、わたしのことも……名前で呼んでもらえます、か……？」

　これにはちょっと驚いた。

　とはいえ、もちろん断る理由もない。

　綾あや斗とは笑顔でうなずいた。

「わかったよ──綺き凛りんちゃん」


エピローグ

「くっそ！　あんなの有りかよ！」

「まるで効いてねーってのか!?」

　──アルルカント、研究院地下ブロックの特別アリーナ。

　そこでは剣型の煌式武装ルークスを両手に一本ずつ持った青年と、煌式武装のアサルトライフルを構えた青年が、焦りと驚愕の表情を浮かべて前を睨にらんでいた。

　その視線の先にはもうもうとした土煙が立ち込めている。

　青年たちの持つ煌式武装は《獅子派フエロヴイアス》謹製の最新型であり、性能は折り紙つき。そしてそれを扱う青年たちも、アルルカントの『在名祭祀書ネームド・カルツ』に名を連ねる実践クラスの猛者である。

　前シーズンの《鳳凰星武祭フエニクス》では上位入賞した経験もあるタッグだったが、彼らは目の前の光景がとても信じられないといった顔だ。

　いや、信じたくない、といったほうが正しいかもしれない。

　やがて土煙の中に人影らしきものが揺らめき、二対の光が二つ──闇夜に潜む魔物の瞳ひとみのように輝いた。

「うわああああああああああああああああああ！」

　アリーナに二人の絶叫が響き渡る。

　しかしそれを最後まで見届けることなく、エルネスタはその空間ウィンドウを閉じて振り返った。ぷつりと映像と音声が消え去ったあとには、しんと静まり返った薄暗い研究室に二人の女性が残されているだけだ。

「……とまあ、こんなもんかしらねー。どう、カミラ。まだまだ細かい調整はいるけど、なかなかのもんっしょ？」

　エルネスタはイスごとくるくる回りながら、自慢げに微笑ほほえんでみせる。

「正直に言ってもいいか？」

「どうぞどうぞー」

「──今日ほどおまえを恐おそろしいと思ったことはない」

　カミラは乾いた口から搾り出すようにして言うと、ニヤリと笑った。

「にひひひ、それはあたしにとって最高の褒め言葉かにゃー」

　一方のエルネスタはわざとらしく照れてみせたものの、その瞳ひとみには自信と自負が爛々と煌きらめいている。

「ただ、あまり《獅子派うち》の連中を苛いじめすぎないでもらいたい。彼らくらい有能な実践クラスの学生を囲い込むのは、なかなかに手間が掛かるのでね」

「だいじょぶだいじょぶー。ちゃーんと手加減するように言っといたからさー」

　エルネスタは悪びれもなく、けらけらと笑った。

「だが……これなら確かに《鳳凰星武祭フエニクス》での優勝も夢ではないな」

「もっちろん、はなっからそれ以外狙ねらってないしー。唯一の懸案事項も、《超人派テノーリオ》のおかげでなんとかなりそうだしねー」

　部屋の中には先ほどエルネスタが消したもの以外にも、相変わらず大小様々な空間ウィンドウが漂っていたが、エルネスタはその一つを招き寄せる。

　そこでは《黒炉の魔剣セル＝ベレスタ》を構えた綾あや斗とが、巨大な竜を叩たたき切るシーンが映っていた。

「んふふ、これはホントすごかったなー。いやー、惚れ惚れしちゃうなー」

　うんうんとうなずきながら、そのウィンドウを拡大する。その画面には映像だけではなく、様々な数値やグラフが同時に表示されていた。

　計測端末が送ってきた、貴重なデータだ。

「これで失敗した《超人派》は今度こそ大人しくせざるを得まい。そしておまえは自分で動くまでもなくデータを取れて、まさしく一石二鳥というわけか」

「いやいや、あたしは賭けに勝っただけよん」

　エルネスタはさも当然という顔で言った。

「そんで人生は賭け事の連続だから、なにかを掴つかみたければ勝ち続けるしかないのよねー」

「それがおまえの信念か？」

「んー、どっちかってゆーと哲学、かな」

　それからエルネスタは別のウィンドウに手を伸ばす。

　そちらにはアリーナでの綾あや斗とと綺き凛りんの決闘シーンが映っている。ただしこちらは星せい導どう館かんの学生が撮影してネットに流したものだ。

「ホントはこっちでもデータが取れたら万全だったんだけど。まー、よその学園に計測端末送り込むわけにもいかないから仕方ないんだけどさー」

　そう言って、そのウィンドウを指で閉じる。

「さてさて星導館ならびにアルルカントの皆々様方、あたしのために様々なご尽力ありがとうございましたー」

　そしてエルネスタはイスの上に立つと、仰々しくお辞儀をした。

「──いよいよ本番の幕開けでございます。最後までお付き合いくださいませ」

　下を向いたエルネスタの顔には不敵な笑み。

　カミラは呆あきれながらも、そんな友人に惜しみない賞賛の拍手を送った。

　　　　　　　　＊

「……ところで刀とう藤どう」

「あ、はい。なんでしょう、沙さ々さ宮みや先輩」

　放課後のトレーニングルーム。

　綾斗、ユリス、紗さ夜や、綺凛、四人での初めての練習が終わった後のこと。

　着替えを済ませた綺凛に、紗夜が唐突に声をかけてきた。

「刀藤はお父さんのために闘っていると聞いた。本当か？」

「は、はい……そうですけど……」

　綺凛がやや緊張して答えると、紗夜は腕組みをして何度もうなずく。

「なるほど偉い。とても偉い」

「はぁ……」

「実は私も同じ。お父さんのために闘っている」

「えっ、そうなんですか」

　驚く綺凛に紗夜はずいっと顔を寄せると、いつものように無表情なままこう言った。

「そこで提案がある」

「……て、提案？」

　綺凛が不安そうに首を傾かしげるが、紗夜は構わず先を続けた。

「私と──タッグを組まないか？」


あとがき

　こんにちは、三み屋や咲ざきゆうです。

　読者の皆様のおかげで、こうして『学戦都市アスタリスク』の二巻をお届けすることができました。本当にありがとうございます。

　さて、本編をお読みいただいた方にはおわかりのとおり、この二巻ではどーんと登場キャラクターが増えています。新ヒロインに各学園の生徒会長、アルルカントの面々──今回はまだ顔出し程度のキャラも多いものの、とにかく一気に賑やかになったのは間違いないかなと。

　当初は新ヒロインの綺き凛りんにきっちり焦点を絞ったお話にしてあげようと思っていたのですが、なにしろこのお話の大おお風ぶ呂ろ敷しきは畳むどころかまだまだ広げきってさえいない状況ですので、少しでも物語を進めなければなりません。ヒロインたちの魅力を損なわず、かといって物語を滞らせることもなく、なんとかうまくバランスを取っていきたいと思いますので、よろしくお付き合いくださいませ。

　そして今回もokiuraさんが素敵すぎるイラストを描いてくださいました。特に綺凛は作者である私が想像していた以上に小動物感溢あふれる可愛かわいらしいデザインに仕上げてくださって、感謝感激です。キャラクターだけではなく、小物や制服、毎回増える武器武装、とにかくあらゆるもののデザインをお任せしてしまっているので、本当に恐縮です。

　さらに『学戦都市アスタリスク』の漫画版が月刊コミックアライブで連載されることになりました。コミカライズを担当してくださるのは、にんげんさん。okiuraさんとはまた一味違ったスタイリッシュな絵柄で、アスタリスクの世界を描いてくださっています。ぜひぜひご期待ください。

　最後になりましたが、お世話になった方々へ謝辞を。

　担当の岩いわ浅あささん、いつもありがとうございます。岩浅さんのアドバイスには毎回助けていただいております。同じく編集の清し水みずさん、編集部の方々、そしてやはり読者の皆様に最大のお礼を申し上げたいと思います。

　それではまた次巻でお会いできることを願って。

二〇一三年一月　三屋咲ゆう
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